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最新作『ABRACADABRA』と
The Beatlesの『Revolver』の接点

　BUCK-TICKがデビュー日の9月21
日にリリースする22枚目のオリジナル
アルバム『ABRACADABRA』を初めて
通して聴いた時の感想は、“面白い！”と

相反するものが表裏一体となって存在す
る。面白いのはイメージされるそのテレ
ビが薄型の液晶ではなく、思いっきり分
厚いブラウン管であることだ。最新の4K
画質のようなクリアーさではなく、ブラウ
ン管特有のザラザラとしたレトロ感も、今
作のエッセンスになっているのではない
だろうか。

実験的遊び心とシンプルさの
対比が色濃く出た作品

　今作を時系列で追うと、一番古い楽
曲はM10「獣たちの夜 YOW-ROW 
ver.」、次にM11「堕天使 YOW-ROW 
ver.」となる。シングルとしてリリースさ
れたバージョンは、どちらも横山和俊の
マニピュレートによるバンドサウンドを前
面に押し出したずっしりとしたボトムのシ
ンプルなロックチューンだったが、アル
バムに収録されたのはタイトルにも表記
されている通りYOW-ROWのマニピュ
レートによるもの。彼の持ち味が色濃く
出たヘヴィなデジロックバージョンは、全
体的にキャッチーさが印象に残るこのア
ルバムの重厚感の部分を担う。続いて
先行シングルとしてリリースされたM12
「MOONLIGHT ESCAPE」は、開放感
のあるキャッチーなメロディーと櫻井敦
司（Vo）の伸びやかなテナーヴォイスが
印象的だが、そこに乗せた歌詞のテーマ
は重い。児童虐待やイジメといった理不
尽な環境から“逃げていいんだよ”という
メッセージが込められている。現実から
の逃避、解放の歌である。この曲を筆頭
に、今作で櫻井が綴った歌詞からは曲に
よって濃淡はあれど、そこはかとない厭
世観が感じ取れる。さらに、「堕天使」の
時に語っていた刃先も、引き続き自分自
身に向かったままだ。それが分かるのは
「MOONLIGHT ESCAPE」のカップリ
ング曲のバージョン違いであるM7「凍え
る Crystal CUBE ver.」。《死んでいる 
生きてもいるか》から始まるこのミディア
ムナンバーは、CUBE JUICEのマニピュ
レートによって、より凍りつくような冷た
い表情に仕上がった。《凍える月が滑る こ
の手首にそっと》─ぞっとするほど美
しい、櫻井の文学的表現力には感服した。
　星野英彦（Gu）作曲の楽曲は「凍える」
とM5「月の砂漠」、M9「ダンス天国」の
3曲。「月の砂漠」は冒頭のコーラス部分
が思い浮かんだことから“遠いところ”を
イメージして作曲していったという。その

実にシンプルだった。それは“FUNNY”でも
“INTERESTING”でもなく、“AMAZING”
がとても近い。同時に“あぁ、好きでいて本
当に良かった”と湧き上がる喜びを噛み締
めたのだった。
　先駆けて今作を聴いた人たちと話を
すると、“BUCK-TICK の初期を感じた”

イメージを汲み取った櫻井は、童謡の「月
の沙漠」をオマージュしたような世界観を
描いた。ヤガミ・トール(Dr)が打ち鳴らす
トライバルなリズムが遠い異国を思わせ
る。「ダンス天国」もまた1960年代にヒッ
トした同名曲を思い浮かべるが、そのタイ
トル通りちょっとレトロでアッパーなダン
スチューンだ。性別を超えて快楽に身を
委ねるこの曲も、言うなれば開放的であり
解放の歌である。
　今作での星野は作曲の面でもギタープ
レイの面でも“シンプル”であることに徹し
たそうで、それによって今井 寿（Gu）との
対比がより鮮やかになったと言う。「堕天
使」の頃に今井が打ち出していた“逸脱”
というテーマは、やはりこのアルバムの根
底にもなっていると思う。今作で今井は
新たに仕入れたエフェクターを使ったサ
ウンド遊びをさまざまな楽曲に散りばめ
ていて、その音が各曲のフックになってい
たりする。それが星野の言うところの“シ
ンプル”との対比だ。今井作詞作曲のM2
「ケセラセラ エレジー」はキラキラと回
転するサウンドや、未来を向きつつもどこ
か憂いを帯びた歌詞の世界観を持ったテ
クノナンバー。M3「URAHARA-JUKU」
はヘヴィな４つ打ちと、日常のすぐ隣りに
ある闇の入口に警鐘を鳴らす強い言葉
で、ガンガンと心を追い詰めてくる。M4
の「SOPHIA DREAM」も今井作詞曲
で、独特の浮遊感を秘めるサイケデリック
なナンバー。イントロから流れる樋口 豊
(Ba) の印象的なベースリフが耳に残る。
そして、M6「Villain」は櫻井と今井による
ツインヴォーカル曲。デモの段階からつい
ていたこのタイトルをもとに、自分が歌う
パートの歌詞をそれぞれが書いているの
だが、ふたりの言葉が共鳴し合っていて面
白い。M8「舞夢マイム」は歌謡曲調のメ
ロディーに男女のかけ合いを乗せた歌詞
が秀逸。男性パートにつけた低音のコー
ラスと、女性パートにつけた高音のコーラ
スは聴きどころだ。

“アブラカダブラ”は
疫病退散の呪文の言葉

　アルバムタイトルについて曲が出揃っ
た頃の今井からは“まったく何も思いつ
いてない”と聞いていたが、「ユリイカ」で
櫻井が綴った歌詞の中から、今井自身が
“ABRACADABRA”に決めたという。
その真意はまだ今井本人に訊けてはいな
いが、この「ユリイカ」はコロナ禍による自

とか“90年代初頭のBUCK-TICKを思
わせる”など、その印象や感想はさまざ
まで同じものがない。かくいう筆者が思
い浮かべたのは、バンドの転機と言われる
『Revolver』（1966年発表）をリリース
した辺りの中期The Beatlesだった。そ
れはM4「SOPHIA DREAM」の歌詞に、
『Sgt. Pepper's Lonely Hearts Club 
Band』（1967年発表）収録の「Lucy in 
the Sky with Diamonds」を呼び起こ
すようなフレーズがあるからではないか
と言われたら、きっとそうなんだろうと思う。
『Revolver』や『Sgt. Pepper's ～』はサ
イケデリックなアルバムとして知られてい
るが、『ABRACADABRA』はそういうわ
けでもない。シンプルな音作りを軸に、オ
ルタナティブ、サイケデリック、エレクトロな
どさまざまな要素を散りばめた多彩な作
品である。
　しかしながら、実験的かつ革新的な今作
の佇まいが、この頃のThe Beatles作
品を思わせるのだ。『Revolver』のアルバ
ムタイトルが、もともとは“Abracadabra”
だったという偶然も興味深いではない
か。さらに余談になるが、The Beatlesは
『Revolver』をリリースした年に、コン
サート活動を終了した。さまざまな要因
から自らそれを選んだThe Beatlesと、
このコロナ禍でコンサート活動の自粛を
余儀なくされた現代のバンドの状況を重
ね合わせるのはいささか乱暴だが、“コン
サートのない日常”という状況もまたひと
つの共通項として感慨深く思った。
　さて、BUCK-TICKの話に戻そう。『AB
RACADABRA』は近年の作品の延長
線上にありながら、描かれている世界観
はそれらとは一線を画す作品になって
いる。『或いはアナーキー』（2014年発
表）、『アトム 未来派 No.9』（2016年
発表）、『No.0』（2018年発表）の3作品
は、稲垣足穂的SF 観という共通したビ
ジュアルワークを持ち、シュールレアリス
ムやスチームパンクといった世界観を、
大きなスクリーンで映画を観ているかの
ような壮大さと鮮やかさで描いていたが、
『ABRACADABRA』はどちらかと言え
ば広さではなく深さで、より人間の深部へ
と誘う。同じように映像を観ているという
感覚はあるが、こちらはまるでテレビを観
ているような感じがするのだ。今まさに画
面の向こう側で起きているようなニュー
ス性があって、飽くなき矛盾を繰り返す人
間の営みや感情が物語として描かれてい
る。そこには生と死、善と悪、太陽と月など、

粛期間中、モヤモヤとしてきた気持ちを
ぶっ飛ばしたくなった今井が急遽最後に
作った曲。この曲も櫻井と今井とのかけ
合いが高揚感を煽るツインヴォーカル曲
で、詞もふたりによる共作だ。その中で、
櫻井は“疫病退散”の呪文であると知った
上で、この“アブラカダブラ”という言葉を
歌詞に用いた。レコーディング自体はコ
ロナが蔓延する以前に7割方完成して
いたし、櫻井自身も創作において“コロナ
の影響を受けたくなかった”と語っていた
が、このタイトルが掲げられたことで、や
はり今作はこの環境下で生まれるべくし
て生まれた作品だと言える。

文：大窪由香

壮大なスケールで巡り巡る愛と死を表現した『No.0』から約2年。33度
目のデビュー日にBUCK-TICKがニューアルバム『ABRACADABRA』
（アブラカダブラ）をリリースする。新型コロナウイルスの蔓延による影
響で、レコーディングが中断されるというアクシデントもあった今作に
は、こんな世界だからこそ伝えたいBUCK-TICKからのメッセージが込
められている。

この環境下で生まれるべくして生まれた
不幸を振り払うお守りのような作品

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/21 Release
Lingua Sounda ／
Getting Better Records

【完全生産限定盤A】
（SHM-CD+Blu-ray）
VIZL-1787
￥5,500（税抜）
【完全生産限定盤B】
（SHM-CD+DVD）
VIZL-1788
￥5,000（税抜）

【通常盤】（SHM-CD）
VICL-70244
￥3,000（税抜）

『ABRACADABRA』

【完全生産限定アナログ盤】
VIJL-60228～ 9
¥4,500（税抜）
※2LP

【完全生産限定カセットテープ】
VITL-70244
¥2,800（税抜）

写真上段時計回りに、ヤガミ・トール（Dr）、今井 寿（Gu）、櫻井敦司（Vo）、樋口 豊（Ba）、星野英彦（Gu）
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BUCK-TICK

INORAN

cali ≠ gari

SLOTHREAT

ラブリーサマーちゃん

ヒゲドライバー

鈴木このみ

三澤紗千香

yozuca*

CooRie

SIZUKU

CHiCO with HoneyWorks

nano.RIPE

西片梨帆

ほのかりん

森久保祥太郎

THE PINBALLS

GLIM SPANKY

T.MORIYAMMER

浅井健一&THE INTERCHANGE KILLS

■ Interview music UP’s Q !  …『最近買って良かったもの』

BUCK-TICK 浅井健一&THE INTERCHANGE KILLS
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Album　9/30 Release
KING RECORDS

【完全生産限定盤】
（CD+Blu-ray+写真集）
NKCD-6929
￥12,000（税抜）
※KING e-SHOP限定販売
※LP SIZE BOX仕様
【初回限定盤】
（CD+Blu-ray）
KICS-93940
￥4,800（税抜）
※三方背BOX仕様

■置き時計
「良かったかどうかは分からないけど、最近買ったのは置き時計。わりと体内時計で生活しているタイプだったので時計が家になくて、たぶん10年振りくら
いに買ったかな？　と言っても、携帯を見たら時間も分かるからね。じゃあ、何で買ったんだろう？　デザインもシンプルなもので、特に気に入ったってわけ
でもないし。きっとなんとなくだね（笑）」

ー作曲・アレンジ・演奏の全てをおひ
とりで担われた今作。1st アルバム『想』
（1997 年発表）も手法としては打ち込
みでしたが、作業と気持ちの両面におい
てどんな違いがありましたか？
「同じ打ち込みでも全然違いますね。『想』
の頃は僕も打ち込みの知識や経験が今よ
り少なかったし、音楽制作ソフトも進化し
てきているし。『想』のあとは“音楽はみん
なと作るのが楽しい”というモードがずっ
と続いていたけど、こんな世の中になっ
てしまって…それができなくなったとい
うのもあるし。そういう状況やいつもラ
イヴで叩いてくれているドラマーのRyo
（Yamagata）くんが休養中だったこと
とか、いろいろなことが重なって。『想』は
好きなジャンルとして打ち込みで作った

「無我夢中で作っていて、何も考えていな
かったということが、自然とそうさせたの
かも。３日に一曲ぐらいのペースで没頭し
て曲を作ってたんだけど、それは全て純
粋な気持ちで紡いでいったものだったの
で、そこは今までとはちょっと違うところ
かもね。これまでも別に計算していたわ
けではないけど、考えてはいたというか。
良く言うとコンセプト、悪く言うと自分の
中で制限を設けていたので。あまり自由
すぎると収拾がつかなくなっちゃうから。
今回は自由すぎて収拾がついてるのかつ
いてないのか、自分にはまだ分からない
感じです」
ーそういう幅広さをも許容するという
か、楽しむことができたんですかね？
「うん、そうですね。やっぱり僕もステイ
ホームの期間中に“何が大事か？”という
のを探してたんでしょうね。音楽制作の中
でも」
ー人間が生きる上で決して手放して
はいけないものだとか、一番大事なも
のって何なのかという本質的な問いが、
歌詞からも伝わってくる気がしました。
例えば「Kingdom Come」は時世的に
コロナ禍で営業自粛を要請された人た
ちを代弁しているように読み取れたり、
「Purpose」や「Shaking Trees」には
死生観が濃厚に表れているように感じた
り。作詞はどのようにオーダーされたので
しょうか？　
「今年起こったこと、世界のみんなに訪れ
たこの時間を紐解くのではなくて、“何に
希望を持って生きているか？”とか、生き
ていることそのものとか、本当に尊いも
の、そこに感じる光であったり…そういう
ものを僕は音楽に落とし込みたいんです
よ。だから、歌詞についてはそういうテー
マやコンセプトをなんとなくは説明しまし
た。曲だけではなく歌詞も含め、今しか感
じられない、今しかできない音楽のかた
ちを生み出したかったから、そう伝えて書
いていただいたという感じかな？」
ー今作の音楽性としてはエレクトロ
ポップやファンク、ヒップホップ、ソウル、
ジャズ、ダンスミュージック、あらゆる要素
が混在していて、ギターが前面に出てい

んですけど、今回はそういった何かに特化
したものというよりは、自然に導かれたと
思っています」
ー昨年発表された前アルバム『2019』
同様全て英詞で、サウンド的にもそのまま
海外のチャートに入っていてもまったく
違和感のない世界基準の作品だと感じ
ました。日本のマーケットに聴き手を限定
しないという意味でも自由な作品だと思
います。
「“どこでも聴けるムードの音楽を作りた
い”というのは毎回考えていますね。音楽
が自らその場所を選ばない許容量とい
うか。例えばボブ・マーレーは地下鉄で
も聴けるし、もちろん海でも聴けるし、街
中でも…それがニューヨークでも日本の
ダウンタウンであっても聴ける。U2も

る感じでもないですね。
「そうなんですよ。曲が浮かんだ時の編
成にギターが入っていない曲もあって。
２曲目「Soul Ain’t For Sale」、５曲目
「Missing Piece」は入っていないまま
ですね」
ー打ち込みだからというのもあるんで
しょうけれど、シンセ音がフィーチャーさ
れていますよね。これも自然に？
「うん。ここ数年の自分がよく聴いている
トレンドだったりもするので。考えてみる
と、今回のアルバムは映画やドラマのサウ
ンドトラックを作ったような感じかもしれ
ないですね。そこは『想』の時と似ている
かも。“こういう場面ではこういう曲、こう
いう歌詞が合う”とか、そういうイメージは
漠然とあったというか。とはいえ、どういう
映画やドラマという具体的なものはない
んだけど」
ーINORANさんの人生のサウンドト
ラックですか？
「そこまで大袈裟ではないです（笑）。今、
観たいもの…というか。Netflix や Hulu
で観る海外ドラマとかで、“こういう作品
だったらこういうサウンドトラックが鳴って
るな”とか惹かれる音楽ってあるじゃない
ですか。中には、たった一曲で作品を決定
づけてしまうものもあるし。そういう曲が
積み重なったアルバムかもしれない」
ーちなみに、50歳のお誕生日を迎える
ことに関しての想いはいかがでしょうか？
「50歳だからどうというのは特にないで
すけど、“50だせ !?”っていうのはあるよ
ね（笑）」
ーびっくりしますよね（笑）。少年時代は
50代の自分に対してどんなイメージを
抱いていました？　
「想像もしてなかったし、音楽をずっとやっ
ているとは20代でも思ってなかった…
30 代でも思ってなかったかな？　40
代は10年後のことだから、フワッとはイ
メージできたけど。今は70代のことは想
像できないね。60代だったらできるけど
（笑）」
ー60代や70代の現役ミュージシャ
ンで理想となる存在はいますか？
「完璧な理想となるひとりの人、ひとつの

METALLICAも The Rolling Stones
も。ビッグアーティストはそうだから、自分
もそういうものを作りたくて。何年か前、
自分の作った曲がアメリカでは“あっ、聴
けるな”と思ったんだけど、メキシコで聴
くにはパワーが足りないと感じたことが
あったんですよ。だから、その違いが何な
のかを常に考えているし、探してる。それ
はジャンル感の話ではないんだよね。情
熱だったり、一個一個の音の粒の輝きで
あったり…そういうところは大切にしたい
と思っています」
ーそういった音の輝きや込める想い
など、根源的な部分を INORANさんは
大事にされているといつも感じるのです
が、今作はそこを特に突き詰めたんでしょ
うか？

バンドはないですね。“このバンドのここ
は好き”“このミュージシャンのこの考え
方がいい”“ん～、これはな…”というのが
あって、それをかけ合わせて自分の理想を
作っていくという感じかな？　キース・リ
チャーズの発言やギターはすごいと思う
けど、僕はああいったブルースが土台にあ
る生き方じゃないし…あっ、分かった！　今
回のアルバム、僕の脳内のブルースです
よ。ニューオリンズのブルースでもないし、
アフリカでもニューヨークでもない、俺の
中にしかないブルースだと思う。本当の叫
びだったり、喜びであったり、生きたい気持
ちであったり。そういう作品なんじゃない
かな？　…って、今、思いました。ジャンル
感の話ではないですよ。今の俺なりのブ
ルースってこと」

取材：大前多恵

外出自粛を余儀なくされた2020年春、INORANは制作に没頭していた。打ち込みでの作曲とアレンジ、
演奏を全てひとりで成し遂げたアルバム『Libertine Dreams』は、内向きに閉じた“個室”ではなく、オムニ
バス映画のサウンドトラックのように多彩で開放的。脳内を自由に旅して見た数々の夢、そこで味わった感
情を落とし込んだ、INORAN流の“ブルース”が鳴っている。

『Libertine Dreams』

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』

ステイホームの期間中に“何が大事か？”というのを探してた

【通常盤】（CD）
KICS-3940
￥3,000（税抜）
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Album　9/30 Release
ビクターエンタテインメント

【ポルノ盤】（CD+DVD）
VIZL-1799
￥5,000（税抜）
※初回限定

■石井秀仁…スタイリング剤除去用ゲル
「Amazon の購入履歴を見たら一番最近に買ったのが『スーパーとったゲル』でした。僕らってライヴとかで結構すごい髪型にしたりするんで、スタイリング
で使うスプレーの量が尋常じゃないんですけど、あのスプレーって1カ月くらい取れないんですよ。髪が傷んでるから、中にまで入り込んじゃってて、ドラ
イアーするたびにガチガチになるし、汗をかいて乾くとガチガチになっちゃうんです。でも、『スーパーとったゲル』というのを使うと取れるんです！　前は
“とったゲル”って名前だったのに、いつの間にか“スーパーとったゲル”になってました（笑）」

■桜井 青…ゆで卵メーカー
「自分、ゆで卵が好きなんですよ。毎日2個とか 3個とか食べてて、そういうことを3年くらい続けてるんです。ゆで卵ってコンビニで買うと1個 60円く
らいするんで結構な出費じゃないですか。自分で作ればいいだけの話なんですけど、お湯を沸かしたりするのが面倒だし、そもそも料理ができなくて、ゆで卵
すら作れないんです。爆発させちゃう。そしたら、この間、Amazon のタイムセールで『ゆで玉子 かんたん蒸し器』というのを見つけて。1,800 円だったんで
騙されたつもりで買ったんですよ。これがすごくて！　卵って1パックが240円くらいだから、１個24円で食べられるんです！　しかも、固茹でや半熟
の調整もできるし、すぐに冷やせるから殻も剥きやすい。コンビニのは簡単に剥けないんですよ！　こんな素敵なものを今まで知らなかったなんて…一番重
宝している調理器ですね。完全に1,800円のもとを取ってます」

■村井研次郎…充電ケーブル
「USB Type-C、ライトニング、ミニUSBが 3 in1 になってる充電器ですね。アップル製品も使うし、Type-C も使うし、ミニUSBも使うんで、これがすご
く役立ってます。USBの規格が統一されてないのって不便ですよね。なんで統一しないのかな？　きっとわざとそうしてるんでしょうね」

ーまずは20年前に発表したインディー
ズ時代の『ブルーフィルム』を新録した『ブ
ルーフィルム -Revival-』をリリースするこ
とになった経緯から教えてください。
桜井：本当はニューアルバムを出した
かったんですけど、コロナ禍の中、全国ツ
アーを回ることもできないので、当初は
『ブルーフィルム』をリマスタリングして
出そうという案に変更を考えていたんで
す。でも、せっかくビクターさんからリリー
スのお話をいただいていたから、石井さ
んが加入して最初のアルバムだし、20年
目の節目なので、“改めて録り直させても
らうのはどうですか？”って提案させても
らったら、“それ、やりましょう！”となったと

面白いなってのが頭のどこかにあったん
ですね。
ー“飲もう！　騒ごう！”みたいな開放
感マックスのダンスナンバーですよね。
桜井：ええ。ヒップホップとかレゲエの人
がカバーするならいざ知らず、“えっ、ビ
ジュアル系がやるの !?”っていうところで
すよね。
ーでも、cali≠gari バージョンは真夜
中の秘めごとみたいでロックですよ。
桜井：特筆すべき点があるなら石井さん
の声と村井さんのベースですね。“あの
曲をこういうふうに歌うのか！　こういう
ベースが乗るのか！”っていう。
石井：何も考えずに歌いましたけどね（笑）。
ーそのカバーを１曲目に持ってくるの
が驚きでした。
桜井：「エロトピア」はライヴでも１曲
目っていうポジションが長くて、復活して
からもそうだったので、そろそろ１曲目の
お役目御免っていうところですかね。
ーそもそも「エロトピア」はどんな想い
で書いた曲だったんですか？
桜井：研次郎くんに“リフから曲を作って
みたら？”って言われたのがきっかけなん
ですよ。
ーフックのある骨太でストレートなギ
ターリフから始まりますものね。
桜井：その頃、やたらにBLANKEY JET 
CITYを聴いていたので、“よし !　ここは
一発、ブランキーみたいな曲を作るぜ ! ”
と意気込んだんだけど、全然そうならな
かったっていう（笑）。前のヴォーカルがな
かなか衝撃的で面白い詩を書いていた
ので、それに代わるパンチの強い曲…す
ぐに“エロなのね”と分かる曲が必要だと
思ったんですよ。だから、タイトルもずばり

いう流れです。
ー今回、新たにレコーディングしてみて
どんなことを感じました？
村井：“あのバンド状況でよくこんなアル
バムが作れたな”と思ったのと同時に、今
もバンドをやれていること自体が単純に
幸せだと感じました。20年前のアルバム
を録音し直すチャンスなんて普通はない
じゃないですか。この環境に感謝しなきゃ
いけないなと。嬉しいですね。
桜井：僕も研次郎くんと同じで“あぁ、20
年経ったんだな”と思ったし、“昔のアルバ
ムを録り直させてもらえる機会なんてそ
うそうないよな”って。
ー入手困難なアルバムだからファンも

“エロトピア”なんです。アルバム全てを
支配してしまうような、「ブルーフィルム」
と対を成す曲が欲しいと。
ーそういう意味では、キレがあってパン
クな「ミルクセヰキ」のほうはブランキー
の匂いを感じます。
桜井：「ミルクセヰキ」はSHEENA & 
THE ROKKETSなんですよ。「LEMON 
TEA」のオマージュですね。柴山俊之さん
の書く歌詞が好きなので、“自分がゲイだ
という前提で書くならこういう歌詞だよ
ね”って。ノリ一発で書いた感じです。
ー新しいバージョン、めちゃくちゃカッ
コ良いです。
桜井：同期が入っていないんですよ。ソ
リッドな感じで。（石井に）なんで入れな
かったの？
石井：そもそも必要ないと思って。新録す
ると音を足すことはあっても引くことはあ
まりないじゃないですか。この曲はシンプ
ルなほうがカッコ良いと思ったんですよ。
桜井：まぁ、アレンジとか、お互いにやり取
りしないですからね。“お好きにどうぞ”っ
て感じで。だから、完成したものを聴いて
“同期が入ってないんだ !?”って（笑）。
ーでも、そこは長年の信頼感があるか
らこそですね。
桜井：そうですね。あとは、聴く人が自由
に解釈してくれればいいっていう。復活し
てからは特にそういうスタンスですね。昔
は“こうじゃないと嫌だ”とか、自分もかな
り神経質だったと思うけど、今は“どうぞ、
どうぞ”って感じです。
ー全体的には音像もメロディーも儚さ
がありますね。「真空回廊」「原色エレガン
ト」「さかしま」「ブルーフィルム」という後
半の流れは絵画みたいな世界観で。

嬉しいと思います。
村井：そうですね。昔を懐かしんで聴くの
もよし、最近、cali≠gari を好きになった
人にも聴いてほしいですね。
ーでは、内容についてもおうかがいし
たいんですが、オリジナル盤の１曲目は
「エロトピア」なのに、今作の１曲目は
SPANKERS の大ヒット曲「Sex On 
The Beach」のカバーという。
桜井：たいした理由はないんですけど、
せっかく出すなら少しお召し替えをしよう
かなってくらいのノリで。「Sex On The 
Beach」は当時のクラブでよくかかってい
た曲なんですよ。MVも含めてバカっぽい
ノリが良くて、こーゆーのをカバーしたら

桜井：そもそも「さかしま」（デカダンス
の聖書と評される小説）を訳したのが澁澤
（龍彦）だったりしますからね。この言葉を
エロに結びつけるっていうのはかなりいろ
いろ読んでいないと書けないなって。
ー自粛ムードの世の中にこういうアル
バムを出すのが cali≠gariらしいと思
いました。
桜井：コロナ禍で音楽業界は元気がない
ですけど、性産業はやっぱり活気があると
思うんですよ。下世話なぐらいにこういう
曲たちを出していったほうが分かりやす
いし、元気が出ると思ったんです。

取材：山本弘子

2000年に石井秀仁（Vo＆Gu）が加入してちょうど20年。現体制初のアルバム『ブルーフィルム』を新た
にレコーディングした『ブルーフィルム -Revival-』がリリースされる。新録のみならずカバー曲や新曲も収
録された通称“エロアルバム”について、過去の逸話を含めながら話を訊いた。

『ブルーフィルム -Revival-』

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』

L→R　村井研次郎（Ba）、石井秀仁（Vo&Gu）、桜井 青（Gu）

20年前のアルバムを録音し直すチャンスなんて普通はない

【ピンク盤】（CD）
VICL-65428
￥3,000（税抜）
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Album　9/25 Release
Wolves anchor DC

【2CD】
DCCD-2 ～ 3
￥3,500（税込）
【2CD+THEMIS T-Shirt】
DCCD-2 ～ 3
￥7,000（税込）

■KAZ…オーディオインターフェイスと掃除機
「音楽面では『Babyface Pro』ですね。前に使っていたものがそろそろ寿命
だったので、克哉に勧められて新調したんですけど、すごく音が良くて、かな
り満足してます。使い勝手もいいし。あと、コードレスの掃除機を買いました。
作業する前に掃除をして、頭を一回クリーンにしないと取りかかれない質な
んで（笑）。コードレスだから便利だし、捗るし、買って良かったですね」

■克哉…ヘッドホン
「アダムオーディオとウルトラゾーンが共同開発した『STUDIO PRO SP-5』
なんですけど、自分が所持しているモニターヘッドホンの中でもずば抜けて
高価なものを買った結果、もうレンジから定位感など全てが違いすぎて、新
しい世界が広がりましたね。今までスピーカーがアダムオーディオで、ヘッ
ドホンはウルトラゾーンのものを使っていて、その２社が共同開発したもの
だから絶対にすごいと思ってたら、想像以上にすごかったです。まず最初に、
Gideon が 2019年に出した「BITE DOWN」を聴いたんですけど…ヘヴィ
すぎましたね（笑）」

■孝哉…オーディオインターフェイス
「ユニバーサルオーディオの『Apollo Twin MKII』なんですけど、作業効率が上
がり、専用のプラグインのクオリティーも凄まじいので買って良かったです
ね。音も良くなったし、素晴らしいです！　前に使っていたものがガタがきて
たんで、“早く買い替えないとな”ってずっと思ってたんですよ。今回のアルバ
ムでも…まぁ、大体の音が克哉のインターフェイスを経由して録音されている
んですけど、僕も自分の部屋で録ったりする時があったから、大活躍してます」

■瀬希…ドライヤー
「音楽的な機材じゃないんですけど（笑）。僕、なかなか髪の毛が乾かないんで
すけど、プロペラみたいなものがふたつ付いてて、めちゃくちゃ風力が強いか
ら、すぐに乾いてくれるんですよ。いい買い物をしました」

■SHINYA…AirPods Pro と鉄スキレット
「AirPods は音楽を聴くのはもちろん、通話にも使えるんで、日常的にとても
役立ってますね。あと、鉄スキレットも買ったんですよ。もともとキャンプが
好きなんですけど、今ってなかなかできないから気分だけでも味わいたくて
（笑）。なので、家で鉄スキレットを使って肉を焼いてます」

ー今作を作るにあたってテーマやコン
セプトなどはありましたか?
克哉：アルバムの作り方にはいろんなパ
ターンがあると思いますけど、最初に大
まかな全体像を見据えて曲作りに入った
わけではなくて。まとまった曲数を収録し
た作品を作る時は、リードトラックを最初
に作る人と途中で作る人がいると思うけ
ど、僕は完全に後者なんですね。大きな母
体に対する導入期間として数曲作り始め
て、“こういうものができてきたからリード
はこういうものだな”というイメージが固
まったところでリードトラックを作るんで
す。今回もそういうやり方で、自由な感覚
で一曲作って、次はこういう曲が欲しい、
次はこういう感じ…ということを繰り返し
ていきました。一曲作ると“この曲ではで
きなかったな”ということが必ず出てくる
ので、曲を揃えていくのは本質的な意味
では苦にならなかったです。

す。シンプルだけど、カッコ良い曲なんで
すよね。ドラマチックな雰囲気があって、
ただ単に激しかったり、明るかったりする
だけの曲ではないというのもいいと思う
し。すごく気に入っています。
克哉：みんなもきっとそうだからずるい言
い方になってしまうかもしれないですが、
僕は一曲だけ選ぶのは無理かもしれない。

“強いて言えば”ということでも悩むくら
いですけど…大きな流れで見た時に一番
グッとくるのは「LIVE FREELY」。でも、
純粋に楽曲として今のSLOTHREATの
全てが凝縮されて、象徴たるものになっ
たと思うのは2曲目の「ILLUMINATE」
なんです。ちょっとネイティブな雰囲気
の合唱から始まって、自分のヘヴィリフ
が概念の集大成的イントロやその他の
フレージングの緻密な要素、でも一貫し
てメロディーはキャッチーで、さらにス
ピーディーに場面が変わっていって…と
いうふうに、今の自分たちを集約した一
曲なんですよね。「現人」に続いて2曲
目に「ILLUMINATE」が始まった時に
真打ち登場感みたいなものがあって、
そこも気に入っているし。うちらのオー
ルマイトな存在としてある曲なので、僕は
「ILLUMINATE」を推させてもらいます。
孝哉：僕は強いて一曲を挙げるとしたら、
最後の「LIVE FREELY」になりますね。
この曲は他の曲とテイストが違っていて
明るいじゃないですか。SLOTHREATは
間違いなくこういう側面も持っているし、
合唱できるパートがあったりして、この曲
を聴いてもらうと僕らが魅せつけるだけ
のライヴではなくて、お客さんと一緒に楽
しみたいという気持ちを持っていること

ーやりますね。『THEMIS』はテクニカ
ル＆マニアックなオケとキャッチーなメロ
ディーを融合させた独創的な楽曲が、核
になっていることが印象的でした。
克哉：僕らの中には“矛盾を超越したい”
という想いがあるんです。例えば、コアな
要素を突き詰めるとキャッチーネスが失
われてしまうし、キャッチーネスに振り切
るとコアな要素は薄れてしまう。かといっ
て、それを中途半端に混ぜてしまうと一番
ダサい音楽になってしまう。だから、僕は
どっちの側面も200点を狙って作るとい
うか、それを強く念頭に置いて、ひたすら
突き詰めた感じではありました。
ーその結果、激しさと美しさを併せ持っ
た音楽になっていますね。それに、太い幹
がある上で幅広さを見せていることも注
目です。その中から好きな曲を選ぶとす
れば、各自どの曲になりますか?
SHINYA：『THEMIS』を聴いてもらえ

も分かってもらえると思います。アルバム
を通して聴いた時に、最後にこの曲がある
ことで、いいアルバムだと改めて身に染み
て思えるんですよ。そんなふうに、すごく
重要な一曲だと思っています。
克哉：「LIVE FREELY」は、実は今回の
制作で一番最初に作った曲なんですよ。
最初にこういう曲ができたことで、自分た
ちのコアな部分に一層入りやすくなった
というのはありましたね。
KAZ：僕の中で特に印象が強いのは「氷
面鏡」です。この曲が一番心にガツンとくる
メロディーとリリックだったりするので。「現
人」も僕の中では気に入っているけど、ダ
イレクトに響くというところでは「氷面鏡」
のほうが心に刺さる曲なんじゃないかと思
います。ヴォーカル的に繊細なところも、
激しいところも併せ持った表現をしている
し。今回のアルバムのバラード的な役割
を果たしているのは「氷面鏡」なんじゃな
いかと思いますね。サウンドも重くて一般
的なバラードとは程遠いかもしれないけ
ど、メロディーの良さとか歌詞の内容とか
が人の心に直接突き刺さるようなものに
なっているから、聴いた人はバラードに感
じるんじゃないかな?　あまり他にないタ
イプの曲なので、ぜひ聴いてほしいです。
ー今作のリリースを機にバンドが大き
くスケールアップすることを感じていて、
SLOTHREATの今後の活躍が本当に楽
しみです。
克哉：ヘヴィミュージックというのは本国
において未だに固定された層の間でしか
広がらないものだと思うんですよ。中に
はそういう括りの中で著名なバンドも少
数はいるけど、いわゆるアングラ要素だっ

ば、幅広い音楽嗜好を持つメンバーが集
まっていることを感じてもらえると思いま
す。それに、いわゆる“捨て曲”みたいな曲
が一切ない。ないどころか、このアルバム
はシングルの A面で全曲出せるものが
揃っている自信があります。一曲どれか
好きな曲を選ぶのは不可能ですが、あえ
て印象が強い曲を挙げるとしたら1曲目
の「現人」ですね。冒頭から非常にダーク
でいながら美しさもあって、かつ演奏面
ではマニアックなアプローチが多いとい
う。最初にデモを聴いた時、“これ、何拍子
なんだ？”みたいな感じだったんですけど
（笑）。実はKAZの歌詞を読んで、唯一
僕が“ウツセミ”と読むこの曲名を考えた
という点もありますし、ドラマー的に大変
だったことも含めて、「現人」は思い入れ
が強いです。
瀬希：今回のアルバムで僕が特に好きな
のは3曲目の「Deceive & Leave」で

たりコアでディープな要素のあるバンド
がアンダーグラウンドシーンで終わって
しまうのを本当にたくさん見てきました。
そういう世間の中で、自分たちは自分ら
なりの本物のヘヴィミュージックをもっと
幅広い層に届けたいという想いがあるん
です。冒頭で話した“矛盾の共存”みたい
なところで、僕らの音楽はコアなファンを
納得させられる要素もあるし、ライトリス
ナーに良さを感じてもらえるキャッチーさ
もあると思う。そこを存分に発揮して突き
詰めて、より多くの人に響く音楽を作って
いきたいと思っています。

取材：村上孝之

独創的な音楽性を備えたバンドとして注目を集めているSLOTHREATが 1st フルアルバム『THEMIS』
を完成させた。同作はヘヴィネスとポピュラリティーを巧みに融合させた彼らならではの魅力をたっぷり
味わえる一作。完成度の高さは圧倒的で、幅広い層のリスナーを魅了することを予感せずにいられない。

『THEMIS』

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』

L→R　孝哉（Gu）、瀬希（Ba）、KAZ（Vo）、SHINYA（Dr）、克哉（Gu）

本物のヘヴィミュージックをもっと幅広い層に届けたい

※CDはSLOTHREAT OFFICIAL STORE にて通
販限定発売。各種音楽配信サービスにて同日リリー
ス開始（THEMIS (Instrumental Edition)の配信は
ございません）。

■SLOTHREAT OFFICIAL STORE
https://slothreat.stores.jp/
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ー今作にはセルフライナーノーツが同
梱されていますが、「サンタクロースにお
願い」の解説で“どうせ私は恋も家族愛も
無いクリスマスを過ごすのだろうと思うと
無性に反発したくなり、“恋愛か家族が主
題のありきたりなクリスマスソングなん
て絶対に書いてやるものか”という謎の
闘志めいた感情が湧き上がった”とあっ
て。これはとても面白いと思ったんです
けど、曲作りにおいてはこういうモチーフ
もあるわけですか?
「「サンタクロースにお願い」は少し特殊
で（笑）。そのライナーノーツの前後にも
書かせてもらったんですけど、今まで一回
もクリスマスソングを作ったことがなかっ
たので、どんな曲にしようかと考えていた
んです。それで、“クリスマスソングってど
んなことが歌われてますかね？”とサポー

くと、3曲目「心ない人」と8曲目「アト
レーユ」はそれぞれタイプは異なるもの
の、“どっちつかず”と言うと語弊があるで
しょうけど、“そういうふうに進んでいくの
も止むなし”といった内容であると思い
ますし、その辺は「AH!」「More Light」
にも通底していると感じます。物事を
はっきりと言うことが決して全てではな
いと言いますか。“白黒つけることが全
てじゃない”という考え方をお持ちです
よね ?
「すごくありますね。「More Light」もそ
ういう曲だし。“正しい／正しくない”のグ
ラデーションの中で生きてていいんじゃ
ないかと思います」
ー今言われた“グラデーションの中”で
あることを認めつつも、しっかりと前向き
であるところが、このアルバムのいいとこ
ろではないかと思います。5曲目「豆台
風」や6曲目「LSC2000」、もしかする
と7曲目「ミレニアム」もそうかもしれま
せんが、この辺りの楽曲には“それでも進
んでいかなくちゃいけない”といったとこ
ろがありますよね?
「ありますね、すごく。ほんとその通りで、
そういう感じで音楽を作りたいと思って
ます。やっぱり曲を作ることは私にとっ
て自浄作用なので、“嫌だな”と思った気
持ちを曲にして歌うことですっきりした
いんですよ。そのすっきりの仕方もいろ
いろあると思ってて、私はそれが必ずし
も前向きじゃなくていいと思っているん
です。Radiohead のトム・ヨークが“な
ぜあなたの曲はそんなに暗い歌詞ばか
りなの？　そんなことを歌っていたら自
分自身が落ち込まないの？”と訊かれた
時に、“マイナスの感情を歌詞にするこ
と自体がとてもポジティブな行ないなん
だ”と言っていたんですね。その気持ち
がすごく分かるんです。悲しいことを悲
しいままで書くこと…人って愚痴をこぼ
すだけですっきりしたりするじゃないで
すか。自分の内側にあった見えないもの
を文字で読めるように可視化するだけで
デトックスになるので、歌詞はポジティブ

トドラマーの吉澤 響さんに相談をしたら、
“家族モノとか恋愛モノじゃないの？”っ
て話になって。私、その時は家族とクリス
マスを一緒に楽しもうという気持ちもな
かったし、恋愛からも離れていたから“私
は独りだ”と思っていて（苦笑）。そうやっ
てクリスマスを過ごしている人たちが羨ま
しくて、なぜか反骨精神が出てきちゃいま
した（笑）。ただ、クリスマスソングをシング
ル配信することが決まっていたのでそう
いう闘志が湧いてきただけで、普段は曲
を書く時に“誰かに歯向かおう！”とか、“こ
んな曲は書かない！”とか、そういったこと
は決めてないです」
ーまずモチーフとしてクリスマスが
あって、今自分が置かれている状況でクリ
スマスソングを作るとなると、こういう闘
志剥き出しの内容もありだと思ったわけ

じゃなくてもいいと思うんです。でも、私
は何となく自分に言い聞かせる…自分自
身をなだめるために、光の方向を向いて
いるような歌詞にしちゃいがちですね。
それか…落ち込んでいる時って曲がまっ
たく作れないので、落ち込んでいるとこ
ろからちょっと糸口を見つけ出して回復
してきた時とか、自分の中のモヤモヤし
た感情にちょっと決着が着き始めてき
たタイミングで歌詞を書いたりすること
が多いんですよ。そういう精神状態なの
で、モヤモヤしていても自然と前向きに
なるのかなと思いますね」
ー「ミレニアム」に《大して明るくはない
未来だって／そんなに悪くないだろう》と
いう歌詞がありますが、これはいい言葉で
すね。
「ありがとうございます。大して明るくない
未来を明るくしようと頑張っている人を尊
敬しますし、憧れるけど、どういうスタンス
でいるかは個人の自由なので、私は“その
うちにいいこともあるだろう”みたいな感
じで生きていこうかと思います（笑）」
ーでも、ロックに限らず、サブカル全般
はそういうものじゃないですか。それ自体
が社会を動かすものではないけど、“それ
でもやるんだよ”というのがサブカルだと
思いますし、そこに感動するんじゃないで
しょうか。
「うんうん。でも、私は“何が何でも絶対やっ
てやる！”みたいなアツい気持ちを持って
いる人間じゃなくて。何だかんだ言っても
音楽のことが好きなので、嫌なことがあっ
ても往生際悪く続けると思いますが、“絶
対にやらなきゃいけないんだ！”っていう使
命感はまったくないです。今は楽しいので
やってます」
ーそこで言うと、「LSC2000」のライ
ナーノーツにも書いていたと思うんです
けど、曲を聴いてくれたり、ライヴに足を
運んでくれたりする人がいるというのは、
活動する上でのモチベーションになって
はいるんじゃないですか？
「私が音楽活動をしてて一番幸せだと思う
タイミングは、自分で作ったデモが完成し

ですね（笑）。
「あははは。まぁ、今回入っている曲の中
で「サンタクロースにお願い」はたまたま
そう思ったということです」
ーでも、そこがロックでカッコ良いと思
いましたよ。
「えーっ！（笑）　他の曲は全然そんなこ
とはなく素直に書いているので、そう言っ
てもらうのは申し訳ないんですけど」
ー“他の曲は全然そんなことはなくて”
とおっしゃられましたが、1曲目「AH!」や
2曲目「More Light」もわりと世間に対
して物申しているタイプだと思いますし、
この辺からもロックを感じましたよ。
「確かに構造に対して“嫌だな”と思ってい
る面はありますし、それは今までロックが
やってきたエッセンスのひとつであると
は思います」
ーその世間に対する物言いとガツンと
したバンドサウンドがマッチして、オープ
ニングの 1～ 2曲目はとてもカッコ良
いと思います。しかも、「More Light」は
ダンサブルじゃないですか。こういう歌
詞の内容で踊らせてしまうのもすごくい
いです。
「何かチクリと言いたくなる時は普通に
言っても誰も聞いてくれないし、“こういう
の嫌なんだよね”って言う時って、なるべ
くやさしい言い方をしたりとか、ユーモア
を挟んだりとか、そういう工夫をするほう
が好きなので、しんみり歌うというよりも
カラッと面白く、楽しい感じに歌いたかっ
たんです」
ー世間に対して正論を述べるにして
も、そこにユーモアがないようなことはし
たくないといった感じでしょうか?
「私はユーモアを挟んじゃったり、ふざけ
ちゃったり、言いたいことの他に何らかの
要素を加えて言うことがデフォルトになっ
てますね。そうじゃなく、ただ気持ちを言
うだけで、他に何も思惑がない人もすご
くカッコ良いと思いますが」
ーでも、私はそこがいいと思うんです。
で、もう少し突っ込んで収録曲を見てい

て、それを聴いて“あっ、いいじゃん !　私、
これ好きだな”って思った時なんですけど、
その喜びみたいなものは曲が出来上がっ
た時点からどんどん減っていくんです。で
も、誰かが私の曲を聴いたり、私のことを
観たりして、何か思っているんだというこ
とを知った時って嬉しいんですよね。それ
があるから音楽活動をやっているとは言
わないし、“自分が気に入る曲を聴きたい
から”というのがダントツでモチベーショ
ンとしては大きい理由ですけど、聴いてく
れている人の言動とかに毎回励まされて
ます」
ー直接の動機づけにはなっていないも
のの、少しはリスナーの声が背中を押し
てくれている?
「“少し”というか、毎回かなり勇気づけら
れたり、“音楽をやってて良かったなぁ”っ
て思ってますよ。すごく力になっていま
すね」

取材：帆苅智之

ラブリーサマーちゃんが4年振りにフルアルバム『THE THIRD SUMMER OF LOVE』を発表した。自身
のルーツミュージックとも言えるUKロックを前面に打ち出すことで、彼女の本質がくっきりと浮き出た
印象の一枚だ。“可愛くてかっこいいピチピチロックギャル”のキャッチフレーズは伊達じゃない！

曲を作ることは私にとって自浄作用

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/16 Release
日本コロムビア

【初回限定盤】（CD）
COCP-41239
￥3,300（税抜）
※三方背ケース＆
　初回盤限定ブックレット付

【通常盤】（CD）
COCP-41240
￥2,500（税抜）

『THE THIRD SUMMER OF LOVE』

■ギター制作キット
「ギターを自分で組み立てるキットを買ったので、休日がとても充実してます。もともとギター作りには興味があって、今回が初めてのギター制作なんですけ
ど、すごく楽しいです♪　ギターのボディーの下地をヤスリで削って、塗料でペイントして、ニスを塗って、木のねじれとかも直して、電気回路を埋め込んで…
まだ作ってる途中ですけど、すでに愛着が湧いてます。めちゃくちゃ安いし、素人が作っていてそんなにいい音は出ないと思うから、これは鑑賞用ですね。で
も、出来上がったら誰かに見せたくなるので、今はライヴがないからSNSで見せつけようかな？（笑）」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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ー『ひげこれ！』はヒゲドライバーさん
がKADOKAWAアニメで手がけられた
アニソンをまとめた作品であり、ご自身の
ベスト盤とはまた違ったコンピレーション
アルバムだと思うのですが、ご本人の受
け止め方はいかがですか?
「自分が音楽をやっている中で一時期から
アニソンというものを作らせてもらう機会
が多くなって、“いろいろ作ってきたなぁ”と
思って…特にKADOKAWAさんはアニ
ソンを作るようになったきっかけでもあっ
たので、“結構な曲数になっているからこ
ういうアルバムができるんじゃない？”み
たいなところから始りましたね。最近だと
神前 暁さんがアルバム（2020年 3月
発表の『神前 暁 20th Anniversary 
Selected Works “DAWN”』）を作られ
てましたけど、クリエイター視線でベスト

て、“こうしたらもうちょっと良くなるとか
のアドバイスはありますか？”と言ってき
たものに対して、僕は“こうしたほうがい
いんじゃない？”みたいなことでサビを
作った感じです。他の全体の構成はわりと
篠崎さんがやってくれてて」
ーそうでしたか。共作というところで言
えば、今作『ひげこれ！』収録曲はアレン
ジャーもさまざまですよね?　
「そうですね。いろんなパターンがあると
思いますけど、編曲を他の人に依頼する
ことが多いのは、僕自身がもともと作詞
作曲…メロディーと歌詞を作るのが得意
だったこともあって、アレンジは他の人に
手伝ってもらうパターンが多いですね」
ー最初にヒゲさんが歌の旋律とそこに
乗る歌詞を作り、それをアレンジャーさん
に渡すことが多いんですか?
「そのパターンもありますが、逆にオケが
作られてて、それに対して“歌をつけてく
ださい”というパターンもあります」
ーえっ!?　それは相当難しくないですか？
「そっちのほうが僕は早くて。この中だと
「Stay Alive」がそうですね。作詞 · 作
編曲のHeart's Cry は複数人のクリエ
イターユニットで、この曲はゆよゆっぺと
ヒゲドライバーが担当してるんですが、ゆ
よゆっぺが作ってきたオケがカッコ良く
て !　それに誘われるようにメロディーが
浮かんできたというか（笑）」
ー「Stay Alive」はオルタナ系といい
ますか、厚めのギターサウンドは本格的
なHR/HMっぽいんですけど。
「そう。ゆよゆっぺはBABYMETAL の
曲を作ってるようなガチな人なので（笑）、
オケは確かなんです。オケがカッコ良い
から、何を乗せてもカッコ良くなる…わけ
じゃないですけど（苦笑）、オケに誘われる
ようにメロディーが出てくるんで、やりや
すかったりするんですよ」
ーサウンドが決まっていると全体の雰
囲気が掴みやすいというか、“このオケ
ならこういうメロディーだろう”と歌が浮
かびやすいんでしょうね。あと、歌い手に
よって出てくるメロディーって変わるもの
ですか?　
「それはありますね。キャラクターソング

アルバムを作るってアニソン界ではなか
なかなかったから、そういう意味でも面白
いんじゃないかなと」
ー全16曲収録と大ボリュームで、なお
かつとてもバラエティー豊かな作品集で
すね。
「アニメ自体が幅広いですしね。ワチャワ
チャ明るく楽しい系もあれば、戦争モノも
あるから自ずと曲も幅広くなったし」
ーこの中からヒゲさん自身にとって特
に印象に残っている楽曲を挙げてもらう
とすると、どの辺りになりますか?
「1曲目の「回レ!雪月花」はきっかけでも
あるし、すごく思い入れがある曲ですね」
ー「回レ！雪月花」ですか。これ、変な…
いや、面白い楽曲で。オキナワンから日本
民謡、さらにはヒップホップの要素もあっ
て、リズムもコロコロ変わります。相当い

となると、そのキャラの声で歌わなきゃい
けないから音域が狭くなっちゃうという
か、上げすぎでも低すぎてもキャラから外
れたりするので、音域がなかなか広く取
れなかったりするんですよ。この中だと原
田ひとみさんとか鈴木このみさんはアー
ティストとして歌われている方なので、
しっかり歌えることを前提で考えているか
ら、わりと攻めたメロディーになってます。
特に「Overdrive」はそうで、かなり攻め
たメロディーになっていると思うんですけ
ど、それでもしっかりと歌い上げてもらっ
てカッコ良くなってるんで、原田ひとみさ
んはさすがだなと」
ー一方で、CVの方が歌っている場合
はそのキャラに合った抑揚が必要になっ
てくるわけですよね。近藤真彦さんの「ハ
イティーン・ブギ」を作る時、作曲者であ
る山下達郎さんはマッチさんの歌唱のレ
ンジを把握した上で、メロディーを練った
という話を聞いたことがありますが、ヒゲ
さんがキャラソンを作る時も似たような
作業なんですね。
「そうですね。その人の美味しいところを
引き出したいし、そもそも出ない音域も
あったりするし、その範囲で作る作業はな
かなか難しいものですけどね」
ー今、お話いただいたことと関係して
いるのかもしれませんけど、個人的にはメ
ロディー展開が面白く感じたナンバーが
いくつかありまして。特に「夢見サンライ
ズ」。AからB、Bからサビはまだ分かる
んですが、Aメロからサビメロが想像で
きないと言いますか、メロディー展開の予
想がつかなかったんです。その辺はご自
身ではどう感じられていますか?
「確かに。今になってみると“あぁ、そうだ
な”と思いますね（笑）。自分としては特に
違和感なく作ってるつもりなんですけど…
何だろうな?　不思議ですね（笑）」
ー作家さんの中にはストックしているメ
ロディーがあって、時にそれを組み合わせ
ることもあるなんて話を聞いたことがあ
りますが、そういう感じではないですか?
「組み合わせてはいないですけど、この曲
を作った時はA→B→サビという考え方
が変わっていってたと思いますね。まった

ろんなものが入ってますね。
「“電波ソング”と言われるようなジャン
ルで、いろんな要素を詰め込んで早口で
ワーッとまくしたてるタイプの曲ではある
んですけど、わりとアニソン界ではちょく
ちょくあるんですよ。僕自身はそれまでこ
ういう曲を作ったことがなくて、これが初
めてだったんで、結構難しかったんです。
なかなか踏み入れなかった世界だし。で
も、これを作ったことによって、“あぁ、こう
いうやり方があるんだな”っていう自分の
スタイルを見つけられたというのもある
と思うんですよね」
ー基本的なことですけど、アニソンの
作り方って他とは何が違うんですか?
「アニメありきなので、そこに沿わせなく
ちゃいけないというのがありつつ、やはり
主題歌だと89.5 秒という決まった尺が
ある…しかも、ともすれば飛ばされてしま
うんですよね。DVDとかだとすぐにパッ
と飛ばされてしまうから、“曲の頭でどう
人の心を掴んで、最後まで聴かせて満足
させられるか？”というところもあるん
で、そういう意味でもアニソンには特有な
要素があると思いますね」
ーアニメ作品の世界観に沿わなければ
ならないのは大前提として、89.5秒に収
めなくてはいけないし、なおかつインパク
トもないといけないと。
「でも、曲を聴かせるためにはいい流れだ
と思うんですよ。まず頭で掴んで、ちゃん
と1コーラス聴かせるって、アニソンに限
らず他の曲でやっても絶対にいいことだ
し。その意味でもすごく勉強になるので、
自分の修行にもなっていますね」
ー例えば、「STEP by STEP UP↑↑
↑↑」。サビ頭でポップだし、見事に1
コーラスが1分半。最初に聴いた時には
“実に心得た楽曲だな”と失礼ながら感
心して聴かせてもらいましたよ。
「あははは。でも、この曲に関して言えば、
僕はそこまでしっかり作ってなくて（苦
笑）。というのも、共作の篠崎あやとさん
が何となく1コーラスのデモを作ってき

りと入りつつ、最後はワチャワチャ盛り上
がるみたいな感じでつなげていったんだ
と思います」
ーでも、ちゃんと流れはあるんですよ
ね。ただ、Aとサビを聴き比べると“こう展
開するのか !?”という面白さがある。つま
り、それだけ自然体で作曲されていると
いうことで。やはりヒゲさんはメロディー
の人なんですね。
「そうですね。メロディーが自分でも音楽
をやっていて一番好きな部分でもある
し、こだわりが強い部分でもあると思い
ます」
ーでは、最後に今後のことを語ってい
ただきたいんですが、メロディメーカー
としての側面が色濃く出た楽曲を作って
いきたいということはひとつ言えそうで
すね。
「そうですね。あとは、アニソンには引き
続き関われたらいいなと思いつつ、自分
の他の活動もいろいろやっていきたいと
思っています。ソロ作品もそうですけど、
ゲームを作りたい気持ちがあったり。過去
に一回、フリーゲームを自分で作ったこと
があるんですけど、今またゲームを作って
みたいと思っていて。アニソンだけじゃな
いヒゲドライバーをしっかりと出せていけ
たらいいなと思っています」

取材：帆苅智之

アニメやゲームのテーマソングを数多く作ってきたヒットメイカー、ヒゲドライバーがKADOKAWAア
ニメで手がけたアニソンを一枚にまとめたコンピレーションアルバム『ひげこれ！ HIGE DRIVER BEST 
in KADOKAWA ANISON』をリリースする。その収録曲から垣間見える彼のコンポーザーとしての本質、
アニソンならではの制作背景を訊いてみた。

アニソンには特有な要素があると思う

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/30 Release
株式会社KADOKAWA

ZMCZ-14221
￥3,000（税抜）

『ひげこれ！HIGE DRIVER BEST 
 in KADOKAWA ANISON』

■除毛クリーム
「何を買ったかな？　ちょっとAmazon の購入履歴を見ます（笑）。あっ、これかな？　除毛クリームを買いました。最近、ネットの広告でも男性の脱毛を宣伝
してるじゃないですか。自粛期間中、“一回やってみたいな”という欲望が湧いてきて。どうせ人に合わないから、ツルツルという未知の体験をやってみようと。
で、やったら本当にツルツルになって感動しましたね。すごいですよ！　定期的にやってしまうかもしれないです、あの気持ち良さを味わうと（笑）」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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ーまずは「Realize」ですが、鈴木さん
ご自身はこの曲をどんなふうにとらえて
いらっしゃいますか?
「初めて聴いた時に“鈴木このみ全開で来
たな”というふうにも思いましたし、歌う前
から手応えを感じた曲でした。もちろん
ハードな曲という印象もあるんですが、そ
れよりも私はライヴで歌っている自分が
すぐに想像できたというか、そういう印象

戦ではないでしょうが、どこか重ね合わせ
るようなところもあるのでしょうか?
「歌詞に関しても今の自分の気持ちに
当てはまるものだと思います。もちろん
『Re:ゼロから始める異世界生活』の作
品にもぴったりではあるんですけど、私自
身、8年間歌い続けてきて、もう1ステー
ジ進むために環境を変えてみようとチャ
レンジをした年だったので…うん、歌詞も
重たく自分自身に響きましたね。メッセー
ジ性の強い曲ではあると思います」
ーサウンドだけでなく、歌詞も鈴木さ
ん自身にぴったりなんですね。
「何かを背負いながら、さらに進んでいく
人の曲というか…それは過去の自分だっ
たり、自分に想いを馳せてくれた人たち
の信念だったりを背負って歌っている人
の曲というイメージがあって、そういう意
味では今の自分が歌うにぴったりな曲だ
と思います」
ー“何かを背負っている”とおっしゃいま
したが、「Realize」のようなハードなアプ
ローチの楽曲は、ここまでの積み重ねが
あるからこそ歌えるナンバーなんでしょ
うね。新人がこれを目の前にいきなりバ
ンと置かれても、なかなか受け止めづら
いと思います。
「あぁ、そうですね。すごいストーリーを感
じる曲だと私は思いました。デビュー時に
歌える曲ではないというか、1期ではこ
の曲は歌えなかったと思います」
ー私、先ほど特に2番はサウンドが密
集していくので、ヴォーカリストの音源っ
ぽくないと言いましたが、そこに拮抗でき
るだけのヴォーカリゼーションを持ったシ
ンガーであるという信頼感がないと、コ
ンポーザー、アレンジャーもここまではや
らないでしょう。
「そう思ってもらえたら嬉しいです。私も
最初に聴いた時は“これは楽器陣に負け
られない！”と思いましたしね（笑）。今ま
でもパワフルな曲が多かったんですけ
ど、言っていただいたように、作家のみな
さんが鈴木このみを信頼して書いてくだ
さったと思うので、それを裏切らないよう
に精いっぱい頑張ろうと思ってレコーディ

でしたね」
ー“鈴木このみ全開”ですか。私は今回
初めて鈴木さんに取材をさせてもらうの
ですが、最初に「Realize」を聴いて“これ
はほとんどハードロックじゃないか！”と
驚いたんですね。特に2番で。サウンドが
相当に密集していくので、“これ、ほんとに
ヴォーカリストの音源なのか？”と思った
ほどで。

ングに挑みました」
──「Realize」の歌唱は貫禄の成せる業
と言えるのかもしれませんね。
「ありがとうございます。この曲は歴史
あっての歌という感じがします」
ーそして、「Realize」に引き続き、ニュー
シングル「舞い降りてきた雪（恋とプロ
デューサー featuring Konomi Suzuki）」
も発売となりました。こちらはハードなア
プローチとはまた違ったサウンドになりま
したね。
「続けて聴くと戸惑いますね。“あれ？”み
たいな（笑）。「舞い降りてきた雪」は思い
のほかシンプルな楽曲で、メロディーも
きれいだし、“これはめちゃめちゃ歌力に
かかってるぞ”と思いました。これこそソ
ロヴォーカリストの曲だと個人的には思う
し、楽器陣もぶつかり合うのでなく、そっ
と支えてくれている感じだから、ヴォーカ
ルがしっかりとしていないと全部倒れてし
まうというプレッシャーを最初は感じまし
たね。だから、練習用のデモレコーディン
グをさせてもらったりもして」
ーそうでしたか。派手さはないものの、
しっかりとロックを感じさせるナンバーだ
と思います。作詞作曲の中島卓偉さんと
はどんなお話をされましたか? 
「ディレクションもしていただいたんです
けど、最初に“ヴォーカリストの思うように
するのが一番だから、思うようにやってく
れていいから”って言っていただき、こち
らに任せてくださったのが嬉しかったです
ね。個人的にはすごく楽しいレコーディン
グでした」
ーサウンドも徐々に盛り上がっていき
ますが、ドラマチックに展開していくメロ
ディーラインが楽曲の中心でしょうから、
歌が重要であることには間違いないです
よね。
「耳に残って、ついつい口ずさんじゃいま
すよね（笑）。シンプルなメロディーですけ
ど、シンプルだからこそ胸の中にストレー
トに入るんじゃないかと思います」
ー歌詞も注目で。「Realize」から地続
きと言いますか、「舞い降りてきた雪」で
歌われているのもまた前向きですね。

「確かに骨太ですよね（笑）」
ーただ、昨年リリースされたアルバム
『Shake Up !』も聴かせていただいた
んですけど、アルバム収録曲もやっぱり
ハードなものが多くて（笑）。
「そうですね（笑）。そこは鈴木このみらし
さにつながっていると思います」
ーこのくらいサウンドがグイグイ来る感
じが鈴木このみのデフォルトなんですね。
「基本的に“やさしく包み込む”というよ
りは、力強くパシッと叩いてくれるような、
“行けー！”と言ってくれるような曲が多
いし、やっぱりそういうものが私らしいと
思いますね」
ーなるほど。私は鈴木このみビギナー
なので、今回初めて鈴木さんの楽曲を拝
聴して“すげぇな”と思ったんですけど、
ファンにしてみれば「Realize」くらいの
厚めのバンドサウンドは当たり前だと。
「特に今回は音に気合いがめちゃくちゃ
入ったと思います。アニメ『Re : ゼロから
始める異世界生活』はビッグタイトルです
し、自分自身も1期に引き続き2期の
オープニングテーマ曲を担当させてい
ただくということで、“今、23歳の自分が
1期当時の 19歳の自分に負けてはい
けない！”という気合いもあったりして。
それがヴォーカルにも、楽器にも、全部に
入ってると思います。いつもより“増し増
し”ではあるなと」
ー鈴木さんにとっては2度目の『Re:
ゼロから始める異世界生活』のオープニ
ング曲でもあって、前回を超える意味で
もスタッフを含めて気合いが入ったとい
うことですね。
「そうですね。あと、これは個人的なことに
なるんですけど、今年は事務所を移籍し
て、ファンのみんなにも“10周年には武
道館でやりたいです！”って公言しちゃっ
たりもして、“これからさらにやってやる
ぞ！”ってかなり気合いが入っていたの
で、意図せず自然とこういう歌になったの
かなという感覚ですね」
ー歌詞はもちろんアニメの世界観に
沿ったものではあるのでしょうが、《立ち
向かって／恐れないで／絶望に怯えずに
今》と退路を断っていると言いますか、も
はや前向きを通り越して前のめりな内容
ですよね。
「腹を括っている人の歌だなって。これか
ら最終決戦に行く人の歌のような印象が
あります」
ー鈴木さんのこれからの活動は最終決

「こっちのほうがより日常に馴染む前向き
さというイメージはありますね。この曲は
“featuring Konomi Suzuki”になって
いて、“TVアニメ『恋とプロデューサー～
EVOL×LOVE～』にどっぷり浸かった
鈴木このみ”ということで、私は自分から
何も伝えてなくて、ただただ『恋プロ』の
世界観を落とし込んでもらって、そこに自
分を重ねていくという作業でした」
ーでも、この歌詞は先ほどおっしゃら
れた、“事務所を移転して新たなチャレン
ジ”ともシンクロしていますよね。
「あっ、そういうところは卓偉さんにお伝
えした気がします。あと、アニメ自体も主
人公が社会で頑張っている女性で、しか
もわりと若めの女性なのでリンクしやす
いというか。聴いてくれる人の中にもリン
クする人はいっぱいいるんじゃないかと
思います」

取材：帆苅智之

TVアニメ『Re :ゼロから始める異世界生活』2nd season のオープ
ニング曲「Realize」。鈴木このみにとっては2016年の「Redo」以来、
2度目の同アニメ主題歌ということもあって、歌唱にもサウンドにも
いつも以上に気迫が感じられるナンバーに仕上がっている。そんな同
曲と、その発表から1週間後にリリースされたニューシングル「舞い
降りてきた雪（恋とプロデューサー featuring Konomi Suzuki）」に
ついて語ってもらった。

「Realize」は今の自分が歌うに
ぴったりな曲だと思う

このインタビューの全文を公開中！！▶

Single　8/26 Release
株式会社KADOKAWA

ZMCZ-14011
￥1,200（税抜）

「Realize」

■スニーカー
「昨日、スニーカーを買いました！　もっと高級なもののほうがいいですか？（笑）　今、毎週生配信をやってて、そこには私服で出てるんですね。そうするとど
んどん楽しくなってきて、普段は着ていないような服を着てみようと思って…って、もはや私服じゃないですけど（笑）。まぁ、そこは自分で選んで着てるって
いうことで。で、この間、スポーティーな服を選んで着てみたら、意外と反応が良かったんですよ。“じゃあ、ごつめなスニーカーを買ってみよう！”と思って、普
段は履かないような感じのものを買ったんです。いつもとは違う系統のものを身につけるのは楽しいんで、スニーカーに限らず、いろいろ開拓してます」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

Single　9/2 Release
Digital Double

DDCD-0001
￥1,500（税抜）

「舞い降りてきた雪（恋とプロデューサー
 featuring Konomi Suzuki）」
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ー「I'm here」はご自身では初の作詞
作曲ですが、以前から曲作りはやってい
たんですか？
「作詞作曲は“いつか声優としてデビュー
してCDを出す時は自分で曲を作りたい”
と思っていた中学生の時からの夢で。当
時はYUIさん、大塚 愛さん、aikoさんな
どシンガーソングライターの方の曲を聴
いて、自分の言葉とメロディーで、時には
自分で演奏もして表現する…音楽という
のはそういうものだと思っていました。で
も、1番しかできなかったり、歌詞が書け
なかったり、歌詞が浮かんでもメロディー
が出てこなかったり、全然かたちにならな
くてずっとモヤモヤしたままここまで来
てしまって。今回の2ndシングルの会議
があった時、“実は今日持って来た音源が
あって…”とスタッフのみなさんに歌詞を

うんだ !?”って思いました（笑）」
ー三澤さんの意思の強さを感じさせな
がら、自分の弱さを吐露しているようなと
ころもあって、ただ前向きなだけではな
いところに親近感を感じましたよ。
「私は自分に自信がないタイプなので、
三澤を主人公として書いていると思っ
て聴いてもらってもいいです。ファンに
なってくださる方も私と似たタイプの人
が多いから、ご自身に当てはめて聴いて
もらえば“分かるな”って思ってもらえる
と思いますね。“このままじゃいられない”
とか“何か行動しなくちゃ”、“三澤さんも
頑張っているんだから自分も頑張らな
きゃ！”みたいな気持ちになってもらえた
ら嬉しいです」
ー決して独りよがりではなく、聴く人に
よってさまざまに受け取れるものになっ
てますしね。
「はい。自分のことしか書いてないのは嫌
だし、かと言ってみんなのことばかりで自
分のことが入っていないのも嫌なので、
誰が歌ったっていいという曲にはしたくな
くて。私の歌を聴いて“心に残る曲だな”
と思ってほしいし、人の背中を押せる曲が
作りたいと思っていました。“I'm hrere”と
いうタイトルは“ここに私はいます！”と自
我が強く感じられると思いますけど、意外
と応援歌っぽさもあるんです。今まで応
援してくださった方ならより深く理解して
くださるだろうし、あまり知らなかった方
に対しても“私はこういう人です”と紹介で
きるような曲になりました」
ーエレクトリックなサウンド感ですけ
ど、音についてはどういうイメージを持っ
ていました？
「「この手は」がロックだったので、似た感
じにならないようにしたいと思ったくらい
しかなかったんですけど、naotyu- さん
は洋楽っぽさを意識したそうです。1番
にはない音を2番に使っていたり、実は
1番より2番のほうが厚めにコーラスが
入っていたり、シンプルだけど飽きないよ
うな展開になっています」
ーヴォーカルもAメロは囁くような感
じで、無理に張り上げていないところが

書いたA4の紙を配って、iPhoneからデ
モ音源を流して聴いてもらったんです」
ー今まで完成に至らなかったのに、会
議に合わせて作ったんですか !?
「会議の数日前にメロディーと歌詞が一緒
にフッと降りて来たんです。まさか今回収
録してもらえるとは思っていなかったんで
すけど、どこかで披露するチャンスがあれ
ばと思って、勇気を出して持って行きまし
た。で、聴いていただいたら“これを2nd
シングルにしよう”と言われて、“え !?”って
感じで驚きました（笑）」
ー会議で聴いてもらったデモ音源はど
うやって作ったんですか？
「以前のレコード会社の時に作詞作曲や
サウンドプロデュースでお世話になってい
た、千葉 "naotyu-" 直樹さんに作ってい
ただきました。naotyu- さんは私の声の

心地良いです。
「レコーディングでもヴォイスメモで録っ
た時と同じくらいの声で歌ったんです。
naotyu- さんはヴォイスメモがすごく良
かったから活かしたいと言ってくださって。
それこそソファの上で呟いているみたい
な。声優という仕事上、声を出す時は大き
な声というのが染みついているので最初
は戸惑いましたけど、実際に歌ってみると
すごくしっくりきたんです。私の伝えたい
ことが、より伝えやすいなって。ワ～ッて大
声で言われるよりも、とつとつと語られる
ほうが心に入ってくるし。いろいろ歌って
いろんな声を出してきたけど、まだまだ知
らないことがあるなって」
ーもう1曲の「With You」も歌詞に《昔
の夢》や《声》や《手》が出てきて、「I'm 
here」と通じるものを感じさせますね。
「意外と「With You」も応援歌っぽいと
思っています。作詞の柿沼雅美さんは片
想いをしている女の子がウジウジ考えて
いるところをイメージして書いたそうです
けど、そのイメージを大切にしつつも、私
の中ではタイトルの“You”はファンのみ
なさんのことや聴いてくれる方だと思っ
て歌いました。Bメロで“心が不安になる
こともあったりするよね。でも、諦めちゃい
けないよね”と歌っているところは、「I'm 
here」とも共通しているし。違うアプロー
チだけど似たような距離感というか、押し
つけがましくなく、でもしっかり背中を押し
たり、手を引っ張っている。なぜかそういう
2曲になったなって」
ー“なぜか”ですか？
「“こういうコンセプトでシングルを作る
ぞ！”と思っていたわけじゃなかったので。
でも、共通したキーワードがあったり、伝わ
るイメージが似ていて、すごく運命的な2
曲だと思いました」
ーまた、ジャケットやビジュアルは緑の
中で撮影されていて新鮮でした。
「前作は夕暮れ時の海で撮ったので、それ
とは感じを変えたいと思って。私は山梨県
の出身で、自然の中で野山を駆け回り、動
物と触れ合いながら育ったから、海よりも
落ち着いて撮影ができましたね。MVは

いいところやキーも知っているし、どうい
う曲がファンの心にどう刺さるかも分かっ
ているから、いい感じのデモ音源にしてく
ださるんじゃないかと思って。なので、“ま
だ何になるか分からないんですけど、会
議に提出したいので曲っぽくしてもらえ
ませんか？”と（笑）」
ー何をしていた時に曲が降って来たん
ですか？
「家のソファでリラックスしている時に
“あっ！”って。曲を作りたいという気持
ちは常にあったから、普段から仕事以外
の時間は音楽のことを考えることが癖に
なっていて。何年もひたすら準備だけは
していたので、その気持ちが熟成されて、
やっとその時に出てきたんだと思いま
す。全てはこの時のためだったんだって。
でも、降って来た時は“私、こんな歌を歌

河口湖で撮影したんですけど、ストーリー
性のあるものになっています。前作とも違
うし、若作りも背伸びもしていない、等身
大の三澤紗千香が出せたんじゃないかと
思います」
ーそういうビジュアル面やMVのアイ
ディアも三澤さんから？
「いえ、ビジュアルやMVのことまでは考
えが回ってなくて。こっちの勉強はまだあ
まりできていなかったので、“三澤はどこ
で撮ったらカッコ良いと思います？”って
訊く感じで、マネージャーさんやスタッフ
さんに協力してもらいました。同世代の
他のアーティストとも被りたくない…誰と
も被りたくないし。明るすぎず暗すぎず、
弾けすぎてない、でもそんなにさわやか
さも損なわれていない、ちょうどいい三
澤っぽさが出せているんじゃないかと思
います」

取材：榑林史章

今年4月にシングル「この手は」でユニバーサル ミュージックよりCDデビューした三澤紗千香が2ndシ
ングル「I'm here / With You」をリリースする。しかも、「I'm here」は三澤自身が初めて作詞作曲を手が
け、彼女のルーツである声をモチーフに等身大の気持ちが歌われている。作詞作曲という長年の夢を叶え
た本作について、制作の過程やそこに込めた想いを訊いた。

熟成された気持ちが曲になって降ってきた

■ロボット掃除機
「猫アレルギーだから猫は飼えないんですけど、動物が好きなんで何か飼いたいとずっと思ってたんですよ。でも、犬だと散歩が大変だったり、なかなかハード
ルが高くて。で、ネットとかでルンバが動いてるのを見て“可愛い！”と思って購入したら、掃除している姿が本当に可愛くて♡　ソファの上とかからずっと見
てますね。“あら～、ぶつかっちゃったの？”とか言いながら（笑）。癒しと掃除機能を併せ持ってるので、いい買い物をしました。家の中を散歩し終わったら、部
屋がきれいになってますからね（笑）」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

Single　9/30 Release
USMジャパン

【初回限定盤A】
（CD+DVD）
UICZ-9159
￥2,000（税抜）

「I'm here / With You」

このインタビューの全文を公開中！！▶

【初回限定盤B】
（CD+DVD）
UICZ-9160
￥2,000（税抜）

【通常盤】（CD）
UICZ-5137
￥1,200（税抜）
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ー前回のアルバム『15年目の女』はい
ちごを被ったビジュアルが印象的でした
が、今作はくるみ割り人形 ?
「そうおっしゃる方も結構いるのですが、
自分的にはイギリスの兵隊さんのイメー
ジです。帽子はジャケットからはみ出すく

ティブスピーカー」、ほぼパピプペポで
作った「半濁音」と言葉に関する曲が多い
ですね。
「それはたまたまです（笑）。でも、「ネイ
ティブスピーカー」は熊本弁をどうしても
入れたくて。『プロ集団製作所』という配
信番組の中で熊本弁を話すコーナーを
やっていたことがあったんですけど、毎回
視聴者さんからの反応が良くて、これを
曲にしてみたいと思ってたんです」
ー間奏には「おてもやんサンバ」が出て
くるという。
「アレンジャーの lotta さんが熊本色を
出してくださいました。熊本では毎年『火
の国まつり』というお祭りが開催され、
期間中は「おてもやんサンバ」がずっと
街に流れているので、熊本県民にとって
ソウルミュージックとして根づいている
んです。だから、間奏で「おてもやんサン
バ」が流れた時、私のテンションもブチ上
がりました！」
ーこれを聴いて熊本に行ってみたくな
りましたよ。
「お水も空気も食べ物も美味しいので
ぜひ！」
ー「半濁音」はYouTubeでMVが公
開されていて、何とも言えないシュール
な踊りがツボでした。
「アルバムのコンセプトのひとつにシュー
ルさもあって。なので、「半濁音」を先行し
て公開するにあたってシュールなダンス
を踊ったら面白いんじゃないかと」
ーあえての無表情なんですね。
「あえてです !　歌が歌なので普通に歌う
感じではないし、ああいうシュールなダン
スがついていたほうが独特の世界観が伝
わりやすいと思って。18年も音楽をやっ
てきて初めての挑戦でした」
ーでも、どうしてパピプペポで曲を作ろ
うと?
「全てはインパクトと個性を全力で出した
いという想いからです！（笑）　前作『15
年目の女』の時も同様のコンセプトが
あったのですが、前回とは違うアプローチ
でyozuca*を応援してくださっているみ
なさんが楽しんでくれて、なおかつ驚い
てもらえるような曲が作りたいと思って。

らい、長ければ長いほどいいという発注を
して作ってもらいました（笑）」
ージャケットにはいちごの yozuca*さ
んもいて、さらに聖火もあったり。
「今回のアルバムは8枚目で、自由に楽
曲を作るという意味を込めて“8M自由形”

それこそネタ出しのようにテーマを考え
ていった過程で、こういう曲のアイディア
が浮かびました」
ー「ソフトクリーム」は流麗なバラード
なのに、《アイスが食べたい》と歌い出す
ギャップが衝撃的でした。
「こんなに良いメロディーに乗せて、何を
高らかに歌っているんだ !?って（笑）。ア
レンジャーの安瀬 聖さんに“ごめんなさ
い！”と言いたいです（笑）。もともとはバ
ンドサウンドだったんですけど、ディレク
ターの土井潤一さんから“すごくきれいな
アレンジでギャップのあるくだらないこと
を熱唱したら面白いんじゃない？”とアイ
ディアをいただいたんですよ」
ー歌いながら自分で笑ってしまわな
かったですか?
「あぁ…「ソフトクリーム」ではないのです
が、配信イベントで「半濁音」を生で歌った
時、笑って歌えなくなるひと幕がありまし
た。私とは真逆のしっとりとしてお洒落な
音楽性を持ったCooRieさんが先に歌っ
たんですが、そのCooRieさんの素敵な
世界観をぶち壊すかのように「半濁音」の
イントロが流れ、いざ《ピンポンパン》って
歌い始めた瞬間、“私はいったい何をやっ
ているんだ？”って我に返ってしまい、笑
いを堪えきれず、頭から歌い直しました
（笑）」
ーゲーム『D.C.III DreamDays ～ダ・
カーポ III ～ ドリームデイズ』OPテーマ
「キミと僕のキセキ」なども収録されて
いるのですが、yozuca*さんのデビュー
は『D.C. ～ダ・カーポ～』のオープニング
テーマ「ダ・カーポ ～第2ボタンの誓い～」
（2002年8月発表）でしたね。
「もう19年目ですけど、『ダ・カーポ』の
シリーズがずっと愛されていることが嬉
しいですし、そこにずっと起用していただ
けていることには感謝の気持ちしかあり
ません。自分的にも『ダ・カーポ』はとも
に歩んできた存在なので、『ダ・カーポ』
関連の曲だけを聴いても、デビュー当時
の歌声とか楽曲とか自分の歩みが分かり
ますね」
ー『ダ・カーポ』シリーズの楽曲は青春
感や儚さ、切なさを、あらゆる角度で切り

とタイトルをつけたんですね。ジャケット
はオリンピックイヤーになるはずだったの
で、そういったデザインになっていて、競
技場のスタートラインに立っているのは
1枚目から7枚目までのアルバムの私
をイメージしたキャラクターです」
ーもしもその7人が競争したら、どの
yozuca*さんが1着になると思いますか？
「作品ごとにコンセプトが違うので、恋愛
レースなら1枚目か2枚目の私で、強い
楽曲レースだったら3枚目の私かな？」
ーそうすると今作は何レースになるん
でしょうか ?　いろいろな曲があるので
障害物競走 ?
「お楽しみレースかな？（笑）　オリンピッ
クの多彩な競技さながら、バラエティー
に富んだ楽曲を収録しているので」
ーそんなお楽しみが満載の今作です
が、新曲はタイトルの通りどれも自由でイ
ンパクト抜群の曲ばかりですね。
「4曲のオリジナル曲を新規に制作した
んですけど、どういう曲を作るかはすごく
考えました。自由にやるにしても、どういう
方向に振り切ればいいのかと。「留学した
い」は同じ事務所の黒須克彦さんに作っ
ていただいたんですけど、“遊び心を盛り
込んだ曲にしてほしいです”とお願いをし
たら、これまで書いていただいた曲のど
れにも当てはまらない、初めて聴くタイプ
の曲が上がってきてすごく驚きました」
ーラウドな展開もあるバンドサウンド
で、歌が入ると急にボサノヴァになるト
リッキーさが意表を突きます。
「ボサノヴァのところは日本語じゃないほ
うが曲にハマると思って。それに私がい
きなりフランス語で歌い出したら面白い
じゃないですか（笑）。オリンピックがテー
マのひとつでもあったから、国際色を取り
入れたいというのもあって、曲の最後に
英語、中国語、韓国語、スペイン語なども
出てきます」
ー新曲はフランス語を取り入れた「留
学したい」の他、熊本弁で歌った「ネイ

取ってますが、その切り口や視点はどの
ように考えているんですか?
「以前は自分が作品の中に入り込んで、登
場人物たちの感情を歌うことが多かった
んですけど、今作に収録の「キミと僕のキ
セキ」は一歩引いた視点で歌詞を書くこ
とができました。“もしも恋愛の神様がい
たらどういう感じなのかな?”と」
ーついに神様の域ですか !
「神視点です（笑）。例えば“この人が好き
だ”と思って告白するとして、それは自分
で道を選んで人生を歩んでいるつもり
だったとしても、本当は神様が決めてい
て、まんまと出会って、まんまと恋に落ち
ているのかもしれない。そうだとしたら神
様は出会ったふたりをどういう気持ちで
見ているんだろうと。それを“運命”と言
うのかもしれないですよね。そんな想像
をしていたら歌詞を書く手が止まらなく
なって、気づいたら書き上げていました」
ーでは、そんな今作をファンの人にど
う楽しんでもらいたいですか?
「「ソフトクリーム」を除いてテンポが良い
曲が揃っているので、元気がない時に聴
いてほしいし、元気な時にも聴いてほしい
ですね。そっと側にいるというか、いろん
な局面で yozuca* の曲が、みなさんの
人生のスパイスになってくれたら嬉しい
です」

取材：榑林史章

数多くのゲームソング／アニメソングを歌って知られるシンガーソングライターのyozuca* が、前作
『15年目の女』から約3年6カ月振りのアルバム『8M自由形』をリリース。『てんぷれっ!!』や『D.C.III 
DreamDays ～ダ ·カーポ III～ ドリームデイズ』といった人気ゲームのテーマソングを中心に、YouTube
でも話題の「半濁音」など新曲も4曲収録した、彼女の個性と胸キュンソングが満載の一枚となっている。

全てはインパクトと個性を全力で出したいという想いから

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/23 Rrelease
Lantis

LACA-15828
￥3,000（税抜）

『8M自由形』

■照明器具
「何だろう？　失敗したものならいっぱいあるんですけど（笑）。あっ、コロナの影響もあって自宅で撮影する機会が増えたので、照明器具を買いました。失敗し
た経験があるから、ちゃんと評価のいいものを選んで（笑）。箱型で幕を張るタイプのものが左右にあって、光量もあって明るし、いい買い物をしましたね。た
だ、それが届いた頃に外出自粛が解除されたから、まだ一回しか使ってないんですよ。今後も使う機会はあるのかな ?」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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ー“NATURAL7”というタイトルはど
ういう気持ちでつけたのでしょうか?
「“自然とか原点という意味ですか？”とよ
く尋ねられるのですが、それとはちょっと
違っていて。装飾ばかりの表現がここ数
年続いて、面白いアプローチとか奇をて
らったこととか、そういうものが楽しいと
思っていたんですね。でも、今作は削ぎ落

禍で学生時代の友達と以前よりも深くつ
ながるようになったという変化がありま
した。カナダに住んでいる友達から向こ
うの医療現場の話が聞けたり、子供がい
る友達からも状況を聞くことができて。
音楽業界ではないところでリアルな声を
いっぱい聞けたことは、制作においてすご
く影響がありましたね」
ー刺激になった?
「刺激もそうだし、立場によって感じ方が
すごく違っていて。地域によっても違うし、
働きに出ている人や家にいる人でも違い
があることが分かったので、あまり決め込
まないほうがいいんだなと。とにかくやさ
しい気持ちを手放さないようにしたいと
思いました」
ー実際、やさしくて穏やかな雰囲気の
アルバムですね。シティポップ調の表題曲
「NATURAL」の歌詞には猫が出てきま
すが、CooRieさんは猫好きとのことで。
「以前に飼っていた猫が亡くなって、その
子が亡くなって初めての曲だと思って作っ
たのが「NATURAL」なんです。当たり前
のようにあった存在が突然いなくなった
時の気持ちを書きました。亡くなった子は
CooRie の活動が始まった頃に我が家に
来て…その子とは16年ずっと一緒だっ
たんです。アルバム制作の途中に新しい
子を迎え入れたので、「まどろみ」では新し
く迎えた子のことを歌詞に入れてみまし
た。もちろんファンのみんなに早く会いた
いという気持ちを込めつつ作ったんです
けど、2番に出てくる《ふわふわと》という
ところがそうで。猫で始まって猫に戻るこ
とで、やさしい気持ちでレコーディングを
終えることができて良かったです」
ーコロナ禍という部分では、声だけで
構成された「Music Kitchen」のMVを
ご自宅で撮影されたんですよね。
「所属メーカーの『MixUp!』という企画の
一貫だったんですけど、ステイホームが
テーマで。とにかく映像素材を集めなく
ちゃいけないと思って、女優ライトみたい
なものを買って…その時はまだ新しい子を
迎えていなかったので、“何を撮ったらいい

としていく作業がしたかったんです。“な
ぜCooRieを始めたのか？”という原点
に戻って、もともといたプロデューサー
の方が好きだと言ってくれた私の声を軸
にして、シンプルにアルバムを作りたいと
思ったんですよ。18年もやっていると、
いろんな技術や思考が生まれる中、どん
どんシンプルになれなくなってしまってい

んだろう？”ってなりました。あんなに自宅
をカメラで撮ったのは初めてでしたね（笑）」
ー音楽と料理は、やっぱり似ているもの
ですか?
「似ていると思います。素材が大事なの
で。料理もいいトウモロコシが手に入った
ら、シンプルに料理するほうが絶対に美
味しいじゃないですか。音楽も好きな楽
器、好きな空間、好きな人があればいいし。
「まどろみ」はそれがうまく出せたんじゃ
ないかと思います。シンプルな曲、シンプ
ルな言葉、大好きな演奏、リラックスして
歌える空間…それらが揃っていることが、
自分にとっての理想の音楽で、最後の最後
にそこへ辿り着いた感じです。今後の夢と
して、長年一緒にやっているサポートバンド
のメンバーと一緒に、今までの曲をアコー
スティックアレンジにしてアルバムを作るこ
とってのがあるんですね。人が見える音楽
が好きなので、“この人の演奏だからこうな
るんだな”っていう、心の揺れみたいなもの
が音楽にもあっていいんじゃないかって」
ー最近はスーパーで野菜を買うと“こ
の人が育てました”っていう生産者さんの
写真が貼ってあったりしますしね。
「顔が見えるのは大事ですよね。たぶん人
が好きなんでしょうね。料理を食べてくれ
る人、音楽を聴いてくれる人、そういう人
たちがくれる気持ちを活かす存在であり
たいと思ってて。そんな人とのつながりみ
たいなものに心が揺れます。決して自己
完結ではないというか」
ーその日に入った素材で気ままに作る、
お任せの料理屋さんみたいな感じですね。
「あぁ、そうかもしれない。構築された音楽
が好きだった時期もあったけど、どんどん
手放したくなっている気がします。もう一
回、戻るかもしれないけど、今はそういう
音楽を作りたいと思っています」
ー「ROCKじゃない」で歌われているこ
とからも、そういう人間味みたいなものを
感じました。
「そうですね。ロックに生きるということは
無様に生きることじゃないかと。むしろ、
カッコ悪くあるべきというか。“こうだ！”と

て。そこでもう一度ナチュラルな気持ち
で作ろうというところと、7枚目のアルバ
ムという意味で“NATURAL7”と」
ーなるほど。そういう自然な気持ちで
作ったアルバムであると。
「シンプルに作る気持ちを、もう一度取り
戻したかったんです。私は作家もやってい
るんですけど、作家をやっているといろん
なコンテンツに助けられることがあるん
ですよ。作品のキャラクターだったり、歌
い手さんの声や技術だったり。でも、自分
が真ん中に立って音楽を作っていく作業
は、それとはまったく違うものなんです」
ータイアップとか何かお題があるほう
が作りやすいとも言いますよね。
「向かうべき答えがありますからね。でも、
いざ自分の曲となると、どこに向かえばい
いのか…デビュー当時は“自分のことを
分かってほしい”という気持ちに向かえば
良かったんですけど、18年も経つとそう
いう段階ではないし。それにアルバムを
作ろうと考え始めた時と今では、世界が
変わってしまったのもあって」
ーもともとは6月にリリースされる予
定だったのが、コロナの影響で発売日が
3カ月伸びましたからね。それによって新
しく作った曲もありましたか?
「「NATURAL」以外の新曲の歌詞は、ほ
とんどをそのあとに書きました。曲はその
前からあって、ワンコーラス分だけ歌詞が
あったものもあったんですけど、それも書
き直したし。「ROCKじゃない」と「まどろ
み」は曲もコロナ禍に作ったものだし、「ま
どろみ」を作ったのはつい最近で…いつ
作ったのか聞いたら引くと思います（笑）。
とはいえ、コロナ禍のことを直接的に歌っ
ているわけではないんですけど、連日い
ろんな人の意見が耳に入ってくるので息
苦しさを感じていたし、今までのアルバム
とは確実に考え方が変わりましたね。新曲
の6曲は、1曲目と6曲目ではマイクの
前に立つ気持ちがだいぶ違ったというの
はあります」
ーコロナ禍の前、緊急事態宣言中、そ
して今とでは、物の見方や価値観がすご
く変わりましたからね。
「それによってやっと辿り着けたのが“ナ
チュラル”という気持ちですね。世界が変
わり始めた頃は、みんなどうにかしてライ
ヴをやろうとしていたけど、それが容易で
はないことが分かり、みんな工夫をし始
め、今はできることで音楽を表現してい
こうというスタンスになった。私もコロナ

決めたら貫き通すとか、情けないところも
ある人のほうがロックで愛おしいと感じる
んです。それに照らし合わせると、私はま
だまだロックじゃないなって。自分はもと
もと細かくキチキチとやってきたタイプで
したけど、コロナ禍でいろんなことを思っ
たので、今後はロックに生きたいです」
ーrinoさんは作家としてキャラクター
ソングなどの提供もされているので、
ゲームやアニメのテーマソングも収録さ
れているのですが、ご自身の曲とのバラ
ンスはどんなふうに考えていますか？
「CooRie のほうがしんどいですね（笑）。
作家として誰かを描くのは楽しいけど、自
分を掘り下げるのは一生ゴールがないこ
とですからね。それなのに締め切りがあっ
て、今の自分を表現しないといけないの
は本当にシビれます。でも、ライヴをやる
と自分の曲が届いた人と会えるので、そ
こで全てが浄化される感覚です。あの苦
しみは、ここに来るためのものだったんだ
なって。楽器のレコーディングで自分の曲
を楽しそうに弾いてくれるミュージシャン
に出会うこともそうで、すごく救われた気
持ちになります。もともと私は作家をやり
たかったんですけど、それも誰かの人生に
寄り添ったり触れたりしたかったからなの
で。結局、その部分はシンガーソングライ
ターとしても変わらないんだと思います」

取材：榑林史章

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/23 Release
Lantis

LACA-15827 
￥3,000（税抜）

『NATURAL7』

■キャットタワー
「6月だったかな？　この自粛期間中に猫を飼ったんで、とにかく猫グッズを買ってました。昨年、16年連れ添った猫が亡くなってしまったから、一周忌が終
わってから新しい子を迎え入れようと思ってたところに、その子との出会いがあって…スコティッシュフォールドっていう長毛種で、3月くらいに生まれた子
なんですけど、すごく可愛いんですよ。溺愛しています（笑）。同じマンションの真上の階の人も猫を飼ってて、外から窓越しに部屋の角にキャットタワーを置
いているのが見えるんですね。“あっ、あそこに座ってる”みたいな。それを上下の階でやったら面白いと思って、うちもキャットタワーを買いました（笑）。まだ
子猫だから、あまり登ってくれないんですけど…」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

多くのゲームやアニメのテーマソングを手がける rino のセルフプロ
デュースプロジェクト・CooRie が完成させた、2年9カ月振りのオ
リジナルアルバム『NATURAL7』。そこには激動の半年を送る中で揺
れ動いた感情が詰まっており、改めて人とのつながりの大切さを実感
したと彼女は語る。

コロナ禍で辿り着いた
ナチュラルな気持ちへの回帰
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ー「FANTASY MAGIC」は映画『バ
イバイ、ヴァンプ! 』のエンディングテー
マで、カップリング曲の「Peace of the 
World ～ Vamp～」は同映画の劇中歌
なのですが、映画のために書き下ろしたと
いうことですか?
GOD：そうです。台本を読んで書きま
した。聖歌を歌うシーンがあったんで、
SIZUKUは音大出身だから打ってつけ
だと思って、映画のエグゼクティブプロ
デューサーに相談したんです。“まだ歌手
が決まってないのでぜひ”ということにな
り、それがエンディングテーマになると
思ったら、最後のクライマックスのシー
ンで使われる劇中歌になったんですよ。
そうなると別にエンディングテーマが必
要になるので、それも作ったというのが

上でした。
GOD：やっぱりね、アカペラでは感動して
もらえないんですよ。“ふ～ん、こんな感
じね”って（笑）。
ーそのアカペラのデモを渡して編曲し
てもらうんですよね。アレンジャーの方に
はどんなふうに伝えたのですか?
GOD：デモを作った時点で僕の頭の中
では曲として完成しているので、“こんな
感じで～”って伝えて。上がってきたもの
がそれと違ってたら、そこは何回も説明し
てやり直してもらいます。
ー確かGODさんは譜面が書けない
し、楽器も弾けないんですよね。
GOD：はい。だから、例えば昔の映画音
楽を引っ張り出してきて“こんな感じな
んだ”って。ほんと細かいやり取りですよ。
“映画の『フットルース』みたいな音楽
で”と言っても、“何分何秒に流れているフ
レーズか教えてくれ”って言われたりしま
すから。
ーでは、SIZUKUさんはどういうこと
を意識して歌われました?
SIZUKU：私も映画に出演させてもらっ
ているので、作品を自分なりに理解して
歌いましたね。人それぞれに愛の形はあ
るけど、どれも同じ愛っていうか。《愛の形 
人それぞれに》と歌詞にもありますしね。
GOD：映画では家族愛や兄弟愛など、い
ろんな愛を描いてましたからね。
ー聴く人の免疫力を上げるというシー
タ波を持つSIZUKUさんの歌声がエン
ディングに流れると、最後の最後に全て
の感情を包み込むような感じになるんで
しょうね。
SIZUKU：そういう気持ちで歌ってました。
GOD：でも、シータ波ってずっと出てる
わけではないんですよ。シータ波が出る
ような歌唱っていうのがあるんです。高
音、中音、低音で出るんですけど、例えば
“サビのここからここまでに出ている”と
かなんで。だから、SIZUKUがしゃべって
てもシータ波は出てないんです。あくま

経緯です。歌声を違う感じにして、それも
SIZUKUに歌ってもらおうってことにな
りました。一本の映画で同じアーティスト
が2曲も歌えるのは珍しいことですよ。
ー確かに。では、「FANTASY MAGIC」
からうかがいたいと思います。しっとりと
したハートフルなナンバーなのですが、ど
んなイメージがあったのでしょうか?
GOD：この映画はLGBTを題材にしてい
て、同性愛を取り上げているんですね。な
ので、男女の恋愛をはじめ、同性愛、友情
とかいろいろな愛があるけど、SIZUKU
の歌声によってマジックにかかればいいっ
ていう。彼女の歌声を聴いて誰かを愛す
るようになる…それは男同士であっても。
なので、“FANTASY MAGIC”と。
ー以前にお話をうかがった時、GODさ

でも歌声なんで。歌った時に“あっ、今のと
ころシータ波だね”って。
ーもう一曲の「Peace of the World 
～ Vamp～」ですが…すごい曲ですね。
GOD：映画を観ている人を驚かしたいと
思って（笑）。僕が大好きな『オーメン』や『サ
スペリア』みたいな映画の音楽というか。
ーまさに。チェンバロやパイプオルガン
風の音が入ったゴシック調というか、荘厳
なサウンドで。
GOD：アレンジャーとマンツーマンで“こ
んなイメージで～”と伝えて徹底的に作っ
ていきました。まぁ、クラシックなドラキュ
ラのイメージですね。アレンジャーはかな
り難しかったと思います。
ーJ-POPの範疇じゃないですからね。
SIZUKU：だから、デモを聴いた時は“こ
れを歌うのはめっちゃ大変やな”って思い
ましたね。もともと声楽をやってたんで、
こういう雰囲気の曲は好きではあるんで
すけど。映画のシーンを思うと“なるほど
な”って…台本にも“グレゴリオ聖歌”って
書いてましたから。で、アレンジが上がっ
てきたら“うわっ、こんな感じか～！”って。
ーこの曲のデモもGODさんのアカペ
ラだったんですか !?
SIZUKU：そうです（笑）。
GOD：さすがにデモには壮大な感じはな
かったです（笑）。
ーこの曲はどういうことを意識して歌
われました?
SIZUKU：映画での私の役がオペラ歌
手で、歌声でヴァンパイアだらけになった
街を浄化するっていうストーリーだったの
で、そんなイメージで歌いました。
GOD：彼女の歌声を聴くとヴァンパイア
がもとの人間に戻るんですよ。感動のク
ライマックスです !
ーそこはあまり言うとネタバレになるの
でその辺で（笑）。曲としてはJ-POPより
も聖歌なので、発声も全然違いますよね。
GOD：普段の J-POPでこんな歌い方を
したら怒りますよ（笑）。

んは歌詞もメロディーも全て一緒に降り
てくるとおっしゃってましたが、それらが
台本を読んで降りてきたのですか?
GOD：自分のオリジナルの時は全部降り
てくるんですけど、映画とかの台本がある
時はそれを読んでどう思うかですね。何も
感じなかったら、それはもう楽曲提供はで
きないってなります。いくら台本があって、
ちゃんとしたテーマがあっても、作れない
ものはお受けできないですからね。まぁ、
持ってるストックに合うものがあって、それ
を使うケースも多々ありますけど。
ー「FANTASY MAGIC」はどんな曲
を作ろうと思ったのですか?
GOD：台本を読んだから結末は分かっ
ているので、この曲がエンディングで流
れることによって“愛の形は人それぞれに
ある”と思えるような歌詞であり、曲の世
界がイメージされました。実はこの映画、
ネットで大炎上したんですよ。同性愛を取
り上げているんですけど、コメディー映画
なんでギャグでピュアな愛情を描いてる
んです。
SIZUKU：ヴァンパイアに噛まれて同性
愛に目覚めるけど、主人公の男の子には
好きな女の子がいるから、その子と結ば
れるために戦う…という内容なんです。
GOD：それの面白いところだけを掻い
摘んだ予告編を観た人たちが問題提起し
て。でも、本編をしっかりと観てもらえば、
男女の恋愛も同性愛も愛に変わりないと
いうか、そういうことをテーマとしている
ことが分かってもらえると思います。
ー映画を拝見してないので何とも言
えないのですが、LGBTはデリケートな
テーマですからね。あと、歌詞に《それは
歴史さ》とあり、《遠い過去から》や《永遠
に誓う》と時間の流れを描いているのは、
ヴァンパイアということで?
GOD：そうです。ヴァンパイアの家系が
何十年もの年月を経て日本に来たってい
うストーリーだったので、時空を超えた世
界というか、愛というか、そういうところを
描いています。
ーSIZUKUさんはこの曲のデモを聴
いた時、どんな感想を持ちました?
SIZUKU：いつもデモはGODのアカペ
ラなんですけど、すごくいい曲だと思いま
したね。それがアレンジされたものを聴
いた時はびっくりしました。“うわっ、こうい
うサウンドになるんや”って。“FANTASY 
MAGIC”というタイトルから幻想的なも
のになるとは思ってたんですけど、想像以

SIZUKU：こういうふうに歌うのは久しぶ
りだったんで、なかなか声が出なくて大変
でした。
ーとはいえ、もろ聖歌というわけでも
ないので、やはりJ-POPを歌ってきた
からこその歌唱ですよね。サビのキャッ
チーさはJ-POPですから。
SIZUKU：あぁ、そうかもしれないです。
GOD：全てクラシックでも、全てJ-POP
でもダメですから、その使い分けが難し
いんですよ。この曲は普通の J-POPの
アーティストには歌えないでしょうね。
ーそんな2曲を収める本作ですが、
聴いてほしいポイントはどんなところで
すか？
GOD：やはり彼女の歌声ですね。シータ
波によって世界中の人が免疫力を上げて
ほしい…今ってコロナによってみんなの
免疫力が下がってるんですよ。精神的に
も病んでいるし。だから、映画を観ている
観ていないじゃなくて、これを聴いて気持
ちを和らげてほしいですね。
SIZUKU：今の若い人たちって恋愛をあ
まりしないって聞くので、そういう人たち
に“愛って大事なんだよ”って伝えたい…
そんな感じですかね。

取材：土内 昇

映画『バイバイ、ヴァンプ！』のエンディングテーマを表題曲に据え、
劇中歌「Peace of the World ～ Vamp～」をカップリングに収める
シングル「FANTASY MAGIC」。両曲の作詞作曲＆プロデュースを
手がけたGODにも同席してもらい、本作について訊いた。

このインタビューの全文を公開中！！▶

Single　9/16 Release
A-force

YZWG-10069
￥1,182（税抜）

「FANTASY MAGIC」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

■SIZUKU…コンサートウクレレ
「ウクレレを2年半くらい前に始めたんですけど、その時は長続きするか不
安だったので、初心者用の安いソプラノウクレレを買ったんですね。やっぱり
やっていくと音域に少し物足りなさを感じてたんですよ。なので、コロナの外
出自粛期間が明けた時に新しいソプラノウクレレを買い行ったんですけど、
店員さんにコンサートウクレレを勧められて。音域も広がるし…しかも、ピッ
クアップ付きだったんです。それまでは自分で付けてたし、チューナーも内臓
されてるんで、勧めてもらったものを買いました。ちょっと音域が広がるだけ
で演奏できる曲が全然違ってくるので、ほんと買って良かったです」

■GOD…映画『帰って来たドラキュラ』のポスター
「僕、ドラキュラのシリーズが大好きなんで、昔の映画のポスターとかパンフ
レットをよく『ヤフオク！』で落札してるんですけど、先日、何年も落札でき
なかった『帰って来たドラキュラ』という映画のポスターが超安い希望価格
で落札できたんです！　マニアが多いせいか、なかなかゲットできないんで
すよ。商品自体も何年待っても出てこないし。特に『帰って来たドラキュラ』
はもっとも入手困難と言われる『吸血鬼ドラキュラ』と同じくらいレアなん
です。届くのが待ち遠しいですね。ちなみに相場価格だと 10万円は下らな
いです」

L→ R　GOD（Pro）、SIZUKU（Vo）　photo by MANAL→ R　GOD（Pro）、SIZUKU（Vo）　photo by MANA

歌声によってマジックにかかればいい
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新グラビア企画『邂逅のリフレイン』chap t e r. 1
西葉瑞希

BARKSが運営するアイドルメディア『Pop'n'Roll』の新グラビア企画『邂逅のリフレイン』のアウトテイ
クカット。記事では、映画『魔進戦隊キラメイジャー エピソードZERO』での柿原瑞希役で大きな注目
を集めている西葉瑞希らしいあどけない童顔フェイス＆大人びた美ボディで魅せながらも“どこか違和
感のある”カットをお届けしている。

撮影：曽我美芽
ヘアメイク：清水深優 

Pop’n’Roll
https://popnroll.tv/



レトロナショウジョ：バンド経験はないがパソコンで作曲をしていた成山ま
ことが、理想のヴォーカリストとして見つけた佐藤餓死とふたりで、2019年
2月より活動開始。MVをYouTubeにアップしていったところ、そのポップ
なメロディーと独特な音楽性にネット民からの反応がじわじわと増えていっ
た。今まで発表してきた楽曲と新曲をかたちにするため、20年8月にタワー
レコード限定・初回プレス限定盤シングル「タワレ娘」でCDデビュー。
http://retronasyojo.com/

インディーズシーンを引っ張るアーティストの情報を、インタビューで紹介していきます。
music UP'sのWebでは、インタビューの拡大版や過去の記事がまとめてご覧いただけます。
『MUSIC SUPPORTERS』で、あなたの運命のアーティストを見つけよう！

バイバイハンドノホウテイシキ：2015年5月に地元・大阪の中学の同級生で
結成。さまざまなジャンルの音楽をロックに落とし込み、正直に“今”鳴らしたい
音楽と新しいカッコ良さを追求する。20年3月には『No Big Deal Records 
Audition 2020』で優勝、同年5月にベースの肇が脱退するが、9月にNo Big Deal 
Recordsからミニアルバム『Flowers』をリリース。
http://byebyehand.com/

シフトコントロール：2019年11月に本拠地の岐阜より本格的に始動。激情と
憂いを帯びたギターロックを基盤に、変拍子を織り交ぜたサウンドと、突き刺
すほどに真っ直ぐ響くハイトーンヴォイス、 疾走感とノスタルジックを行き
来するメロディーで、リスナーをエモーショナルな世界へとトリップさせる。
20年1月に初の全国流通ミニアルバム『Afterimage』を、同年10月に2ndミ
ニアルバム『Slowmotion』をリリース。　http://shiftcontrol.info/

コロナという逆境の中で作った渾身の2ndミニアルバム

ネットで話題の男女ユニットによる新たな挑戦

苦しい時間すらも愛おしいと思えるようになった自分がいる

レトロな少女
「そもそもそんな簡単にはへこたれないという信頼が、僕は3人に対してあるんですよ。
僕自身、まだまだチャンスはあると信じていますしね」（アサノ）
　活動の拠点を岐阜から東京に移し、今年1月に1stミニアルバム『Afterimage』をリ
リースした4人組ロックバンド、SHIFT_CONTROL。その後、新型コロナウイルスの影響で
3月の東名阪ツアーが延期になってしまい、自分たちではどうにもできない無力感や虚し
さに挫けそうになったという。しかし、前掲の発言通りライヴができないピンチをチャンス
に変えようと、活動の全てを2ndミニアルバム『Slowmotion』の制作に注ぎ込むことに。前
作同様、もっともっといろいろな人に自分たちの存在を知ってほしいという想いをさらに追
求した結果、エモーショナルな歌×轟音のオルタナロックという彼らの音楽性に“シンプル
に曲の良さ、メロディーの良さ、歌詞の良さを追求した”という「irony」、轟音の演奏とキュー
トなメロディーの組み合わせがポップな「逆夢」、アサノのルーツであるELLEGARDENへ
のリスペクトを込めた「アイウォンチュー」、そして“歌詞を書く上で使う言葉や言い回しは
一回聴いただけでも伝わるようにしたいと考えた”という「サナギ」のような新たな魅力を
印象づける曲が加わった。特に希望と不安が入り混じる未来を信じる決意を歌った「サナ
ギ」の歌詞はバンドの所信表明でありながら、多くの人の共感を得ることだろう。
「「サナギ」はレコーディングの段階から、リスナーのみんなの背中を押せるんじゃない
かと思っていたので、初めてそういう想いをプラスしてドラムを叩きました」（くまおか）
　そんなふうに曲のバリエーションが広がった理由としては、“作曲者として次の段
階に来ている”と岡村が指摘したアサノの成長に加え、彼以外の3人もDAWソフトを
使って積極的に曲作りに参加したことも大きいという。
「コロナでスタジオに入れないからこそ、それ以外のアプローチ方法を自分たちのもの
にしていかないといけないと考えたんです」（宮崎）
「コロナという逆境をうまく利用したみたいなところはありますね」（アサノ）
　そういう発想ができるバンドこそがコロナ時代をサバイブしていく。『Slowmotion』
から自ら未来を掴みにいく4人の力強い意志を感じ取ってほしい。

取材：山口智男

　2019年2月からYouTubeにオリジナル曲のMVを投稿している
うちに、レトロでモダンな曲調と、儚げながら軽やかな女性ヴォーカル
が歓迎され、いつしかネット民の支持を集め始めたユニット、レトロな
少女。彼らがデビューアルバム『1限目モダン』をリリースした。そんな
レトロな少女の始まりは、それ以前からDTMで作った楽曲を発表して
きた成山まこと（作詞・作曲）が、集団行動のライヴに刺激されたことで
改めて真剣に音楽に取り組もうと考えたことだった。その後、理想の歌
声を見つける紆余曲折を経て、ついに出会った佐藤餓死（Vo）を迎え、
活動が本格化。今回のCDリリースをきっかけにネット民にとどまらな
い、より多くのリスナーにその存在と音楽の魅力をアピールしようと
している。
「餓死ちゃんの声は録音していてもすごく楽なんです。音を絶対外さ
ずに一発でパンパンパンパン決めていく。あと、癖がないんです。いい
感じのドライな声なんですよ。それがぴったり入ってくる。聴いてい
て疲れない。いくらでも聴いていられるんです」（成山）
　成山が絶賛する歌声を持った佐藤との出会いは、音楽コラボSNS
『nana』に佐藤が投稿していた相対性理論のカバーを聴いたことだっ
た。相対性理論、集団行動でも活動する真部修一の音楽を理想のひと
つに掲げてレトロな少女を始めた成山にとって、佐藤の歌声はまさに
探し求めていた声だったのだろう。一方、相対性理論のやくしまるえ
つこの歌を聴き、“他にはない歌声だ”と魅力を感じながら“自分も歌
いたい”と思った佐藤にとっても、成山が作る曲は“どタイプ”なのだ
そうだ。
「ギターの単音の使い方もそうなんですけど、そもそも自分の好きな
曲調がペンタトニックな感じで、成山さんが投稿していたデモを一回
聴いただけで“あっ、これ歌いたい”と思いました」（佐藤）
　今作にはこれまでYouTubeで発表してきた6曲に、新曲の「さんす
うのこたえ」を加えた全7曲が収録されている。
「ここからが始まりということで、確かにYouTubeにはあるんです
けど、僕らはまだ結成してからそんなに時間も経っていないし、認
知度的にもこれからだし、多くの人にとっては新曲なわけだし。ベー
スラインを変えたり、ギターを録り直したり、別のヴォーカリストが
歌っていた「私の大総統」の歌を餓死ちゃんの歌に差し替えたり、今
までの作品をブラシュアップする機会に恵まれたのは良かったです」
（成山）
　ノスタルジックでキャッチーな曲ももちろんだが、作曲・編曲に加

え、成山が女生徒の視点から書いた歌詞も彼らのユニークさを決定づ
ける大きな聴きどころだ。
「自分の想いや経験を滑り込ませながら女体化するというか、レトロ
な少女化して餓死ちゃんに渡しているんです」（成山）
「「いつかのマキシマイザー」の“マキシマイザー”のような男性があ
まり知らない言葉を使いながら、しかもちゃんとマッチしている歌詞
を書いているってすごいと思います。「西八行き最終バス」の歌詞なん
て、大学生の女子なら“分かる！”って言葉がたくさん入っていて、全
然違和感ないんです。だから、歌いやすいし。“分かる！”って思いなが
ら歌っています」（佐藤）
　その「西八行き最終バス」はペダンチックな遊び心が感じられる他
の曲にはないリアルさが、ある意味異色と言えるのだが、それについ
て尋ねると“いやぁ、あまり話したくないんですよ（笑）。大学時代の
リアルな思い出が詰まっているので”と成山は苦笑い。そして、成山が
“今までやってきたことの結晶であると同時に新たな挑戦”と語る新
曲の「さんすうのこたえ」は、ふたりがcinema staffの辻友貴（Gu）、
ex.雨のパレードの是永亮祐（Ba）、arko lemmingの有島コレスケ
（Dr）と一緒に演奏しているMVも話題に。
「ユニットとしての在り方は非バンド的なので、映像はそれとは真逆に
したら面白いんじゃないかというレーベルのアイディアです」（成山）
「状況が許せばライヴもやっていきたいですね。音源がバンドサウン
ドなので、バンドスタイルでやりたいです。MVに出演してくださっ
た方々と一緒にできたら嬉しいんですけど、やってくれるかな？　レ
ト女らしくもあり、音源とはまた違う面も見せたいと思っています」
（佐藤）
　彼らのこれからは、さまざまな可能性に満ちているようだ。ある意
味、運命的な出会いを果たしたふたりが今後、どんな活躍をしてくれ
るのか楽しみにしている。
「基本的に曲が書ければ幸せってところはあるんですけど、今後の目
標を挙げるとしたらふたつあって。まずひとつは集団行動と対バン
したいです。もうひとつはこのCDをリリースさせてもらったことを
きっかけに、これからもっといい作品が作れるんじゃないかと思って
いて。というのは、この業界に入ったことで得られる音楽性もあると
考えているからなんですけど、もっといい曲を書きたい。それに尽き
ますね」（成山）

取材：山口智男

　今年3月に開催された『No Big Deal Records Audition 2020』で優勝を果たし
たBye-Bye-Handの方程式。レーベル所属第一弾となるミニアルバム『Flowers』は、5
月に脱退したベースの肇が参加した最後の作品であり、“なくなるから美しい”という
美学も反映された彼らの再出発を飾る一枚に。
「どの曲も作ったタイミングがバラバラだから統一感がない7曲なんですけど、だから
こそその時々の気持ちが詰まっていて、なおかつ楽しかった時間を書いたものがほと
んどなんです。終わってしまった恋を歌っているけれど、美しかった瞬間を切り取った
曲ばかりで。例えば花は枯れてしまうし、花火は消えちゃうから、儚さがあってこそ美
しく見えるというか。枯れてしまうから、消えてしまうから美しいっていうのをずっと
感じていたので、そう思った時に出てきたタイトルが“Flowers”なんですよ」（泰輝）
　2019年2月にリリースされた「湿恋」では、失恋の痛みや後ろ髪を引かれる想いを
歌っていたが、今作では自分の中にある愛情だったり、喪失感を受け止めているイメー
ジがある。
「苦しい時期を超えたアルバムでもあって、苦しい時間すらも愛おしいって思えるよう
になった自分がいます。アルバムで言いたいことの全体を占めているのは「ラブユー・
シーユー」だと思ってるんですけど、ただ“頑張れ！”っていう曲じゃなくて、悲しいこ
とすらも美しいっていう意味で、悲しい部分のこともしっかり描写しているというか。
この曲をはじめ、全てを踏まえて美しいってことがアルバムを通して書きたかったこ
とです」（泰輝）
　また、今年で結成5周年の彼らだが、陽哉曰く“この5年間が助走で、今やっとスター
トが切れたという感覚”とのこと。5月からはもともとBye-Bye-Handのファンだった
というryutoがサポートベースとして加わり、すでに新曲も多数できているそうだ。全
曲が新曲の今作に至っても茅津が“とにかく泰輝の曲を作るペースがすごく早くて、こ
の中にも入りきらなかった新曲がたくさんある”と話している通り、エネルギー全開で
現体制でもスピードを緩めることなく活動していく。

取材：千々和香苗

Bye-Bye-Handの方程式

SHIFT_CONTROL

『MUSIC SUPPORTERS』
https://okmusic.jp/ups/music_supporters

Mini Album　10/14 Release
『Slowmotion』
No Big Deal Records
NBPC-0081
￥1,800（税抜）

Album　9/9 Release
『1限目モダン』
actwise
ACW-018
￥2,200（税込）

Mini Album　9/9 Release
『Flowers』
No Big Deal Records
NBPC-0080
￥1,600（税抜）
※TOWER RECORDS一部店舗および
   オンラインにて発売中

L→R　佐藤餓死（Vo）、成山まこと（作詞・作曲）

L→R　宮崎良太（Ba）、くまおかりお（Dr）、
          アサノ チャンジ（Vo＆Gu）、岡村耕介（Gu）

L→R　陽哉（Dr）、ryuto（Support Ba）、泰輝（Vo＆Gu）、茅津（Gu）
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■ 浅井健一&THE INTERCHANGE KILLS ■
『music UP's Q!』は取材の流れで答えてくれたのだが、買ってダメだった
ものが実はもうひとつあった。事務所にある2台の箱詰めにされたMac
のPCを見た浅井健一が“そう言えば、買ってダメだったものはこのPC
かな”と話し出したのが回答のきっかけに。理由は“PCの初期設定って面
倒くさいじゃない？　完全に今のPCが壊れたわけじゃないから、買うの
が早すぎたんだよね”とのこと。“買って良かったもの”に対するまさかの
回答に現場は盛り上がったことは言うまでもない。そして、読者プレゼン
トのサインをお願いすると、“せっかくだし、これで書こうか”と「最近買っ
て良かったもの」で答えてくれた筆ペンで書いてくれた。達筆さ、デザイン
の良さはもちろん、とても貴重な一枚となったので、奮ってご応募を！

■ 三澤紗千香 ■
『music UP’s Q!』の「最近買って良かったもの」でルンバと答えてく
れたのだが、もともと家電が動いているのを見るのが好きだそうだ。洗
濯機や乾燥機が回ってるところは何時間でも見ていられ、子供の頃は
“目に悪いよ”と言われながらも電子レンジが加熱している様子をずっ
と見ていたらしい。その話を聞くとルンバが掃除している姿を可愛く
思うのも納得できる。そして、そんな愛おしいルンバのことを思って、
床に物を置かなくなり、使った物はちゃんともとの場所に戻すように
もなったとのこと。これも一種の“親バカ”って言うのだろうか？（笑）

■ yozuca* ■
『music UP’s Q!』で“買って失敗したものならいっぱいある”と話していた
yozuca*。実はその失敗談も話してくれていた。最初はリングライトをネッ
トで注文したが、なかなか商品が到着せず、一カ月半後に届いたと思ったら、
箱は潰れていて、そもそも注文していたものとは違っていたらしい。当然、ク
レームを入れたが、中国から直送の商品だったせいもあり、やり取りがうまく
いかず、返品しなくていい代わりに、代金の何十パーセントしか戻ってこな
かったという。結局、やり取りが面倒になって、それで承諾したそうだ。ちなみ
に「半濁音」のMVは、そのリングライトを駆使して撮影したとのことだった。

■ CooRie ■
インタビュー中、「Music Kitchen」のMVを自宅で撮ったということ
から照明器具の話になり、同じ事務所で仲が良い yozuca* の話へと発
展。もちろん内容は彼女が買い物でよく失敗するということ。さんざん
注意しておいたのに中国から直送の商品を買ったなど、そのエピソー
ドは多く、呆れるのを通り越して面白い存在とのこと。そう言いつつも
“yozu は何だかんだ言っても最終的にはうまくいく”と語っていた、そ
の言葉には yozuca* への愛（母性愛？）が感じられた。

GRANRODEOのインタビューを楽しく拝見させていただきました。新シ
ングル曲「情熱は覚えている」は歌い回しが不思議な感じだと思ってたの
で、記事を読んで意図して別の発音をして歌っていたのだと知れて、より
一層発売日が楽しみになりました！

（20代・女性・ほのか）

GRANRODEOさんのインタビューはおふたりが持ち続けている情熱で
あり、15周年のベテランなのにまだまだストイックであることに驚きました。
トリビュートアルバムに超特急が参加していることで、“超特急のファンの女
子がライヴに来てくれるようになるかも！”という質問も面白かったです。

（20代・女性・はち）

OKAMOTO’Sがいつもいつも私の心の支えです。出会って恋に落ちた
時からずっと大好きで、一生大好きです。死ぬまで変わらない気持ちをく
れてありがとう。

（10代・女性・ウー塩）

CD発売前の高揚感のまま読んだ内田雄馬さんのインタビューは、今
までの声優活動の軸となっている“想像する”という部分を再認識する
ことができました。ストイックな雄馬さんだからこその曲に落とし込む想
いが、私たちにストレートに届くんだなぁと思いました。また、「You Are 
Special」の試聴動画が初公開されて、“なぜ焚き火？”と思っていたタイ
ミングで今回のインタビューが読めたので、とてもすっきりしました（笑）。
全曲フルでじっくり聴ける来週がより待ち遠しくなりました！

（20代・女性・蓮崎）

超特急を応援してきて、バックヴォーカルのタカシくんが頑張ってる姿を
ずっと見てきました。今回のソロを特集してくださって本当にありがとうご
ざいます！　本名で挑む今だからこその“甘えたくない！”というタカシく
んの強い決意が伝わってきて、読んでいて涙が止まりませんでした。いつ
もみんなのために踏ん張るタカシくんが、もっと大きな世界に羽ばたけま
すように祈っています！

（30代・女性・ぐみしらべ）

HoneyWorksは聴いたことがある曲があって気になってはいたものの、
アーティストさんについてはよく知らなかったし、女の子の設定などコン
セプトとかも知れて良かったです！

（20代・女性・つん）

Gorilla Attackさんの記事、初めの“ゴリラになりたいんですよ”で吹き
ました（笑）。面白い方々だなぁと思いました。

（10代・女性・みずほ）

『Editor's Talk Session』は配信ライヴを試行錯誤しながら、現場に近
い配信を目指してくれていることを知れて、とても嬉しい気持ちになりま
した。私は大好きな超特急と松尾太陽くんに会えなくて寂しい日々を過ご
していますが、またライヴに行けるようになるまで、配信をしてくれること
に感謝しながら過ごそうと思います。

（30代・女性・色えんぴつ）

Gorilla Attack のインタビューは情報の少ない中、かなりびっくり箱感が
ありました！　“ゴリラに憧れて”とか深い意味ばかり求めてましたが、おふ
たりが楽しみながら音楽をしていて、探り探りしながら自分の道を進んで
いるのが分かりました。彼らにかかわるトラックメーカーなどの話もこちら
がいつも興味を示すようなインタビュー返しで､未知の領域に何度足を踏
み入れたことか（笑）。『music UP's Q!』に記載されている「思い出深い一
曲」も今の音楽とのギャップやつながりが分かり、嬉しいポイントでした。

（30代・女性・new）

畠中 祐さんを目的に読もうと思っていたのですが、自分が住んでいる地
域では配布されていなかったので、電車に乗ってmusic UP'sをゲットし
ました。わざわざ行って良かったと、内容を見て思っています。畠中 祐さ
んが森山直太朗さんの「愛し君へ」を“思い出深い一曲”にされていたの
で、世代ではないですが聴いてみました。なぜか涙があふれてきて、私も
素敵な思い出ができました。また、内田雄馬さんの記事もMV撮影の裏
話、シングルに込めた想いなどが知れてとても興味深かったです。内田雄
馬さんの「Image」は購入予定ではなかったのですが、この記事で興味を
持って購入させていただきました。ありがとうございます。

（10代・女性・へっごほん）

つじあやのさんがゆるキャラと対談 !?　えっ、猫なの？　むぎ??　…と
思って読んでいるうちに、むぎ（猫）がすごく気になって、すぐにYouTube
をチェックしました。今では“むぎちゃん、可愛い♡”と思うくらいファンだ
し、むぎちゃんの曲に日々癒されています！

（30代・女性・sara）

尾崎由香×コレサワ対談は、由香ちゃんがコレちゃんのファンであり、たく
さん尊敬していることがあって、本当に大好きなんだなと思いました。私も
コレサワファンの一員として尊敬する方なのでとても嬉しく思いました！ 

（20代・女性・みゆりん）

毎月楽しみにしていた『Power To The Music』のページがなかった…
（40代・男性・オマリー）

10年振りくらいにフリーペーパーを手にしましたが、学生の時にフリー
ペーパーを漁っていたことを思い出しました。名前を知らなかったアー
ティストでもその方の内面や音楽への想いを知ることができ、新しい世界
に触れるきっかけとなっていました。「思い出深い一曲」のコーナーでも、
知ってる曲を出されていたら親近感が湧きました。

（20代・女性・ぽろんぺ）

新曲を聴く時に、ただ曲だけを聴くのと、music UP'sさんのようなインタ
ビュー記事を載せてくれる媒体があって、それも併せて読むのでは感じ方
が変わってくるし、より深い解釈ができるのでありがたいです！

（20代・女性・さかな）

好きなアーティストの記事しか読んでないのですが、気づいたら読み終え
てるくらい全部面白かったです。

（20代・男性・大久保悠樹）

★Twitter からの応募

1. music UP’sのTwitterアカウント （ @music_ups ）をフォロー。 

2. 希望のアーティストの直筆サインプレゼントについての
　 ツイートをリツイート。 

※いただいたコメントは『Listener’s Voice』内で
　ご紹介させていただく可能性がございます。
※当選者にはDMにてご連絡させていただきます。

Editor’s Note of Vol.191 Listener’s Voice of Vol.190

▶▶読者プレゼントの応募やコメントはTwitter ＆読者プレゼント専用フォームから◀◀

Vol.191の締切は10月 19日。当選者の発表は発送をもって替えさせていただきます。

music UP’s 読者プレゼント記事▶
https://musicups.page.link/2009_present　

music UP’s Twitter アカウント ▶
https://twitter.com/music_ups　

読者プレゼントコーナー

Vol.192は 10月 20日発行予定。お楽しみに !!

★読者プレゼント専用フォームからの応募

music UP’s 読者プレゼント記事よりご応募ください。
コメントもお待ちしています♪

※いただいたコメントは『Listener’s Voice』内で
　ご紹介させていただく可能性がございます。
※当選者にはメールにてご連絡させていただきますので、
　予め「@music-ups.jp」のドメイン解除をお願いいたします。

■ INORAN ■
アルバム『Libertine Dreams』のインタビューとは別に、自分の音
楽人生において大きな影響を与えた存在を挙げてもらう企画『Key 
Person』の取材も実施。今の INORANを形成した“ある人物”について
語る中で自分のモットーについても話し、しっかりと締め括ってくれ
たが、最後の最後に“これで総理大臣になれますか？”とオチまでつけ
て現場を和ませてくれた。『Key Person』のインタビューを担当した
編集部の千々和は、ライヴやテレビで INORANを観てきたからこそ当
日はかなり緊張していて、そのことを伝えると“でも、俺は偽者だけど
ね”と冗談を飛ばして気さくに対応してくれた。そんな『Key Person』
の記事は来月号のmusic UP’sに掲載予定！

■ cali≠gari ■
取材前、最新号のmusic UP's を読んでいた村井研次郎が目次にあ
る奥付を見て、“この人、ギタリストですよね”と指差したのは統括編
集長の烏丸哲也。そこで烏丸が昔にやっていたバンドの話で盛り上が
り、その流れでライター欄を見て“土屋京輔さんはお元気ですか？”
“帆苅智之さんって、すごく深いところまで聴いてくれている方です
よね”といろいろなライターさんのことや、さらに Pop'n'Roll 編集長
の鈴木健也の名前を見つけて“昔、この近くにあるカレー屋に健也さ
んとよく行きましたよ。よろしく言っておいてください”とまで。実は
キャリアのあるバンドを取材すると、奥付からいろいろな話に広がる
ことは珍しくなかったりする。それだけ、みんな業界に長くいるって
ことですね。

■ ラブリーサマーちゃん ■
ラブリーサマーちゃんの取材はリモートで行なわれたこともあり、
『music UP’s Q ! 』では現在制作中のギターを実際に見せてくれた。
まだボディーのみだったが、オレンジにペイントされていて、カッコ可
愛い仕上がりになることだろう。また、ライターの帆苅智之さんのPC
の調子が急に悪くなり、マイクが入らないというトラブルに見舞われ
たものの、その間は画面越しの作業部屋について教えてもらうという
雑談タイムに。結局、インタビューは編集部の石田が帆苅さんに電話
し、その声を石田のPC から流すということで対処されたのだが、それ
も含めリモートならではの取材だったと言えるだろう。

1 2 6 12 18

1.浅井健一&THE INTERCHANGE KILLS
２．INORAN
3.cali≠gari
4.SLOTHREAT
5.ラブリーサマーちゃん
6.ヒゲドライバー
7.鈴木このみ

　8.三澤紗千香
　9.yozuca*
10.CooRie
11.SIZUKU
12.CHiCO with HoneyWorks
13.nano.RIPE
14.西片梨帆

直筆サインを

各 1名様に
プレゼント !!

15.ほのかりん
16.森久保祥太郎
17.THE PINBALLS
18.GLIM SPANKY
19.T.MORIYAMMER
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バンドの元気のなさに
未来が感じられなくなる

千々和：もともとは編集部のスタッフで音
楽シーンについて話す企画だった『Editor's 
Talk Session』ですが、コロナの影響が音
楽業界にまで及んだ4月からゲストを招い
て実施するようになって今回で第六回目に
なります。二位さんと篠塚さんはその第一
回目の時にも参加していただいたのです
が、前回から約半年が経とうとしている今、
状況はどのように変わりましたか？
篠塚：僕が一番状況が変わったかもしれ
ないですね。4月に座談会に参加した時
は吉祥寺 Planet Kで働いていたんです
けど、クビになりました。
西本：えー！ 
二位：実は今、うちを手伝ってもらってる
んです。
千々和：いつ頃から状況が変わったんで
すか？
篠塚：コロナで売り上げが立たなくなっ
て、給料が出せないってことになり…店長
たちもいろいろ気にしてくれたんですけ
どね。申し訳ないけどもう雇えないと。で

上に作ってしまうアイディアをもらって、そ
れを構築したんですよ。企画書を作りつつ
ホームページの制作者に相談しながら、よ
うやくリリースできたのが9月なので半
年くらいかかってますね。言うてもローカ
ルなライヴハウスで、地元バンドが中心っ
て感じの箱でもあるから、規模的にえげつ
ない件数の反響があるわけじゃないんで
すけど、出演者もお客さんもザワザワとは
してくれていると感じています。

配信ライヴは相当工夫をしないと
お客さんが増えることはない

岩田：バンドマンのみなさんの配信ライ
ヴに対するモチベーションは上がりきって
ないんですかね？
篠塚：バンドマン側として言うなら、上が
りきってない人がかなりいるっていう印象
ですね。もともとオンラインに強い活動を
やってた人とか、ライヴよりもYouTube
での活動を中心にしていこうと思っていた
バンドとか、あまり変わらずにオンライン
上で活動している人もいますけど、それっ
て配信に特別な思い入れがあるとかじゃ
なく“当たり前のこととしてやっている”っ
て感じだと思うんですよ。だからこそ、コロ
ナ禍で浮上してきた配信ライヴって文化
はライヴバンドとか、生演奏にこだわって
いる人たちの第二の選択肢だったり、救
済措置であるべきなんじゃないかなって。
でも、その生演奏にこだわってきた人たち
が、たった半年で自分が信じてきたものを
一転して無観客での配信ライヴへのモチ
ベーションを上げるっていうのは…やっぱ
り、なかなか難しいんじゃないかなと。
二位：すごくパーソナルな考え方なんで
すけど、ライヴはお客さんあってのもの
だと思うので、少ない人数だけど20人
でも30人でもお客さんが入ってくれた
ら、バンドもライヴの感覚が変わるじゃな
いですか。でも、そうするとお金の面でバ
ンドもお店も割りに合わないから、その
分を配信もしてちょうどいいくらいにした
い。そうすれば今まで通りに経営が成り立
つんですよ。もちろん方針でお客さんを
入れちゃダメってなったら、それは無観客
で対応するし、逆にキャパ以上に配信チ
ケットが売れることもあるから、それはそ
れで意味があるんじゃないかと思うんで
すけど。それでもひと月の統計で見たら
まだまだ全然赤字なので、この状態はい
つまでも続かないって冷々しながらやっ

も、だからと言って僕が諦めてしまうと、僕
が今まで担当してきたバンドたちが苦し
いままなので。これは僕の考えですが、ま
ず苦しんでいるバンドの状況をどうにかし
なきゃって思いながらも、どうにもなって
いないのが今です（苦笑）。
石田：それがリアルな現実ですよね。ライ
ヴハウスだけじゃなくて、飲食店とかでも
同じ状況だろうし。
千々和：前回はライヴハウスが通常営業
できないという状況に直面しての気持ちを
話してもらっていて、行動に移す直前のタ
イミングだったと思うんですね。二位さん
はCLUB Que／Zher the ZOOでの
新しい取り組みとしてYouTubeチャンネ
ル『QueTube』で定期的に動画を配信して
いて、九州のロックシーンにスポットを当て
たコアな企画や、映画『BECK』のトークラ
イヴなど、さまざまな企画をしているのも
ライヴハウスの色だなと感じました。
二位：YouTubeを始めるにあたって、音
楽だけに特化して考えるとすごく狭まって
しまうと思ってて。前回の座談会に参加し
た時は、違う畑のYouTubeチャンネル
を観始めた時だったんですよね。そしたら

てるんですけどね。
千々和：最近はお客さんを入れている配
信ライヴを観ることもあるんですけど、やっ
ぱりパフォーマンスが全然違いますね。
二位：少しでもいてもらったら嬉しいです
よね。昨年の段階では、お客さん30人の
日とかあったとしたら“おいおい！　どうし
た！”って感じだったじゃないですか（笑）。
こうも変わるかなってね。まぁ、ライヴハウ
スはライヴハウスで、どうやったらいい状
況が作れるかっていうのを考えて、それぞ
れスキルも磨きつつやっていかないと。前
回も言ってたんですけど、配信すればする
ほどライヴハウスの体たらくを垂れ流しに
する可能性があると思ってすごく緊張しな
がらやっていますが、自分のところでやっ
てたアコースティックライヴが50人マッ
クスでソールドアウトで盛り上がって、会
場で観てたらすごくいい感じなのに、配信
で観ると半分も伝わってないって思った
んですよね。それは完全にライヴハウスの
責任だと思うんですよ。演者は100パー
セントでパフォーマンスをやっていて、目
の前のお客さんを楽しませているんだけ
ど、アコースティックっていうシチュエー
ションをうまい具合に配信に乗せられて
いない。これがテレビ番組だったらセット
とかそれ用の照明を作ったりしていい感
じで観れるし、視聴者もそれに慣れている
わけだから、ライヴハウスから配信してい
る映像はものすごくシンプルという以前
に、怠けているように感じるんじゃないか
と思うんだよね。だから、相当工夫をしな
いとお客さんが増えることはないなって。

“配信でここまでできるんだ！”
って意地を見せたい

千々和：篠塚さんは先日、高音質の音声
のみのライヴ配信をされていましたよね。
篠塚：そうですね。映像はなしにして、音声
だけで弾き語りの配信ライヴを定期的に
やってます。配信ライヴ自体はコロナ禍の
かなり初期から率先して始めたんですけ
ど、僕は実際に好きな人に会う約束がある
ことで“そこまでは生きてみようかな”って
思えたりするので、自粛期間が落ち着いた
頃に一旦やめました。やっぱり人数制限や
対策をしっかりして、実際に会ってライヴを
しようと。そうメンバーとも話し合っていた
タイミングで、どんどん感染者の数が増え
てきたので、配信のほうが安心できる人が
いるなら安心できるまでは定期的にやり

音楽以外のコンテンツにすごく面白いも
のとか、エネルギッシュなものがあって。
逆に音楽関係はMVを流したり、全盛期
の良かったものを踏襲しているだけな感
じがしましたね。これじゃいけないと。音楽
が好きな人は今後も音楽を聴き続けるだ
ろうけど、今から何かに興味を持つ10代
の子とかは、このままだと音楽離れすると
思ったんですよ。だからって、僕らがやっ
てることが今の10代に向けているとは
まったく思わないですけど、それでも他
ジャンルの人にも興味を持ってもらえる
こととか、音楽をやっている人間でも視野
を広げられる要素があったらいいなって。
千々和：ART HOUSEでは9月から定
額制のオンラインファンクラブを始めまし
たが、それはどのくらい前から動き出して
いたんですか？
西本：もともと3月くらいのタイミング
で売り上げがほぼない状態になってしまっ
た時に、若手アーティストのプロデュース
業などをしている昔ながらのミュージシャ
ンの友達から、ライヴ配信の他にも音楽
番組っぽいことをやったりとか、音源を限
定配信できたりとか、箱自体をオンライン

続けようと思って。でも、“音楽の中身や本
質は音楽そのもの”だと僕は思うから、配
信技術にはあまり力を入れる気になれな
くて。もともと映るのも得意じゃないし、写
真も苦手だしってのもありますけどね。“も
う、音だけで伝わらないなら俺の配信なん
か死んでいい”って感覚でやってます。
二位：でも、俺はそれじゃダメだから“命懸
けの配信をしようぜ！”って言ってるんで
すよ。
篠塚：そうそう。今ちょうど二位さんに誘
われてるんです。“ライヴハウスからの配
信でここまでできるんだ！”っていう意地
を見せたいから、“本気の配信ライヴを
Queと一緒にやらないか？”って。
二位：俺がライヴハウスを始めた頃の感
覚で言うと、そもそもPAも照明も今の
10分の 1もなかったんですよ。照明も
会場の壁に付いてる電気のスイッチを点
けたり消したりしてやってるライヴハウス
もありましたから。その時に“大きい会場
の素敵な照明はどうやったらライヴハウス
で再現できるんだ？”って思ったことで、今
の照明設備に辿り着いていると思うんで
す。それで考えれば、今の配信ライヴがま
さにその感覚に近いんじゃないかと。この
状況の中で取り組むことでだんだん良く
なっていくと思うんですよね。
石田：コロナ禍の中、どんな意識でいる
かが大事だってことですよね。誰もが不安
なわけだけど、流されるままだと何も変わ
らない。現状を把握して、先を見据えて行
動しないと。

音楽に関するさまざなテーマを掲げて、編集部員がトークセッションを繰り広げる本企画。今回は第五回
目にも参加してもらったCLUB Que ／ Zher the ZOO店長の二位徳裕氏、それでも世界が続くならの
篠塚将行（Vo&Gu）、そして9月からオンラインファンクラブを立ち上げた神戸のライヴハウス・ART 
HOUSE店長の西本昇平氏をゲストに迎え、先が見えないコロナ禍でのリアルな現状を語ってもらった。

今月のテーマ：コロナ禍を背景にしたライヴハウスの発展

座 談 会 参 加 者

■二位徳裕
1988年にインクスティック芝浦に入店し、当時最
高レベルのロックシーンを経験させてもらったあ
と、下北沢屋根裏で店長を担当。94年よりCLUB 
Queを運営、05年にZher the ZOOを開店。

■石田博嗣
大阪での音楽雑誌等の編集者を経て、music 
UP’s＆OKMusicに関わるように。編集長
だったり、ライターだったり、営業だったり、猫
好きだったり…いろいろ。

■篠塚将行
パンクバンド・それでも世界が続くならのヴォー
カリスト。メジャーデビュー以降もライヴにこだ
わる現場主義。コロナ禍で離職した元ライヴハ
ウス店員。著書『君の嫌いな世界』を出版。

■西本昇平
1996年からART HOUSEのブッキング担
当として勤め、2006年に前任のオーナーよ
り引き継ぎ独立。お酒がガソリンの超楽観主
義者。

■岩田知大
音楽雑誌の編集、アニソンイベントの制作、ア
イドルの運営補佐、転職サイトの制作を経て、
music UP’s＆OKMusic の編集者へ。元バ
ンドマンでアニメ好きの大阪人。

■千々和 香苗
学生の頃からライヴハウスで自主企画を行なっ
たり、実費でフリーマガジンを制作するなど手探
りに活動し、現在はmusic UP’s＆OKMusic
にて奮闘中。マイブームは韓国ドラマ。

■ART HOUSE
〒650-0004

兵庫県神戸市中央区中山手通
2丁目1-27 伊豆ビル 3F

http://www.arthouse.ne.jp/

https://okmusic.jp/

■下北沢CLUB Que
〒155-0031
東京都世田谷区北沢 2-5-6
石井ビル 2F
http://ukproject.com/que

■それでも世界が続くなら
　オフィシャルHP
http://soredemosekaigatsudukunara.com

この座談会の全文を公開中！！▶
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【初回限定盤B】（3CD+Blu-ray)
GRRC-77～80
￥5,830（税込）
【初回限定盤B】（3CD+DVD)
GRRC-85～8
￥5,280（税込）

【通常盤】（3CD）
GRRC-70～2
￥3,630（税込）

【初回限定盤A】（3CD+Blu-ray)
GRRC-73～6
￥5,830（税込）
【初回限定盤A】（3CD+DVD)
GRRC-81～4
￥5,280（税込）

歌謡界のスーパースターと称される人物を取り上げ、さま
ざまな資料から、その人物の“すごさ”を浮き彫りにする証
言集。今回は世界に誇る日本のスーパースター、矢沢永吉を
フィーチャー。現在、71歳にして衰え知らずの矢沢の秘密
を探る！

第16回／矢沢永吉

この記事と他の証言を掲載中▶

ヤザワエイキチ：1949年9月14日生まれ、広島県広島市出身。
日本を代表するロックヴォーカリスト。矢沢永吉が率いたロックバン
ド・キャロル解散後、1975年に「アイ・ラヴ・ユー ,OK」でソロデ
ビュー。現在、楽曲数約500曲、ライヴ総数約1900本、総動員数
約700万人超えを記録。

「優しく、男らしく、器が大きく、人生の面白
さを知っていて…そういうの全部持って
いる人。そういう人が歌うと、歌が変わる
んですよ。歌詞って、自分の中身が出るん
です。書いた歌詞には自分のにおいがあ
る。だから変に歌われると嫌な感じがする
んだけど、矢沢さんが一度体に入れて歌
として出すと、彼の人生が刻み込まれて違
うものになってるんです。自分に矢沢さん
がプラグインされちゃうというか。これは
作詞家の醍醐味だね」

作詞家・売野雅勇
『東スポWeb』 

（インタビュー／【この人の哲学】
売野雅勇氏　矢沢さんはちょっとした天使

／2019年 10月15日公開）より

「永ちゃんは、音楽にすごい詳しかったね。
僕の知らないコードとかも知ってた。そし
て、本当に耳がいい。全部の音をいつも
聴いてる。だから曲のアレンジがだいた
い決まってきて、冒険というか、ちょっと違
うことをやると、『恭司、遊んだ？』とかっ
て永ちゃんはすぐ言うしね」

ギタリスト・山本恭司
『別冊カドカワ Premium』（総力特集  矢沢永吉

／角川マガジンズ／2012年 8月1日発行）より

「素でいることもね、あるいは、かっこ悪いこと
があったとしても、矢沢永吉はそのかっこ悪
さも含めて、かっこよさにしちゃうっていうか」

作家・糸井重里
『ほぼ日刊イトイ新聞』

（ほぼ日刊イトイ新聞創刊21周年記念企画
／矢沢永吉×糸井重里／スティル、現役。

／2019年 6月13日公開）より

「一度でも、永ちゃんに会ったことがある
人なら、その時の想い出を、誰もがキラキ
ラとした表情で話す。身振り、手振りを加
えて、自分の目の前に、矢沢がいた特別な
瞬間をうれしそうに、そして、誇らしそうに」

作家 リリー・フランキー
『別冊カドカワ Premium』

（総力特集  矢沢永吉／角川マガジンズ
／2012年 8月1日発行）より

「『最高！』のひとことですよ。僕の持論で
『世の中には永ちゃんを大好きな人と永
ちゃんをよく知らない人しかいない』。そし
て、会えば確実に好きになりますね（笑）。
表情とか動きだけで最高なんですよ」

プロインタビュアー・吉田 豪
『Smart FLASH』

（吉田豪を一発でノックアウトした
「矢沢永吉」のホスピタリティ

／2017年 9月9日公開）より

「日本で初めて“ロッカーとしてお金を稼いだ人”」
ミュージシャン・横山 健

『Real Sound』
（矢沢永吉、音楽との向き合い方について

『関ジャム』で語ったこと
 『Mステ』初出演にも期待

／2019年 8月30日公開）より

「父は365日24時間、ロックンローラー
だったと思います。家でダラダラしている
ことはほとんどありませんでしたし、どん
なシーンで父を見ても“矢沢永吉だ！”と
思われるような立ち居振る舞いでした」

ミュージシャン・矢沢洋子
『新R25』（ライフスタイル

／父は24時間365日、矢沢永吉でした。
／69歳になってもライブをする父の背中を見て

／「どんなときでも低姿勢でいなさい」
矢沢洋子が今でも覚えている、

父・矢沢永吉からの教え
／2019年 3月11日公開）より

「小学生の頃に初めて聞いたんですが、
要するにその頃からずっとトップを続け
ていってるというその力というか、それが
まずすごいと思うのと、やっぱり単純にそ
の、作る曲がすごいいいという事で、何っ
ていうんですかねぇ、サウンド作りとか歌
の声だとかそういうのももちろんそうで
すけど、何よりも曲がすごくいい」

ミュージシャン・奥田民生
『ほぼ日刊イトイ新聞』

（ロック・ジャパニーズの作り方。
／♯10　奥田民生。

／2001年 8月20日公開）より

「矢沢永吉のバラードっていうのはね、ちょっ
と、超一流の感じあるよね。それは認める」

ミュージシャン・吉田拓郎
ニッポン放送『吉田拓郎のオールナイトニッポンGOLD』
（リスナーが選ぶ永ちゃんの一曲と吉田拓郎さんが選ぶ
永ちゃんのこの一曲／2020年 6月12日放送）より

ベストアルバム『STANDARD～ THE BALLAD BEST～』
2020年10月21日発売
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ーアルバムは「決戦スピリット」で始ま
り、『告白実行委員会』シリーズでも人気
のキャラクター＝成海聖奈 · 萌奈を中心
にストーリーがつながっていたり、意外性
のある新曲もあって盛りだくさんで、すご
く内容の濃い一枚になりましたね。
「曲順を考えてくださったのは、いつも
ジャケットのイラストを描いてくださっ
ているHoneyWorks のヤマコさんで、
“やっぱり1曲目は「決戦スピリット」や
ろ！　盛り上がる曲で始まったほうがいい
でしょ！”という感じで（笑）。そこから畳み
かけて、バラードもあってみたいな。最後
の「乙女どもよ。」で、盛り上がった気持ち
も、悲しい気持ちも、新曲の「私を殺さな

作した新曲「ぐる恋」はゲーム愛を題材に
した歌詞とアップテンポなサウンドが秀
逸です。
「ギターのリフのフレーズがいつものチ
コハニっぽくないので、新鮮さを感じてい
ただけると思いますね」
ーHoneyWorks 公式リズムゲーム
『HoneyWorks Premium Live』（以
下、『ハニプレ』）も事前登録受付中です
が、それをイメージして作ったのですか?
「そういうわけではなくて、最初はGom
さんから恋愛ソングというテーマをいた
だいて何パターンも書いたんですけど、
どうしても最後まで書き切れなくて。テー
マをリセットして、“私が一番書けるのは何
だろう？”と考えて辿り着いたテーマがソ
シャゲだったんです。推しキャラに対する
愛、ガチャでSSRが出るまでのハラハラ
感などを想像したら、スラスラとアイディ
アが湧いてきたので、それをGomさん
に提案させてもらい、あとはキャッチボー
ルでアドバイスしていただきながら無事
に完成させることができました」
ー本作の中で特に意外性があったのは
「Alive」。EDMのサウンドに全編英語
の歌詞だったので、“これがチコハニ?”と
思いました。
「チコハニ初の英語の曲で、私としても大
挑戦でした。ただ、あまりに意外すぎて、
私が歌っていることに気づかなかったバン
ドメンバーもいたほどです（笑）」
ー歌詞はどんな内容なのですか?
「人生の終わりが分かっている男の子の
歌で、1番は落ち込んで希望を失ってい
て、2番では生きている間にやりたいこと
をやろうと前向きになっていきます。“生
と死”をテーマにした、チコハニの中でも
重い内容ですね」
ーマリー ·アントワネットをモチーフに
した「Marie」は、いつになく激しくドラマ
チックですね。
「これも以前に、私から提案していたもの
です。「プライド革命」（2015年 8月発
表のシングル）のカップリングに「ヒストリ
ア」という曲があって、ダークでファンタ
ジーな世界観がチコハニの中では異質

いで」で“ウウ～”ってなった気持ちも、全
部回収していくような壮快感があります」
ーリード曲の「幸せ。」は成海家のお父
さんの気持ちを歌っているんですね。
「お父さんとお母さんって学生の頃まで
はいて当たり前の存在で、そのいつもの
風景がなくなった時に、ありがたさや自分
の弱さを感じるものですよね。そんな後
悔があってこそ気づけた気持ちが歌詞に
表れていて、すごく心が温まります。成海
家のお父さんはヤンチャをしていた過去
があるんですが、shito さんが気持ちの
たくさんこもった素敵な曲を作ってくれま
した。初回限定盤には成海家のストーリー
を書いたライトノベルも付くので、ぜひ読

で、ライヴでは入れどころが難しかったん
ですよ。なので、同じ路線の曲がもう一曲
あれば、セットリストを組みやすくなるん
じゃないかと思い、Gomさんにリクエス
トしていたんです。歌うのがすごく難しい
んですけど、サビで高音にパーンと抜ける
ところが、すごく気持ち良いんですよ。ギ
ターもカッコ良くて、Oji がライヴでセン
ターに立って、キュイ～ンと弾きまくる姿
が目に浮かびますね」
ーそして、「私を殺さないで」。まずタイ
トルにドキッとしました。
「すごくメッセージ性がある曲です。《私を
殺してたのは私でした》というフレーズが
あって、ここは歌っていてすごく苦しくな
ります。レコーディングでこのフレーズを
歌った時、泣きそうになりました」
ー歌詞に込められたメッセージは10代
の学生にすごく響きそうだと思いました。
「高校生くらいまでの学生にとっては、学
校であった出来事が全てで、その小さな
世界で自分の存在を否定してしまうことが
あると思うんです。作詞をしたshitoさん
が、大人になってから後悔してほしくない
とメッセージを込めて作ってくれました。
きっと聴いてくれる学生の方の中には、誰
にも相談できず自分の殻に閉じこもってし
まっている人もいると思うので、そんな人
に“そんなことないんだよ、大丈夫だよ”っ
て、この曲を通して言ってあげたいです」
ーネガティブな言葉と前向きな言葉が
交互に繰り返されている感じですが、これ
は何をイメージして?
「“ ”で括られているところは子供の自分
で、子供と大人の自分がかけ合っているイ
メージです。子供の自分は声色を変えて
幼く歌って、大人の自分は背中をやさしく
支えてあげるというか、見守る目線で歌い
ました」
ーアコースティックギターと歌だけのシ
ンプルな曲だけに、歌がすごく印象的に響
きますね。
「音質やニュアンスにもこだわってて、マ
イクもいつもとは違うものを使っていま
す。shitoさんから“メリハリをつけてほし
い”とディレクションがあったので、Aメロ

みながら楽しんでほしいです」
ーレコーディングはどうでしたか?
「ディレクションでは“声を張るのではな
く、飾らずシンプルに歌ってほしい”と言
われました。細かく言うと、あまり口を大
きく開けずにボソボソ歌うみたいな。親
のありがたみとか、自分が今後家庭を築
くかもしれないことも想像しながら、歌詞
に寄り添って歌うことができました。この
曲で改めて自分のことを見つめ直しても
らって、いろんなことに気づいてもらえた
らいいなと思います」
ーHoneyWorks のアルバム『好きす
ぎてやばい。～告白実行委員会キャラク
ターソング集～』（2020年1月発表）に
収録されている、成海家の長女・聖奈か
ら妹・萌奈への気持ちを歌った「ワタシノ
テンシ」のカバーも収録されてますね。
「成海姉妹の絆と姉妹愛にすごく感動し
ます。「ワタシノテンシ」は原曲を声優の
雨宮天さんが歌っているのですが、曲中
には台詞もあって。どの速さでどんなしゃ
べり方をすればいいか、雨宮さんのバー
ジョンを聴いて練習したんですけど、大根
演技になっていないか心配です（笑）」
ー「ヒロイン育成計画」もカバーしてい
ますが、CHiCO with HoneyWorks（以
下、チコハニ）らしさみたいなものはどん
なふうに考えましたか?
「せっかく自分のアルバムに収録するの
だから、モノマネではなく自分らしいニュ
アンスが出せるようにと意識しました。
「ワタシノテンシ」の原曲はやさしく穏や
かに歌っていますが、サビを少しニヒルな
感じで歌ってみたり、感情をオーバーに入
れているところがあって、そこがチコハニ
らしいです。「ヒロイン育成計画」は原曲
を声優の水瀬いのりさんが歌っていて、
アイドルソングのような可愛いさがある
ので、チコハニのバージョンはアーティス
トっぽく、歌い回しに少しニュアンスを入
れながら歌ったから、可愛いくなりすぎな
い、チコハニらしい「ヒロイン育成計画」
になったと思います」
ーCHiCOさんがGomさんと詞を共

とBメロは擦れるか擦れないかのギリギ
リで囁くように、サビは芯のある声で強く
歌っています」
ーあと、初回限定盤のDisc2には昨
年のツアー『5th Anniversary Hall 
Tour 2019 LiVE 5's ON !!』の名古屋
フォレストホールでのファイナル公演か
ら初のライヴ音源が収録されているので
すが、「プライド革命」「サイダー」「世界は
恋に落ちて」の3曲を選んだ理由という
のは?
「「世界は恋に落ちて」はデビュー曲なの
で初ライヴ音源には絶対入れたいと思っ
ていました。「プライド革命」はベースの
Hiroki169さんが“全員、声出せ！”と叫ぶ
のが定番で、収録した音源では“ファイナ
ル、声出せ！”と言っていて、「サイダー」も曲
中に私の“いくよ”とか“せーの”といった声
が入っているので、ライヴだからこその空
気感を体験してほしいと思って選びました。
ロック、ポップ、ミドルバラード、この3曲で
チコハニのライヴの魅力が体感できます。
ライヴに興味を持ってもらえたり、ライヴに
行った気分になってもらえたら嬉しいです」

取材：榑林史章

HoneyWorks 4 カ月連続リリースの第二弾はCHiCO with HoneyWorks の 3rd アルバム『瞬く世界
に i を揺らせ』。「ヒカリ証明論」以降のシングル表題曲をはじめ、リードトラック「幸せ。」、初の全英語詞の
「Alive」、メッセージが詰まった弾き語り曲「私を殺さないで」などの新曲5曲と「ワタシノテンシ」や「ヒロ
イン育成計画」といったHoneyWorks のカバーなど全14曲を収録。家族愛や姉妹愛、自己愛などさまざ
まな愛が込められた本作についてCHiCO（Vo）を直撃した。

CHiCOのチャレンジとメッセージが満載のアルバムが完成！

このインタビューの全文を公開中！！▶

Album　9/16 Release
MusicRay’n

【初回生産限定盤】
（2CD+DVD）
SMCL 660～ 3
￥3,800（税抜）　
※ライトノベル小説
   + 豪華特典付

【通常盤】（CD）
SMCL 664
￥2,800（税抜）
※初回仕様

『瞬く世界に i を揺らせ』

■サーキュレーター
「今まで使っていた扇風機が壊れてしまったから、新しいものが欲しいとずっと思ってたんです。ちょうど小さくて可愛いのを偶然見つけて。夜とかエアコン
をつけて寝ると風邪をひきやすいので、あまり使いたくなくて…一番の理想は窓を開けて、夜風と扇風機なんです。日中はエアコンを除湿にして、一日中つけ
てます！」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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Album　9/23 Release
Lantis

LACA-9778～ 9
￥3,600（税抜）
※2CD

ー今回のベスト盤は昨年のツアー『せ
かいじゅのはな』のファイナル公演で2
日間を作曲者別に分けて選曲した企画が
もとになっていますが、アルバムとして制
作してみていかがでしたか?
ササキ：僕が作る曲ときみコが作る曲は
似ていると以前は思っていたんですけど、
実際に分けて聴き比べてみるとまったく
違っていましたね。きみコの曲は全体に明
るくて、逆に自分の曲はどこか暗くて、陰
と陽に完全に分かれた感じがあるなと。こ
うしてカラーの違いがはっきりと分かった
ことは、僕にとって自信になりました。
きみコ：ジュンはよく言うよね。あたしの
曲なのに、“これは俺の曲じゃないの ?”っ
て（笑）。

はここ最近書いた曲の中でも気に入って
いたので、どっちがいいかなって。最終的
に「アイシー」に決まったんですけど、「ア
イシー」はメンバーだった（青山）友樹が
亡くなったことがあって書いた曲なので、
とても思い入れの深い曲なんです。聴い
てくれているみんなも思っていた以上に、
この曲に思い入れを持ってくれているこ
とが分かって嬉しかったですね。
ー10年一緒に歩んできた、ファンの想
いも詰まったベストということですね。
きみコ：そうですね。曲を選ぶ時は、みん
なの顔を思い浮かべながらでした。ぼくら
が何を入れたいかよりも、みんなは何を
入れてもらいたがっているのか…やっぱ
りみんなに喜んでもらいたいので、その
一心で作りました。
ーそんな今作には新曲も収録されてい
るのですが、“JUN MELODY.”の「スピ
カ」はツアーファイナルの時にゲストの愛
美さんが歌ったロックチューンのセルフ
カバーで。
きみコ：「スピカ」は本当に反響が大き
かったですね。ぼくらも手応えを感じた曲
で、愛美ちゃんも喜んでくれて。ライヴ後
から“いずれリリースしたいね”と言って
いたのが、今回のタイミングになりました。
“KIMIKO MELODY.”に収録した新曲
「イトシキヒビ」は、「スピカ」の収録が決
まってから作りました。
ササキ：「スピカ」をライヴで披露した時
はワンコーラス半しかなかったんですけ
ど、今回はフル尺で収録しています。曲と
しては愛美ちゃんが歌ってくれれば、愛美
ちゃんの曲になるというイメージがあっ
たので、nano.RIPE の曲を作るのと同じ
ような感覚で作りました。
きみコ：「プラリネ」がそうだったからとい
うことだよね。
ササキ：そうそう。愛美ちゃんを意識しな
くても愛美ちゃんの曲になるという確信が
あったから、いつも通りに作った感じです。
ーそもそも愛美さんはゲーム『アイド
ルマスター ミリオンライブ！』に出てくる

ササキ：「あとの花火」とかメロディーが
きれいな曲だと、勝手に自分の手柄にした
くなっちゃって（笑）。
ーそれぞれのテイストは違っても“nano.
RIPEらしさ”は共通して持てているという
ことですね。
きみコ：そうですね。それにジュンが作っ
たメロディーでも、自分が歌いやすいよう
に少しずつ変えてしまっているものもある
ので、ジュンのメロディーがあたしのメロ
ディーではないということではないし。どっ
ちが作ってもnano.RIPEだって思えます。
ー今作ではそれぞれ候補を2曲挙げて
ファンにTwitter で投票してもらうという
企画もやっていましたね。
ササキ：僕は「タキオン」か「ローリエ」の

ジュリアというキャラクターの声を演じて
いて、そのキャラクターソングの「プラリ
ネ」と「アイル」をジュンさんが作曲し、き
みコさんが作詞をしたという流れがある
んですよね。
きみコ：そうなんです。6年くらい前にジュ
リアの「流星群」という曲の歌詞を、あた
しが担当させていただいたのが最初です。
「スピカ」はジュリアと愛美ちゃんのふた
りを曲の中に込めたいと思って、愛美ちゃ
んにいろいろ話を訊いて作詞をしました。
愛美ちゃんにとってジュリアはどういう存
在なのかとか、愛美ちゃんから聞いた話を
ギュッと詰め込んだので、本人もすごく喜
んでくれました。
ーまた、もう一曲の「イトシキヒビ」は伊
藤かな恵さんをイメージして作ったもの
とのことですが。
きみコ：はい。かな恵ちゃんと出会ったの
は10年くらい前になるんですけど、TV
アニメ『花咲くいろは』で主人公の松前緒
花ちゃんを演じていたのがかな恵ちゃん
なんです。『花咲くいろは』にはメジャーデ
ビュー曲「パトリシア」をはじめ、「ハナノイ
ロ」や「面影ワープ」などたくさんの曲を
書いてて、“nano.RIPEと言えば『花咲く
いろは』だ”と思ってくださる人も多いん
ですね。きっとかな恵ちゃんにとっても『花
咲くいろは』は大事な存在だと思うんです
よ。なので、愛美ちゃんにとってのジュリア
を書いたように、かな恵ちゃんにとっての
緒花ちゃんをイメージして書きました。
ー温かくてほっこりする曲で、伊藤さん
との約10年の交流の日々を思い出して
いるような印象もありました。
きみコ：“思い出している”という意味では、
「ハナノイロ」をもう一度書こうみたいな
気持ちでした。でも、あのままの青臭さで
はなく、もう少し大人になった10年後の
「ハナノイロ」というか。登場人物たちも
同じように10年の歳を重ねたイメージ
で書いたので、少しノスタルジックな雰囲
気はあるかと思います。
ササキ：「ハナノイロ」の現代版を作りた

二択で悩んで、これはファンに委ねるしか
ないと思って。「タキオン」に決まったんで
すけど、きっとライヴの印象で選んだ方が
多いのかもしれないですね。ライヴで盛
り上がる曲なんだけど、ずっとやっていな
いから欲しているのかなって。「ローリエ」
は高校野球をイメージした曲だから、今
の野球シーズンに聴くとグッときて、こっ
ちもいいと思ったんですけどね…。
きみコ：発売の頃は高校野球終わってる
し!　みんなに決めてもらって良かった
です（笑）。
ーきみコさんは「アイシー」と「うてな」
ですよね。
きみコ：はい。「アイシー」は配信のみで
しかリリースしていなかったし、「うてな」

いというきみコの想いに応えて、なるべく
若い頃の気持ちを忘れないようにという
か…バンドサウンドで、難しいことをしな
いアレンジを意識しました。
ーそして、ベスト盤のタイトルの“月に
棲む星のうた”ですが、どういうイメージ
でつけたんですか?
きみコ：まず月の誕生についてお話をし
ないといけないんですけど…月というの
は星が地球に衝突して砕けた時の破片が
集まってできたもので、その時に飛び散っ
た地球の破片も中に取り込まれているん
ですよ。つまり、月の中には地球の成分も
含まれていて、地球のすぐ側に浮かんで
いるという説があるんです。仮にnano.
RIPEが地球だとしたら、nano.RIPEと
出会った人にはきっとnano.RIPE の成
分が取り込まれていて、月と地球のように
お互いを干渉し合える距離感にいると言
えるんじゃないかと。
ーみんなの中にnano.RIPE の歌があ
ると?
きみコ：そうです。説明しないと絶対に伝
わらないタイトルですけど（笑）。10 年
やってきて、みんなの中にnano.RIPEが
住んでいるって思えていることが宝物だ
と思っています。

取材：榑林史章

メジャーデビュー10周年を記念したベストアルバム『月に棲む星のうた ～nano.RIPE 10th Anniversary 
Best ～』は“KIMIKO MELODY.”と“JUN MELODY.”という作曲者別に選曲した2枚組で、各盤には声優
の伊藤かな恵と愛美をイメージした新曲も収録。そんな本作に込めた想いをきみコ（Vo&Gu）とササキジュン
（Gu）が語ってくれる。

みんなの中に nano.RIPE が住んでいるって思えていることが宝物

『月に棲む星のうた 
  ～nano.RIPE 10th Anniversary Best～』

このインタビューの全文を公開中！！▶

L → R　ササキジュン（Gu）、きみコ（Vo&Gu）

■きみコ…インテリア用品
「今まで気になっていたインテリア用品を全部買い替えたんですよ。家にいる
時間が増えたので、ダイニングにある椅子のカバーとか猫にやられてたもの
を取り替えたり、そういう気になっているものをすっきりさせて。そのちょっ
としたことが生活を豊かにするんで、“もっと早くやっておけば良かった”っ
て思いましたね。制作する時も気分良く始められるし。トイレのインテリアも
きれいにしたので、トイレの時間も豊かになりました（笑）」

■ササキジュン…アンプ
「ずっと探してたんですよ。アレンジャーさんがレコーディングの時に持って
来てくれたことがあって、すごく音が良かったんです。もう日本には入って来
てないらしんですけど、オークションに出ているのを見つけて入手しました。
今はライヴがないから家で鳴らしているけど、“やっぱ、これだ !”みたいな。
ボリュームとトーンのつまみしか付いてなくて、音も限られてくるんですけ
ど、いい感じの音が出るので、誰が弾いてもいい音が鳴ると思います（笑）」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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■スニーカー
「今日も履いてきてるんですけど、ニューバランスのスニーカーを買いました。私、厳ついものが好きで、デザイン性を重視して、3キロぐらいあるんじゃない
かってくらいに重い靴ばかり買ってたんですよ。海外のブランドのものが好きなんで、輸入してたりして。国によって足のサイズが違うから、なかなか自分に
合うものがないんですけど、可愛いから高くても買ってたんです。でも、さすがに足が疲れるし、ニューバランスだと軽いかなと思って。買ったのはメンズなん
ですけど、デザインも気に入ってるし、軽いし…あと、やっぱり足にフィットするってめっちゃいい（笑）。ジョギングする時も履いているし、さまざまな場面に
おいて役立ってますね。レコード会社の前の急な坂も楽勝でした！（笑）　これを機にスニーカー好きになるかもしれないです」

ー今作には17歳から現在に至るまで
の曲が収録されているそうですね。
「“曲と私が一緒に生きている”という感
覚は、たぶんファンの人にもあると思うん
ですよ。だから、昔の曲もいっぱい入れた
かったんです。今回、昔の曲をもう一回レ
コーディングすることになってすごく恥ず
かしかったんですが、そこは割り切って頑
張りました（笑）」
ー“彼女がいなければ孤独だった”とい
うタイトルには、どんな想いが込められて
いるのでしょうか?
「ワンマンライヴの時にいただいた手紙
の中に“西片さんがいなければ、私は本
当に孤独でした”という言葉があったん
です。その時は何かに使おうとはまった
く思っていなかったんですけど、ずっとそ
れを覚えていて。他にもいろいろな手紙

人とでは、考え方自体が違うじゃないです
か。自分はやりたいことをやる人のほうが
きれいに見えたけれど、大人になった時に
どっちを選ぶのかなと思って。不安や憧れ
といったいろいろな気持ちが混ざって、こ
の「黒いエレキ」を書いたのかなと、今に
なって思います」
ー2曲目の「リリー」は勢いのある爽快
な楽曲で。
「もともと原作がコミックのドラマ主題歌
の話があって。これに関しては歌詞もすご
く考えました。その漫画はいろいろなタ
イプの男性に対して、主人公の女の子が
罵倒していくという話だったんですけど、
女の子は本当に好きな人を探してるんだ
ろうなと思ったんです。その姿を花に例
えたら何になるのかと思って調べたら、リ
リーには“純白”みたいな花言葉があった
ので、それをもとに作ろうと。サウンドに関
しては“勢いのあるものにしてほしい”とリ
クエストがあったからこういう感じになり
ました。編曲担当の keebowさんはイン
ディーズ時代からずっと一緒にやってき
た方で。他の曲はスタジオ内で完成させ
たんですけど、keebowさんとはオンラ
イン上で“こんな感じがいいです”とやり
取りしました」
ー「片瀬」は好きな人との心のやり取り
を描いたエモーショナルなナンバーです
が、この曲については?
「これは20歳くらいの時に書いた曲で、
それまでは自分の思考の中にいることが
好きだったから、外側の世界にあまり気持
ちが向かなかったり、視線が行かなかった
りしたんです。正直に言うと、海とかを見
てもきれいと思ったことがなくて…。それ
は地元がニュータウンだったので、無機質
な建物が並び、道もずっと一直線で続い
ているようなところで育ったことが影響し
ているんだと思うんですけど。で、20歳
くらいの時に好きな人と片瀬江ノ島まで
海を見に行くことがあって。その好きな人
は何に対しても純粋で、子供のまま大人
になったみたいな人だったんですよ。だか
らか、その人と一緒に海を見た時、初めて

をいただいてて、“電車の中で聴いていま
す”とか、“〇〇で聴いています”と書かれ
ていたんですね。だから、その場所に自分
が行った時には、“ここで聴いてくれたん
だな”と想いを馳せたりして。で、今回ミニ
アルバムを出すとなった時、この言葉が
パッと浮かんで、絶対に“彼女がいなけれ
ば孤独だった”にしようと思いました」
ー1曲目の「黒いエレキ」はライヴハウ
スに出ている上の世代のバンドマンにつ
いて書かれていますよね。いろいろな感
情が含まれていると感じたのですが。
「この曲はライヴハウスで歌い始めた時く
らいに書いたんですけど、バンドとかやっ
ている人たちって、そこら辺にいたら見か
けはめちゃくちゃダメそうな人じゃないで
すか（笑）。でも、ステージに立った時に、人
が変わったように輝く瞬間を見て。特定の

“すごくきれいだな”と思えたんです。そ
の海がきれいという事実よりも、私自身
が海を“きれいだな”と思えたことが嬉しく
て、その時にちょっと自分が変わった気が
したんです」
ーそれはすごい転機ですね。
「それまでは家で体育座りしていたような
気持ちだったけど、連れ出してくれる人が
いるだけで、こんなに人って変わるんだな
と思って。だから、その日のことは今でも
すごく覚えていて、宝物みたいに大事にし
ています。さらにもうひとつ話があるんで
す。その時に、ちょうど会社員の友達が心
の病になってしまって、会社を辞めてずっ
と部屋にいるということを聞いて。その友
達が“一緒に住んでいる恋人がいつも帰
り道にお花屋さんで花を一本買ってきて
くれて、その花を生けて窓際に飾るのが
毎日の楽しみなんだよね”と言った時に、
すごくその子の気持ちが分かってリンク
したんです。この曲はその女の子にも捧
げた曲だし、私自身もその経験をして変
わったという曲なんです。そういう意味で
も歌う時はすごく大事にしているし、編曲
はMETAFIVE のゴンドウトモヒコさん
なのですが、“話し声を入れたい”とか“サ
ビではこうしたい”とか、じっくりやり取り
をして作っていきました」
ーそして、「嫉妬しろよ」はストレートな
恋愛の歌ですよね。
「当時は一緒に音楽を始めた友達がみん
なメジャーデビューしたり、レーベルに所
属したりして、周りがすごく頑張ってる分、
“なんで自分はこうなんだろう?”と思っ
ていて。恋愛に依存して、彼氏の家に入り
浸っている時期に書いた曲です（笑）。今、
この曲はYouTubeで公開されているん
ですけど、当時の私の気持ちと近いメッ
セージやコメントが書かれているのを見
ると、“あぁ、懐かしい気持ちだな。私はこ
の感情を知っている”と思うんですよ。今
では好きになることと依存することは違う
と分かっているし、こういうもろに入り込
むことはもうないだろうから、その時にし
か書けなかった曲だと思ってます」

モデルの人がいるわけではないんですけ
ど、社会と自分を切り離して、ただ自分の
半径30センチぐらいの世界を歌ってる
人たちが、私にはとても美しく見えたんで
す。売れようとがむしゃらになっているわ
けでもなく、むしろそんなことはどうでも
いいと思っているのが、ほんとにカッコ良
いと思って」
ー確かに、周りに影響されない強さを
感じます。
「例えば、“あの人たちは新宿駅とかの大
きな街頭ビジョンで流れているビルボー
ドなどのランキングを見てどう思ってる
んだろう?　自分は将来どっちになるん
だろう?”と漠然と思ったんです。それは
別に音楽だけでなく、会社に入ったとして
も同じで。ただ自分がやりたいからやって
いる人と、“昇り詰めたい！”と思っている

ー「23 :13」は今作の中では比較的新
しく、今の西片さんにもっとも近い曲だそ
うですが。
「昨年の夏か秋、とても憧れていた人がい
た時に書いた曲になります。その人に“私
は西片の曲を聴いても何も思わない”と
言われて」
ーええ!?
「理由を訊いたら、“私はひとりでも生きて
いけるし、誰かに依存したり、想いを馳せ
なくても大丈夫だから”と言われて。それ
で納得したんですよね。その人の人生が
縦だとしたら私は横にいて、決して交わる
ところはなく、これからもずっとそうやっ
て生きていくんだなって。そしたら、とて
もつらく思えてきて。それが23時 13
分だったんです」
ー「23 :13」で影響されない人とのこ
とを描きつつ、最後の楽曲は《男は元カノ
の成分で8割型出来ているらしい》と歌
う「元カノの成分」で、“私はこういう人な
のよ”と西片さんらしさで締めているんで
すね。
「誰かとぶつかったり、共有したりすること
で生まれる楽曲がほとんどなので、「元カ
ノの成分」で締めたのはそういう意味が
ありますね」

取材：キャベトンコ

独特の視点で書かれた歌詞が共感を呼ぶシンガーソングライターの西片梨帆が、9月23日にリリースさ
れるミニアルバム『彼女がいなければ孤独だった』でメジャーデビューする。どことなく神秘的なイメージ
に包まれている彼女に、最新作についてはもちろん、各楽曲の背景など、自身を作ってきたものたちについ
て語ってもらった。

連れ出してくれる人がいるだけで人って変わる

Album　9/23 Release
日本コロムビア

COCB-54301 
￥2,300（税抜）

『彼女がいなければ孤独だった』

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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Digital Single　
9/16 Release
フォーライフミュージック
エンタテイメント

■クッションファンデーション
「くだらないものしか買ってないんだけど（笑）…あっ、ちょっと前のことでもいいですか？　私、すごいコスメが好きで、この間、イヴ · サンローランにクッ
ションファンデを買いに行ったら、ちょうど期間限定でパッケージが何種類か選べたんですね。名前を彫ってくれたりもして。で、店員さんが“どれがいいです
か？”って持ってきたんですけど、最初に持ってきてくれたやつがめちゃくちゃ可愛くて、他のものを見ずに“それにします！”って言ったんですよ。そしたら
“あの…こちらだけ少々高くて”って言われて、3万円くらいしたんです。他のものはどれも7,000円くらいなのに。でも、買っちゃいましたよー。今日も持っ
てきてるんですけど、私、化粧直ししないから持ってるだけなんです。まぁ、買って嬉しかったという逸品です。でも、先に他のものを見てたら買ってなかった
かもしれないですよね。あの店員さん、きっと営業成績ナンバー１ですよ」

ー今回はドラマの主題歌ということで、
どのように曲を作っていきましたか?
「テーマが年上女性と年下男性の話なん
ですけど、原作の漫画を読んで“私は年下
の男性と付き合ったことがないから歌詞
にできない !　どうしよう？”と。満足のい
く歌詞が書けるようになるまで、結構長
い時間がかかりました。普通に物語を読
む分には女の子に感情移入して読み終え
るんですけど、歌詞を書くから主人公の
子のことをもっと分からなきゃいけない…
“この子が持っている切なさとか苦しさ
を理解しなきゃ”と考えたんです。でも、彼
女の思考がなぜそうなるのかが分からな
かったから大変でした。私は本能で生きる
タイプなので、“なんでそんなことを考え
ているんだろう？”と思って」
ー例えば“何歳までに結婚しなきゃ”と
か、主人公は一般的な考えにとらわれて

「あまりそれについて考える機会はない
ですよね」
ーそれこそ思い浮かぶのは、子供の頃
のおまじないごっことかですし。
「消しゴムに好きな人の名前を書いて、最
後まで使い切ったら成就するとかね」
ーありましたね !　また、前半の歌詞に
《貴方を好きになっては いけない理由を
／探すのに 必死になってる／本当に私
なんかでいいの》とありますが、まさにこ
こは歳の差があるカップルならではだと
感じました。
「そうそう。最初はブレーキをかけている
んだけれど、歌詞が進むにつれて次第に
ほぐれていって、その感じがストーリーを
なぞっているというか。ストーリーが進む
過程を結構意識して書いていきました。
心を開いていく様子がとても見える歌詞
なんじゃないかと思っています」
ー普段も曲を作る時はそういうことは
意識します?
「ストーリーを進めることもありますけど、
基本は停滞が好きというか。“私、ここにい
るんです！”というのが好きなので、あまり
ハッピーエンドの曲を書かないから珍しい
かもしれないですね（笑）。未来の話とか、
周りの目とか、年の差とか…そういった自
分でかけてしまっていた呪いが解けてい
くみたいな感じです。そう言えば、おまじな
いって漢字変換すると“お呪い”になるんで
すよ。文字入力をしてから知ったので、“め
ちゃくちゃ怖い！”と思いました（笑）」
ーちょっと毒がある言葉ですよね（笑）。
あと、中盤で出てくる《二つ並んだ 歯ブラ
シみたいに／二人並んで そばにいて》と
いうところは、ほのかさん独特の目線だと
思ったのですが。
「人の家に行って歯ブラシを置くという
行為が好きなんですよ。また行った時に
“あっ、まだある”って思うとか。それを確
かめるのが趣味で（笑）。ふたつあると嬉
しくなるんです。親密な仲にならないと歯
ブラシがあるという状態にならないじゃ
ないですか。歯ブラシが並ぶことによって

いたのでしょうか?
「そうそう。いわゆるレール的なことを考
えていることとか。もちろん彼女のそうい
う気持ちは分からなくもないんですけど、
“そこまで考えるんだ !?”みたいな」
ーそこで周囲にいるお姉様方に話を訊
いたとのことで。
「私は15歳以上年上のお姉さん方とも
遊んでて、その中にだいぶ年下の彼氏と
付き合ってる人がいるんですよ。だから、急
いで連絡して“どんな感じなんですか？”と
いろいろお話を聞かせてもらいました。そ
の時は分からなかったんですけど、やはり
あまり年の差を気にしてないというか。だ
から、私自身が『30禁　それは30歳未
満お断りの恋。』というストーリーに対して、

“歳の差”ということを意識しすぎていた
のが良くなかったと。そう思ったら歌詞が
サーッと書けたんです」

関係性が深まったといった感じで、ふたり
がそばにいるようになる…みたいな」
ーさらに進んでいくと《あの日くれた 
ネックレスみたいに／私もちゃんと 残し
てて》とあって。
「ネックレスが『30禁 それは30歳未満
お断りの恋。』のストーリーに出てくるんで
すよ。いろいろあって、年下の男の子が頑
張って買ったブランドのネックレスをもら
うというシーンがあるんです。その渡し方
が素敵で、“こんな渡され方をされたい！”
と思って歌詞に入れてみました（笑）」
ーなるほど（笑）。
「アクセサリーは残るじゃないですか。“物に
罪はない”と言えども、元カレにもらったネッ
クレスって捨てようと思ったりするし。そのア
クセサリーをもらった…気持ちを残すみた
いな感じが伝わればいいなと思ってます」
ーネックレスはあくまでも象徴である
んですね。
「そうです。それを残すということは、気持
ちが残るから残しているんだと思うんです。
“あの日くれたネックレスみたいに、私も
ちゃんと心の中で残しててね”みたいな」
ーこの曲は歌謡曲的な懐かしさも感じ
ますが、作曲についてはどんなことを考え
ましたか?
「「おまじない」を制作するにあたっては、
メロが違うものを4曲くらい書いたんで
す。その中でも《私が幸せに なるための
おまじない／ゆっくり 私にかけて》という
最初のメロディーと歌詞はずっと変わらな
くて。それを使いたいがために違うメロを
書いていくみたいな感じだったので、その
2行にすごくこだわりを持っていました」
ーそこを活かすために、どんな曲にす
ればいいかを考えた?
「そうです。そこが大切すぎて、もはやサビ
とか分からないみたいな。その2行がで
きた時点で、とても満足していたんですよ
（笑）」
ーその冒頭の部分は本当にスッと入っ
てきます。
「冒頭の 2行で“何かあったな”という感

ーそんな曲に“おまじない”というタイ
トルをつけたのはどういった想いからで
すか?
「歌詞が書けないと思っている時でも、タイ
トルは“おまじない”でいこうと決めていて。
タイトルから決めたのは初めてかもしれな
いです。漫画を読んだ時、おまじない的な
要素のシーンがあったので、絶対に“おま
じない”というワードを使おうとすぐに思い
ました。おまじないって“約束”までいかず、
ちょっと切なくて、ちょっと期待しているだ
けみたいなイメージじゃないですか。約束
だと“やるよね。こうするよね”みたいな契約
的な感じですけど、私の中だとおまじない
は“願い”なんです。その切なさがふたりの
情景の切なさに重なったらいいなと」
ーおまじないは身近な言葉だけど、タ
イトルになるとすごくいい言葉だと思い
ました。

じじゃないですか。それこそ冒頭のメロ
ディーは他のサビとかにもまったく出てこ
ないので、そこを一番大事に作りました」
ー今回、主題歌を作るという経験をさ
れてどんなことを感じましたか?
「これまでに一回だけ男の子に楽曲提供
（あっとくんのデビューシングル「Crazy
Crash/ラマ」収録の「ラマ」）したことが
あって。その時に“人のためならすごく書
きやすい”と思ったんですよ。その子のイ
メージを出してあげる曲を作るのはとて
も楽しいし。今回もテーマがあるからすぐ
にできるんじゃないかと思っていたんで
すけど、いざやってみたら人のためと物に
対してとではまったく違ったっていう。漫
画のストーリーを曲に落とし込むのか、そ
れとも作者である漫画家さんが何を伝え
たいのかまで汲み取るのか…いろいろ複
雑に考えてしまって。私にはたまにそうい
う癖があると気づきました。でも、シンプ
ルに初心に戻ったおかげで書けるように
なれましたね。音楽を始めたての頃は一
日一曲は絶対に作るモードに入っていた
時があったんですけど、そこから今は“自
分がこうなりたいからこういう曲を作る”
とか“こういう曲を作りたい”みたいになっ
て。今回の経験はいろいろ複雑に考えて
しまう私を解放してくれたと思います」

取材：キャベトンコ

シンガーソングライター · ほのかりんが FODオリジナルドラマ『30禁　それは30歳未満お断りの恋。』
の主題歌として、新曲「おまじない」を書き下ろした。“主人公の気持ちを理解しなきゃって考えすぎて作詞
に時間がかかった”と話してくれた彼女。書き下ろし作品を作ることでどんなことを感じたのだろうか？

「おまじない」

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』

作詞に時間はかかったけど、初心に戻ることができた
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ー前作から2カ月振りのシングルとい
うことで、今年に入ってかなりハイペース
のリリースですね。
「7月の「I’m Nobody」はタイアップだっ
たんで、リリースとしては急遽決まったも
のだったんですよ。逆に10月のツアーを

口”という意味で使ってるんですけど、図
らずも昨年“2020年をどんな年にする
か？”っていうのをマネージャーと話して
いた時に、“いろんなことの価値観を疑っ
てみよう”っていうテーマが出たんです。昭
和に育ってきた僕らと今の人たちとでは、
物事の価値観も絶対に違うし、僕らが当た
り前だと思っていることも、たぶん通用し
なかったりする。でも、僕らはそういう人た
ちに対してエンタメを提示していくわけ
なんだから、“今までの常識を一回疑って
みようぜ”っていうことですね。今年に入っ
たらこういう状況になって、誰もがどこに
あるのか分からない出口を探しているけ
れど、それって誰かが決めるものじゃなく、
自分が“ここが出口だ”って決めるしかな
いんですよ。で、僕にとって出口はイコール

“価値観のアップデート”なんです」
ーなるほど。コロナの終息だけを出口
と考えると、ただ待つだけの日々になって
しまいますからね。
「そうなんです。コロナ前のやり方が100
で、それ以外は100以下って考えちゃう
と、不安やネガティブな感情にしか向かわ
ないんですよ。だから、とにかく価値観を変
えて、別の100のものを作ればいいって
いうことですね。そう自分を鼓舞するため
の曲でもあり、この曲を書けたことで吹っ
切れました。レコーディングでも久しぶりの
森久保節で、“あっ、始まった！　2020年”
みたいな感じはありましたね（笑）」
ー今回はMVもお洒落ですね。
「MV撮影で今まで僕は数々の廃墟に
行ってるんですけど、スタッフがまた新し
い廃墟を見つけてくれました！　ただ、今
までは病院の跡地とか、何かに使われた
あとの廃墟ばっかりだったのが、今回は建
設途中の廃墟だったんで、なんだかさわ
やかでした（笑）。ライティングの技術もす
ごいし。今回も曲のメッセージやテーマを
監督が深く汲み取ってくれたんで、とても
気に入ってます。アーティスト写真のほう
も、またデザイナーが張り切っちゃって、
これ本物の鎖なんですよ。普段はそんな

控えた今回のタイミングで新曲を出そう
というのは昨年から考えていたことで、そ
の時点では2年振りのソロシングルにな
る予定だったから、ここで“This is 森久保
節”…ちょっとラウドめのものをやりたいな
と。ただ、その制作をしていたのが5月と

に口出さないプロデューサーも、鎖の縛
り方だけは注文をつけてきて“急に鎖だ
け？”っていう（笑）」
ーアートワークも“解放”というメッセー
ジをうまく表してますよね。
「そうですね。要はそこからの“出口”。そ
の補足的なところがカップリング曲にも
あって、言わば「WAY OUT」を書く時に
自分の中でパンパンになっちゃった混沌
を、表題とカップリング2曲で3分割し
た感じなんですよ。「World Line」は前
回タイアップのお話をいただいた時に
最初に出した曲で、そのあとにできた「I’
m Nobody」が採用になったんですけど、
もったいないからと取っておいたものを
エレキギターでリアレンジしたんです。こ
れは“世界線”というタイトルの通り、“どう
いう世界線で生きるかは自分で決めて、自
分で動くんだぜ”ってことに尽きますね」
ーラヴソングにも取れるような、うっす
らセクシーな空気感の裏に、そんなメッ
セージがあったとは！
「“あっ、行けるかも”と思ったら“ダメ！”み
たいな（笑）。世の中自体がそんな感じだっ
たじゃないですか。心がもてあそばれた
みたいな、そういった気持ちをある種、恋
のやりとりふうに書いたんです。3曲目の
「Alright」は当初、ファンクな感じの跳ね
たサウンドを自分で作るつもりだったんで
すけど、さっき言ったような状況で全然楽
しい曲が書けなくて。結局、日徳さんにお
願いしました。“Alright＝大丈夫”のひと
言を、ひたすら言ってる曲がいいって。た
ぶん、どこかで自分に“大丈夫”って言い聞
かせたかったし、リスナーにも“大丈夫”っ
て言ってあげたかったんですよ。いろんな
ものを飲み込んで、全部引っくるめて“大
丈夫！”っていう感情で満たされたいし、
これを聴いて元気になってくれたらいい
なって」
ーなるほど。“Alright”というタイトル
から明るい曲をイメージしていたら、予想
外にシリアスな曲で意外だったんですけ
ど、そのお話を聞いて納得です。

か6月とかの世の中の状況が日々変わっ
ていた時だったんですよね。なので、“自
分が発したいメッセージって何だろう？”
と自分の中でも混乱していました」
ー分かります。コロナ禍の真っただ中
で、誰もが不安を抱えていましたから。
「でも、こんな非常時だからこそ、日常で
は感じられない感情をかたちにしたい
という想いはあったんです。東日本大震
災の時も、アメリカの同時多発テロの時
も、それで曲を書いてますし。なので、あ
まり速い曲じゃなく、どっしりとメッセー
ジだったり想いを乗せられる曲というイ
メージだけを、ずっと一緒にやってる井上
日徳さんに伝えて曲を作ってもらいまし
た。“Aメロはメロディーをつけずにトラッ
クだけ作っておくから、ラップみたいに好
きなように乗せてみれば？”って言ってく
れて、“あっ、いいっすね”とか応えながら。
レコーディングの当日まで歌詞が書けな
かったんですけど（笑）」
ーええ!?
「もともと詞も曲も締め切り間際にならな
いと降りてこないタイプなんですけど、つ
いに当日の朝までやっても1行も書けな
かった。というのも…6月かな？　たまた
ま夜中、仕事帰りに渋谷のスクランブル
交差点を通ったら、人が全然いなかったん
ですよ。いつも明け方まで人がいる場所
だから、“俺だけ世界に取り残されちゃっ
たんじゃないか？”ってくらいゾッとして、
そんな光景を見てからモードがちょっとお
かしくなっちゃったんですよね。何かを作
れるような精神状態じゃなかった」
ーそれは…キツいですね。
「いつも頭に浮かんだ単語やアイディア
をスケッチして、そこから世界観を広げて
一気に書き上げるんですけど、全然降りて
こなくて。でも、なんとなく朧気に見えて
きたものがあったから、レコーディングを
1時間遅らせてもらって、3時間ほど寝
たんです。で、起きてからもう一回スケッ
チを見たら、タイトルにもなってる“WAY 
OUT”っていうワードがあって、そこから
一気につながってブワーッ！と書けたん
ですよ。で、スタジオに入ってからも、いろ
いろディスカッションしながら歌っていっ
たという。いつもバシッと決めて持って行
くから、現場で変えたり悩んだりすること
ないんで、そんなことは初めてでしたね」
ーでは、そこで森久保さんが訴えた
かったメッセージというのは？
「タイトルの“WAY OUT”というのは“出

「そう。ひと筋の光に、この曲がなれたらい
いなと。いつも自分の言いたいことを歌う
だけで、聴く人に“こう聴いてほしい”って
考えては作らないんですけど、なぜか今
回は考えましたね。この3曲には、2020
年上半期から夏までにかけて僕の中で蠢
いていた感情が全部詰まってます」
ー普通3曲あれば曲調のバランスを
考えたりするものですが、今回はいずれ
もシリアスな色が強くて。それも音楽的
なバラエティーよりも、今の感情をかたち
にすることを優先したからですよね。
「確かにそうなんですよ！　いつもだった
ら音楽的なバランスとかライヴ映えとか、
そっちの発想から作っていくのに、想いが
先行したのは初めてかもしれない」
ー今の状況でライヴ映えするような曲
を作っても活かしようがないですしね。
「それ、ふと思ったんですよ。配信でのラ
イヴがまだまだ続くことを考えると、いわ
ゆる勢いがあって派手な曲じゃなく、今回
だったら「Alright」のようなエモーショナ
ルに歌い上げる曲とかバラードとかのほ
うが、実は伝わるんじゃないのかなって。
根底にそういう想定があったから、自然と
伝えたい曲が生まれたのかもしれない。
なんか、今、しゃべってて気づきました」

取材：清水素子

このインタビューの全文を公開中！！▶

Single　9/16 Release
Lantis

LACM-24017
￥2,300（税抜）
※Blu-ray付

「WAY OUT」

■アフリカ布のPCケース
「一昨年くらいからアフリカ布に興味を持ってて…ビビッドで、色彩も鮮やかなんですよ。日本人のご夫婦がケニアで『RAHA KENYA』というアフリカ布のブ
ランドを立ち上げて、商品を輸出してるんですけど、僕、そのブランドのTwitter をフォローしてるんですね。Twitter を見てるだけでも気持ちの良い人たちだ
し、その人たちが扱っているアフリカ布をすごい気に入っちゃって、いつかそれでグッズを作りたいと思ってたりしてたら、6月だっけな？　2日間だけ、都内
のポップアップショップで即売をやるって知って。コロナの影響でおふたりとも戻ってきてて、奥さんが出産されるってこともあって日本にいるんですよ。な
ので、その即売に行ったんです。毎日、Twitter で見ていた人が目の前にいたからテンションが上がっちゃって、“いつもTwitter を見てます！　ファンです！”
とか言ったり（笑）。ご夫婦に会えたことが、まず嬉しかったですね。で、その時にアフリカ布のPCケースを買ったんです。いろんな想いも込みで、それが“買っ
て良かったもの”ですね。まぁ、ネットでも買えたんですけど、やっぱり実物を見て買いたかったので。もちろん、毎日持ち歩いてますよ」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

“WAY OUT（＝出口）”の名を掲げたニューシングルは、ラウドロッ
クという森久保節でありながらも、アツいメッセージを携えて、見事
“価値観のアップデート”を成功させている。新たなスタイルの構築へ
と燃える男の言葉から、今を生きるためのヒントを見つけてほしい。

2020年上半期から夏までにかけて
僕の中で蠢いていた感情が詰まってる
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Album　9/16 Release
日本コロムビア

COCP-41235 
￥2,200（税抜）

ー『Dress up』は“アコースティック・
セルフカバーアルバム”とのことですが。
古川：もちろん新曲も作っていて、これか
らレコーディングするんですけど、新型コ
ロナウイルスの影響でライヴができなく
なった時間を使って、せっかくだからいろ
いろやりたいと思って、これまでやってこ
なかった新しいことをやってみることにな
りました。
森下：リリースするかしないかは別とし
て、話としては昨年ぐらいからあったんで
すよ。
ー昨年ぐらいから話が出ていたという
ことは、以前からアコースティックアレン
ジに興味があったわけですね?
古川：俺は常にありました。欲張りだから
何でもかんでもやりたいんです。だから、
“こういう楽器を入れたい”っていうアイ
ディアはこれまでもあったんですけど、そ
のたびに中屋が“じゃあ、バンドでやる意
味って何なんだ？”“ロックバンドでいる意

入れてみたら、僕ら4人はしんどかったけ
ど、楽曲的にはすごく活きた…そもそも
活きるだろうと思ったから、最初からNO
とは言わずに、とりあえずやってみるかっ
てなったんです。
ー選曲はどんなふうに?
古川：中屋と俺でアコースティックに合い
そうな曲を探っていきました。合うと思っ
てやってみたらダメな曲もあったんですけ
ど、とことん合う曲は合ったんですよ。だか
ら、選曲したというよりは、合いそうな曲を
生き残らせていったみたいなところはあり
ますね。あと、オリジナルを作った時、“本
当はこうしたかった”という曲もあったの
で、それができたのは嬉しかったです。
ーアレンジは中屋さんが考えて、みん
なに投げたそうですね。
中屋：何曲かやりましたね。
古川：中屋が打ち込んでデモを作ってくれ
て。あとは、楽器を鳴らしながら考えたり。
森下：レコーディング中も誰かが音を入
れている時は、残りのメンバーが別の部
屋でジャカジャカやりながら、同時進行で
やってました（笑）。
石原：中屋がアレンジを作ってくれた曲
のほうが、全体像が見えてやりやすかった
のはありますね。
ー結果的に“アコースティック ·セルフ
カバー”のひと言では、とても表現しきれ
ないものになりましたね。
古川：そうですね。分かりやすいからそう
いうふうに言っていますけど、どちらかと
言うとジャズアレンジっぽい。“セルフカ
バー”というよりも“リブート”というイメー
ジがあります。
ーバイオリン、ピアノ、サックスといった
楽器をゲストミュージシャンが演奏してい
ますが、自分たちも普段は使わない楽器
を演奏したのでしょうか?
古川：カホンを含め、石ちゃんは多かった

味って何なんだ？”って。中屋のそういう
首尾一貫したところは好きだし、だからこ
そ一緒にバンドをやっていて楽しいんで、
中屋の意見を尊重してきましたけど、今回
はうちのエースである中屋と他のミュー
ジシャンをぶつけてみたかったんです。
そしたら、すごく良くて !　しかも、中屋の
リードギターが他の楽器に全然負けてい
なかった。だから、“いいじゃん！”って中屋
に言ってやりました（笑）。
ー古川さん以外の 3人も興味はあっ
たのですか?
森下：昨年の LINE LIVEではアコース
ティック編成で3曲ほどやらせてもらった
り、リリースイベントでアコースティックラ
イヴもやったりしましたけど、たまにやる
ぐらいだし、作品としてリリースしようとま
では、正直言って考えたことはなかったで
す。だから、“1曲か2曲録って、何かの特
典で付けるんだろうな”ってぐらいに思っ
ていたから、“フルアルバムとしてがっつり

よね。
石原：ブラシも初めて使いました。レコー
ディングの時、急に“ブラシでやってみよう
か”って言われて。ほんとはブラシって擦る
ように演奏すると思うんですけど、結局は
ぶっ叩きました（笑）。今回はそれが逆に良
かったと思って…まぁ、練習しなきゃいけ
ないってちょっと思いましたね。
森下：俺も初めてレコーディングでアコー
スティックベースを弾きました。音作り、プ
レイはどういうものがいいのかを考えて、
トーンを絞ってミュートして…音はこもる
んだけど、ポーン !と前に出るような音で
録りました。
古川：俺もアコギを弾きましたけど、中
屋が一番苦労したと思いますね。ガットギ
ターとか…
中屋：いや、ギターしか弾いていないから
（笑）。
古川：でも、全然違うじゃん。
中屋：確かに、これまでいかにピックに頼っ
ていたか思い知らされましたね。フィンガ
リング（指弾き）ってTHE PINBALLSの
曲では普段やらないんで、何年もやってい
なかったから、やらないと下手になると反
省しました。
ーアレンジのみならず、プレイ面でもそ
れぞれに挑戦があったわけですね。
古川：なので、やって良かったです。
ー歌はどうでした?　オケが変われば、
もちろん歌い方も変わると思うのですが。
古川：最初はオケを無視して突っ走ってや
ろうかと思ったんですけど、やっぱり合わ
なかったです。オリジナルより下品に歌っ
てやろうと思っても音楽は調和だから、ひ
とりだけ浮いちゃうんですよ。さすがにそ
れは気持ち良くなかったですね。だから、
オケに入り込むように歌いました。そした
ら小さく歌っているんだけど、そのほうが
強く聴こえて。“やっぱり、これだな”って思

やるんだ !?”って（笑）。
石原：まぁ、チャレンジするという意味で
は良かったですけどね。
ーみなさん、普段からジャズやR&B
に興味があるんだと思ってました。実際、
そういうアルバムに聴こえるし。
中屋：そういう音楽も好きですけどね。
ロックンロールは大好きなんですけど、メ
インで聴くかと言ったらそうでもないの
で。特にブルースはすごい好きで、高校生
の頃はとり憑かれたように聴いていたし。
もちろん、ジャズも大好きだし。
古川：むしろ、やってみたらコード進行を
含め、そういうアレンジに合う曲が多かっ
たですね。
森下：さっき古川も言っていたように、基
本編成外の楽器を入れたらより良くなる
んじゃないかとは思いながら、“でも、ライ
ヴは4人でやるんだから”って、今までは
4人で完結させていたんです。今回、そ
のリミッターが外れて、入れたい楽器を

いましたね。いい音がいっぱい鳴っている
から歌っていても気持ち良いんですよ。
声も乗るし、“いい歌だな。すげえな、俺”っ
て思いながら録ってました（笑）。
森下：最初は“大丈夫かな？”と思いまし
たけど、古川の中でいろいろなものを試
してやって…この間、喉をやったばかりだ
から、また痛めてしまうのを心配していた
ら、いい歌を歌ってくれましたね。
ー今回の経験をきっかけに、今後、基本
編成以外の楽器をバンドサウンドに加え
る可能性はありますか?
古川：中屋と話したんですけど、必要だっ
たら入れたらいいじゃないかって言ってく
れましたね。
中屋：いや、前から絶対に入れないとは
言っていないですよ。必要なら入れるべ
きだし、必要じゃないなら入れないほうが
いい。そこは前から全然変わっていない
です。単純にカッコ良ければいい。難しく
考える必要はないんですよ。
古川：そうだね。俺がひとりで騒いでいる
だけだ。
石原：そういうところあるよね（笑）。

取材：山口智男

10カ月振りにリリースする『Dress up』は全11曲収録のアコースティック ·セルフカバーアルバム。“ア
コースティック”と銘打ってはいるものの、バイオリン、ピアノ、サックスも加えたアレンジは、そんなひと
言には収まりきらないジャジーでリッチなものに。メンバー4人の発言が挑戦の大きさを物語る作品の制
作背景を探りたい。

“セルフカバー”というよりも“リブート”というイメージがある

『Dress up』

このインタビューの全文を公開中！！▶

L → R　石原 天（Dr）、森下拓貴（Ba）、古川貴之（Vo）、中屋智裕（Gu）

■古川貴之…『リトル・ショップ・オブ・ホラーズ』のDVD
「植物が人を食うっていうアメリカのB級ホラー映画で、新しいものと古い
ものの両方を買ったんですけど、どちらも良かったです。新しいほうはミュー
ジカルなんですけどね。植物もCGじゃなくて人形で、きっとラジコンとかで
動かしているんだと思うんですけど、それが本物っぽくて面白かった。買って
良かったです」

■中屋智裕…棚
「玄関に置く棚が欲しかったんですけど、そのスペースにぴったり合うものっ
てなかなかないから、自分で作ろうと思ってたんです。でも、家に工具がない
し、おがくずとかで結構散らかるじゃないですか。だから、いろいろ探してた
ら、自分のイメージに近くて、サイズもいい感じのものを見つけたんで、それ
を買いました」

■森下拓貴…洗濯機
「初めてドラム式を買ったんですけど、25万円しました。めっちゃ高かった
けど、乾燥機付きだし、洗濯物もまったく皺にならないんですよ。いつもライ
ヴで着ているワイシャツはクリーニングに出してたんですけど、“おうちク
リーニング”みたいな設定があって普通に洗えるし。25万円の価値はありま
すね」

■石原 天…珪藻土バスマット
「名前が分からないんですけど（笑）、石みたいな風呂場の足拭きマットを買い
ました。マットを洗うのって面倒くさいじゃないですか。濡れたまま放置でき
るんで、めっちゃいいですよ」

今月のお題：『最近買って良かったもの』
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Album　10/7 Release
Virgin Music

【初回限定盤】（2CD+DVD）
TYCT-69177
￥4,800（税抜）

■松尾レミ…洗眼剤
「昨日買って、昨日と今日使ってみたんですけど、めっちゃ良かったんです
よ。プライベート丸出しですね（笑）。最近、ずっとパソコンを使ってると目
が霞んできて。なんか気持ち悪いなと思って洗眼剤を買って目を洗ったら、
すごく爽快で！　今、歯医者に通ってるんですね。通うようになってから、歯
とか目とかは自宅である程度はケアしないとダメだと思うようになったん
ですよ。なので、それきっかけで買ったというのもありますね。でも、ほんと
快適です！　気持ちもリフレッシュされるし、作業も捗りますね。集中力も
アップするのでオススメです、『アイボン』」

■亀本寛貴…サンダル
「1カ月くらい前に無印良品でサンダルを買いました。ただの黒いサンダル
なんですけど、無印良品らしく当たり障りなく、無駄なことをしないという
か、無駄なテイストを加えず、不足もしていないっていう。スラックスにも合
うし、デニムにも合うし、半パンにも合うシンプルなデザインなんですよ。こ
の夏はこれで全部いけるなって。実際、ほぼ毎日履いてます。8月は靴を一回
も履いてないんじゃないかな？　すごく楽だし、何でも合うし。そのラフさ
からか、撮影の時にスタジオの備品に間違えられました（笑）」

ーコロナは音楽の世界にも大きな影響
を及ぼしましたが、おふたりの音楽への触
れ方、向き合い方に変化はありましたか？
松尾：私は一時期、家にこもりまくってた
のですが、ひとり暮らしをしているとめちゃ
くちゃ孤独で。最初の頃は音楽を聴く気に
さえならなくて、“おうち時間”を充実させ
てみたのですが、やっぱり無音状態では寂
しくて。そんな中、思いきって音楽を流し
てみたら、その瞬間に忘れていた音楽の
力を改めて実感したんです。そこからは音
楽のパワーで乗りきってきたので、“自分
たちの音楽を聴いて少しでも元気になれ
た人がいたらいいな”と思って宅録で曲を
作ったりとか、アルバム制作にもより力が
入りました。
亀本：僕は人とコミュニケーションを結

亀本：もともとそういう音楽が得意です
し、オーガニックなものや懐かしいものは
松尾さんの声にハマるからやりやすいで
すね。ただ、メロディーやコード進行は今
まで以上にポップに作ったよね?
松尾：そうだね。サビのところは歌い方も
変えています。今までのフォーキーでカン
トリーなものよりもポップなアプローチに
したかったので。
ー「ストーリーの先に」（2019 年 11
月発表のシングル）の時に“新しいジャン
ルにいろいろトライできた”とおっしゃって
ましたが、得意技のひと捻りを含め、アル
バムのどの曲でも新しい世界を感じます。
亀本：それは個人的に一番のコンセプ
トだったというか…トオミヨウさんや
mabanuaさんにプロデュースをお願い
したのは、いろいろなサウンドやモダンな
アプローチを試したかったからですし。た
だのロックは古典芸能で、もはやポピュ
ラーミュージックとも違うものになって
いると感じてて。だから、自分たちのベー
シックな部分とロック的ではないビートを
組み合わせて、GLIM SPANKYという
総合的なポップスにしたいという気持ち
が強かったんです。そこにトライできた第
一弾としては、すごくいい作品になったと
思っています。
ー確かに。ルーツ的な部分を消化・昇
華している印象もありました。
松尾：自分の中では結構攻めた、今まで
のアプローチとは違う歌詞や曲の作り方
をしたので、亀本が言ったようにモダン
なサウンドメイクとかが合うと思って、今
回は進めていきましたね。でも、私はジャ
ズとかにも興味を持ち出したので、自分
の欲望的にはまだまだそういうレトロな
ものも面白く取り入れていきたいんです
よ、表現としては。
ーそんな今回のアルバムですが、“知
的な不良”みたいなイメージが浮かんだ
のですが。
松尾：知的な不良 !?　すごいキーワード

構とってました。友達とLINEのビデオ電
話で会話したり、Instagramでライヴ配
信をやってファンの人たちとやり取りした
り。そういう中で、音楽だけじゃなく、どの
業界でもオンラインというのは重要視し
なきゃいけなくなっているというのは感じ
ましたね。インターネットを活用する動き
は、ますます加速していくでしょうし。
ーレミさんがおっしゃった“孤独”という
のは、今回のアルバムを聴いていても感
じました。やはり孤独感は作品に投影され
ています？
松尾：されていると思います。今回のアル
バムは孤独から抜け出すとか、そういうこ
とをいろんな曲でいろんな視点から歌っ
ているんです。それがアルバムの中でだっ
たり、GLIM SPANKYの過去曲のアン

ですね。例えば、どんな感じですか？
ー「Lonely Boogie」を最初に聴いた
時、まず滲み出る知性と漂う不良性を感
じて。
松尾：おー、すごい！　私の音楽の趣味と
いうのが…例えばすごいガレージロックだ
としても、そこにインテリジェンスを感じ
るものが好きなんですよ。不良なんだけ
どインテリジェンスみたいな。そういうも
のに対する美学があるから、それが表現
できるようになってきたのかな?　確かに
「Lonely Boogie」は歌詞を書くのも楽
しかったですね。より自由度もあって。
ー「Up To Me」はドラマーでマルチプ
レイヤーのmabanuaさんとのコラボで
すが、この曲に関しては?
松尾：ビートをとにかく重視したくて。
亀本：最初は“ドラムを叩いてもらおう”
と言ってたんですけど、トータルでプロ
デュースしてもらったほうがいいと思っ
て。僕のギターと松尾さんのヴォーカル
以外のトラックは、mabanuaさんが全部
作ってくれました。リモートで成立してい
るし、すごく今っぽい感じがしますね。
ー歌詞はファンタジックなワードを散り
ばめながらもヒリヒリするようなリアルさ
があって。
松尾：女性の強さを歌いたいと思ったん
です。強い曲はたくさんあるんですけど、
女性の強さ、人間の魂の強さを歌うのも、
ひとつのメッセージとして伝えたいことだ
と改めて思って。自分も日本のロック界隈
での女性差別を感じてて…“女ヴォーカ
ル”や“ガールズバンド”って言われたりす
るけど、“ガールズ”って何だよって。世の
中には夢見る女子が白馬に乗った王子様
を待っていたり、それを肯定する人もいま
すよね。だから、歌詞ではそういうイメー
ジで例えましたけど、もっと人生の話とい
うか…誰かに何かをしてもらおうと思って
持っていても何も起きないし、自分から取
りに行くしかないっていうことを、女性と
しての目線で伝えたかったんです。なお

サーソングになっていたりもして。例えば
「By Myself Again」は「大人になった
ら」（2015年 4月発表の配信シングル）
の反対側にあるアンサーソングですし。そ
ういうふうにいろいろつながっていく仕
掛けをしているので、そこで“孤独”という
キーワードが今の状況と合わさって大き
く伝わるのかもしれないです。
ー「By Myself Again」が主題歌に
なっている映画『実りゆく』の舞台は地元
の長野でしたね。
松尾：はい。私たちが通っていた高校があ
る街です。しかも、テーマが自分たちにも
リアルなことだったので、それをやさしさ
でもって包み込み、なおかつ田舎の風景
を表現できるものにしたくて、フォーキー
でカントリーチックなサウンドにしました。

かつ性別関係なく、伝わるメッセージとい
うのを意識しました。
ーアルバムの締め括りは「Circle Of 
Time」。それも1曲前の「若葉の時」で
一旦浄化される感じがあっての。
亀本：僕は「若葉の時」で終わりたかっ
たんですけど、松尾さんが「Circle Of 
Time」を最後に入れたいって。
松尾：この曲は『火の鳥』のコンピレー
ション（19年10月発表の手塚治虫生誕
90周年記念 火の鳥コンピレーションア
ルバム『NEW GENE, inspired from 
Phoenix』）のために書き下ろしたんです
けど、自分たちの作品の中には存在しな
いものになってしまう気がしたというのが
一番大きな理由で。それがとても悲しかっ
たのと、GLIM SPANKYなりのサイケ
デリックな要素がある日本語のロックとい
う、ひとつの答えを止めに置いておきた
かったんです。最後に突き刺すというか…
また次に向かっていくために。

取材：竹内美保

苦境を乗り越え、困難には柔軟な姿勢と豊潤な発想で打ち勝ち、心のスイッチを自在に切り替えながら完成
させたアルバム『Walking On Fire』。“今”だからこそ生まれた、2020年のGLIM SPANKYが歌い奏で
る音楽は強くてやさしく、そしてしなやかだ。

『Walking On Fire』

このインタビューの全文を公開中！！▶

今月のお題：『最近買って良かったもの』

L→R　松尾レミ（Vo&Gu）、亀本寛貴（Gu）

GLIM SPANKYという総合的なポップスにチャレンジした

【通常盤】（CD）
TYCT-60162
￥2,800（税抜）　
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ーコロナ禍で『THE MODS TOUR 
2019-2020 “KICK ON BOOTS”』
の後半 6公演が中止となり、そのあと
に控えていた『THE MODS Premium 
Acoustic Tour 2020 “BLUES 
BRIGADE II”』も全公演が中止になった
わけですが、これはかなりキツいですよ
ね。『KICK ON BOOTS』は森山さんの
椎間板ヘルニアの悪化で延期になったツ
アーの振替でもあったので。

まって時間がたっぷりできたから、また曲
を作り始めたんです。それはあくまでも
THE MODSでやるアコースティックの
曲ということでね。そうしているうちに緊
急事態宣言が出て、“あぁ、これはアコース
ティックのツアーも中止になるかもしれな
いな”と思って、曲作りをやめて様子を見
てたんですけど、“うわっ、これは当分続く
な”って分かってからは、バンドで集まるの
は密になって危険だし、なんとなくソロ用
の曲を作り始めたっていう感じですね」
ーそのTHE MODS用の曲とソロ用
の曲との違いというのは?
「曲を作ってて“これはTHE MODSに
取っておこう”ってなる時があるんですよ。
例えばコロナに対してのクソッタレ的な歌
詞のものはTHE MODSが歌うべきだ
し、俺がソロで歌う必要はないと思うんで
すね。じゃあ、ソロは何を歌うのか?　俺
の個人的な意識としては、“こんな状況だ
からこそ楽しもう”っていうものにしたい
と。アジテイトするようにメッセージするん
じゃなく、“仕方ないよ。楽しんでいこうよ。
ロックンロールは絶対に死なないから”的
なものしたいというのはありましたね」
ー今回のソロを“T.MORIYAMMER”
という名義にしたのは、35年前のソロと
の差別化のためですか？
「35年前のソロとは全然違うわけで…レ
コーディングスタイルも違うし、いいスタ
ジオでやれないし、あんなにお金をかけら
れないから、原始的というか、アマチュア時
代に戻るわけじゃないけど、そういう発想
で作るべきだし、そうせざるを得ない状況
だった。だから、“MORIYAMMER”という、
ちょっと面白い芸名というのもいいかなっ
て。まぁ、ロック的なジョークですね（笑）」
ーそして、岩川浩二さんと制作に取り
かかるわけですが、おふたりでやられて
いるTHE GANG BUSKERSの延長
みたいな意識もあったりするのですか?
「それはあんまり意識はしなっかたけど、
浩二が小さなハウススタジオを持って
いるから、まずは浩二に連絡をして、ふた
りでやろうって伝えて。いろんなミュー
ジシャンを呼ぶと、それだけコロナのリ

「ヘルニアの時でさえ、ファンに迷惑をか
けたし、かなり自分も落ち込ましたから
ね。なんとか回復して、“さぁ、やろう！”っ
てツアーをスタートさせて、何本かやった
んですけど、途中ぐらいからコロナが話題
になってきて、3月の上旬くらいに中断に
なったのかな ?　もうね、ショックでした
よ。俺たちにとってライヴができないのは
死と一緒ですから」
ーその後、緊急事態宣言が発令され、

スクが高くなるけど、ふたりだったらそ
こまでのリスクはないだろうからって始
めた…まぁ、そうなるよね。THE GANG 
BUSKERSじゃないにしても、あいつは
若い頃から俺の音楽性をぼぼ知ってるか
ら、THE MODSとは違ったツーカーの
仲だし。だから、作業も早かったですよ」
ーもともとはアコースティックツアーに
向けて作られていた楽曲だったそうです
けど、どれもバンドサウンドでのロックン
ロールナンバーになってますよね。
「アコースティックツアーに向けて作って
いたのは、あくまでもTHE MODSのた
めのものだったから、そこは一旦ストップ
したんですよ。だから、それ用に作ってた
曲は一曲も入ってないです。新たにソロ用
に作った曲ばかりになります。メロディー
や歌詞に関して“これはTHE MODSじゃ
ないな”っていうものばかり…とはいえ、
聴くのはTHE MODSのファンだから、
ニュアンスとして8ビートの曲を入れたり
はしたけどね」
ー岩川さんがいろいろな楽器を?
「そう。リズム関係もそうだし。なかなか評
価されないけど（笑）、そういうところはす
ごく器用で、素晴らしいミュージシャンな
んですよ。あいつのスタジオにしても、決
して広くはないけど、機材はビンテージの
ものにこだわってたりしてて」
ーそんな今作のタイトル曲が「GET 
YOURSELF」。この曲が表題ということ
は、今回の方向性を示しているということ
ですか?　
「“なんとなく、今、この気分だな”っていう
ことですね。だから、今の俺の気分を一番
表している曲です」
ーセミアコの絡みとウッドベースの
ウォーキングベース、コーラスワークやグ
ルーブが60年代あたりのロックの香り
を醸しているのですが、森山さんのルー
ツが出たということですか?
「もちろん新しいものを求めていた時代
もあるけど、もう年齡的にもいい歳だし、
俺たちが新しいものを追い続けすぎても
ね、ろくなことにならないから（笑）。新し
いものは新しい世代がやるのが一番いい

ライヴどころかスタジオにも入れなくな
りましたしね。
「正直言って最初の頃はそんなに長引か
ないと甘く思ってたんだけど、全然そうい
う感じじゃなく、緊急事態宣言が出て“当
分ライヴができなくなるから覚悟しない
といけない”って思いましたね。ライヴが
できるできないことよりも、お金を稼がな
いと食っていけないし、事務所も運営して
いかないといけないし、そういうことにつ
いても考えないとダメだからしんどかっ
た…まぁ、それは今なおそうなんですけど
（苦笑）」
ー配信ライヴ、投げ銭ライヴ、YouTube
チャンネルなど、いろいろ試行錯誤してい
るバンドやアーティストがいますが、それに
ついてはどう思われますか？
「それをやるしかないよね。俺たちのよ
うな職業…ライヴハウスのロックバンド
にとって“三密になってはいけない”って
のは、さっき言ったように死と同じですか
ら。無観客の配信ライヴとか自分たちが
やれることは限られているというか、とり
あえずそれしかやれないよね。コロナが
いつまで長引くかは分からないし。THE 
MODSも昔のライヴ映像を配信したりし
て…それはファンにプレゼントしたいとい
うのもあるけど、自分たちも小銭を稼が
ないと解散以前に倒産してしまうから。だ
から、今後も何かしらを提供していきたい
と思ってます」
ーそんな中、35 年振りとなる森山さ
んのソロ名義の作品がリリースされるわ
けですが、もともとソロの構想はあった
のですか？
「完璧にコロナがあったからですね。まっ
たくソロのことは考えてなかったし。順を
追って話すと、『KICK ON BOOTS』のツ
アーの次にアコースティックツアーをやる
ことは決まってたから、そのための曲をヘ
ルニアで休んでいた時にざっくりと作って
たんですよ。で、『KICK ON BOOTS』の
ツアーが再開したんで、それは一旦置い
てたんですけど、そのツアーが中断してし

し、的確だと思うんですよ。そういうもの
を聴いたり、ちょっとした影響を受けるこ
ともあるけど、俺たちは俺たちが一番好
きなことをやるべきだと思うし、そうなる
とどうしてもルーツ的なロックになるよ
ね。逆にそれを今の自分として出せば、俺
にとっては新しいものになるから、それは
それでいいんじゃないかなって。ロックン
ロールってそうやって転がっていく音楽
だし、そこに多少なりとも若い子が引っか
かってくれたら素敵なことだと思うし」
ー4曲入りとはいえ、四者四様のサウ
ンドとグルーブの本作ですが、どの曲も
カラッとしているというか、陰の感じがな
い作品になりましたね。
「そう。精神的にも重くてマイナーコー
ドの曲もあったんだけど、それは今じゃ
ないっていうのが自分の中であったし。
THE MODSだったら違ったかたちの突
き抜けたものにできたかもしれないけど、
俺と浩二とでやるんだから、ただのバカで
いいんじゃないかって（笑）。ロック好きな
バカがやってることを届けるのが、今は一
番いいと思うわけ。原始的な喜びだった
り、原始的な衝動を伝えたいし、自分たち
も感じ直さないといけない。ロックも全部
盗まれてるわけだからね。まぁ、怒りの部
分はTHE MODSで出しますよ（笑）」

取材：石田博嗣

THE MODSのフロントマンである森山達也が35年振りとなるソロ作品「GET YOURSELF」を完成さ
せた。ユーモアを感じさせる“T.MORIYAMMER”という名義をはじめ、盟友の岩川浩二（THE COLTS、
THE MACKSHOW）とともに作り上げた本作には、どんな想いがあるのかを語ってもらった。

“こんな状況だからこそ楽しもう”っていうものにしたかった

このインタビューの全文を公開中！！▶

Single　9/23 Release
ROCKAHOLIC Inc.

RHR-201
￥1,500（税込）

「GET YOURSELF」

■ギター
「今回のソロに合うかなと思ってギターを買いました。「GET YOURSELF」のMVでも使っているグレッチのセミアコで…俺、THE MODSではグレッチの
ギターをあんまり弾いてないんですよ。だから、これが一番の買い物ですね。前から欲しいとは思ってたけど、別に急いで買う必要はないし…と思ってたんだ
よね。でも、今回のソロのこともあったし、たまたまネットで楽器を見ていたら結構いい感じのものがあったんで。まぁ、そういうタイミングが重なったってこ
とですね。今回のレコーディングでは、そのギターをメインで使ってました」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

※ライヴ会場・通信販売・デジタルリリースのみ。
https://rockaholic.ocnk.net/
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Single　9/16 Release
Ariola Japan ／
SEXY STONES RECORDS

【初回生産限定盤】
（CD+DVD）
BVCL-1066～ 7
￥2,500（税込）

Album　9/8 Release
SEXY STONES RECORDS

SSR-054
￥3,300（税込）
※SEXY STONES ONLINE 
　STORE限定販売

ー自粛期間がありましたけど、元気に
されていましたか？　また、期間中となる
4月や5月頃は何をされていたんでしょ
うか？
「全然、元気でしたよ。6月10日に『神様
はいつも両方を作る』という本を出したん
だけど、その本をまとめ上げていました。
あと、9月8日に出したインストゥルメンタ
ルアルバム『SPINNING MARGARET』
（SHALLOW WELL 名義）を小林 瞳
ちゃんと一生懸命作っていましたね。それ
で結構忙しかった」
ー浅井健一&THE INTERCHANGE 
KILLS（以下、KILLS）としてリリースさ
れる今回のシングル「TOO BLUE」の制
作はいつ頃から始められましたか？
「4月ぐらいかな？　インストゥルメンタ

ですが、まだバンドが始まったくらいの時
でしたね。
「その時はまだ瞳ちゃんがドラムのみの
人だと思ってたんですよ。でも、彼女には
いろんな才能があって、年月とともにだん
だんとそれが分かってきてね。その才能
を使わないのはもったいないと思って」
ー歌詞につながるところもあるかもし
れませんが、本をとても楽しませてもらい
ました。言い方が合っているか分かりませ
んが、細かい構成になっているからパッと
目に入るページでも、今日の気分でパラ
パラと読めるし、いい意味で気楽に接す
ることができる一冊だと思います。
「ありがとう。そうだよね、バラで読めるん
だよ。あれは自分で読んでても面白いと
思う」
ーあの本は日記になるんですか？
「日記の部分もあるし、世の中に対する文
句もあるしさ」
ー結構出てきましたね（笑）。それで
「TOO BLUE」の歌詞にも《始まりなん
だね だから老人は／この世で一番 始ま
りに近い》と出ていますが、それは本に
も書いていたので。
「何個かシンクロしてる部分があるんだ
よね。同じ時期に作っているからダブっ
ちゃう」
ー《世界が壊れるって みんな言ってる》
なんかは今の状況とシンクロしたりして。
もっと前に書いていた歌詞じゃないかと
は思いますが。
「いや、これに関しては、恐らくコロナウイ
ルスが出てきてからかな？」
ー何か世界への警告のようにも感じま
した。
「俺は何かを警告するような、そんな偉く
ないから」
ー2曲目の「JODY」のタイトルです
が、これは人の名前ですか？
「そうだね。なんだろ？　架空の人の話と
いうか」
ーそういうイメージで作った楽曲なん
ですね。同じリフでずっと流れていく感じ
ですが。
「先にメロディーがあって、一生懸命そ
のメロディーの中で活きる言葉を探して

ルアルバムと同時くらいでしたね。KILLS
のアルバムも作っていて、3つ同時にやっ
ていたから…忙しかったね」
ーアルバムを同時進行で作っていて、
そこから先行リリースというニュアンスに
なるんでしょうか？
「アルバムを出すのにあたって、やっぱり
ツアーができる状態で出したいからタイ
ミングが見えなくて。でも、シングルは出
し惜しみなくというか、選りすぐりの3曲
を出したって感じです」
ー今回のシングルの楽曲を作ったのは
昨年になるんですか？
「「TOO BLUE」は昨年に片鱗ができて、
ツアー中に未完成のまま宇宙語で歌っ
てたりしたね。歌詞ができてちゃんと作っ
たのは今年の 3月くらい。「JODY」は

いたらそういうかたちになったってこと
だね」
ー「送る歌」は瞳さんとの間で“これで
やろう！”という楽曲の欠片はあったんで
すか？
「だいたいひとりで作って、メンバー3人
で作り上げるパターンだったんだけど、
瞳ちゃんがメロディメイカーであること
が発覚したのと、プラスで俺と瞳ちゃんが
ギターで合わせると化学反応が激しかっ
たので、そのスタンスで作ろうという話に
なったんだよね。それで、作り上げていっ
た曲が何曲かあるんだけど、その中の一
個だわ」
ーそうなんですね。ちなみにこの曲で
はバイオリンが入っていますか？
「バイオリンというか、シンセサイザーで
メロトロンかなんかのストリングスが入っ
てるんだよ。あれは俺が弾いてますね。あ
と、瞳ちゃんがピアノを弾いてますけど」
ーそう。ピアノと弦の音が入っていて。
このようなパターンは面白いですよね。
「SHERBETSの時はよくやってたけど、
KILLSでは初めてだね」
ー比べるわけではないですけど、福士
久美子さんとはプレイヤーとしてのキャ
ラクターが全然違いますよね。
「全然違うね。両方とも好きだな。福士さ
んのものは、それはそれで大好きなんだ
けどね」
ーでは、このKILLSでやれることは3、
4年でどんどん増えてきているって感じ
なんですか？
「今年になって一気に増えてるかも。瞳
ちゃんがコーラスで参加する率が3年く
らい前から徐々に増えてきて、今回は本
腰入れて作り上げてみようということに
なったんだ」
ー面白いですね。そう言えば昨年、浅井
健一名義で『BLOOD SHIFT』のアルバ
ムがあったじゃないですか。あれも半分以
上は浅井さんっぽいと言ってもいいと思
いました。
「そうだね。あのアルバムは「送る歌」みた
いに作ってる曲はないな」
ーだから、浅井さんの中でソロやKILLS
など全部が混ざっていて、まとめていいと

「TOO BLUE」超えをしようっていうこ
とで、今年の6月にスタジオに再度入っ
て録り直したんだ。「JODY」もすごく気に
入っていたけど、「TOO BLUE」のほうが
キャッチーだと思って表題曲になったんで
すよ」
ーそうですよね。タイプが全然違う曲
ですし。
「あと、「送る歌」は今年の春くらいかな？ 
リズムは打ち込みで作って、瞳ちゃんが
ベースラインを作るとどうなるんだろうと
思い、瞳ちゃんとじっくり作った曲ですね。
ベースは実際に弾いてみるととても難し
いと実感しました。憲太郎がスーパーな
のがよく分かりましたよ」
ー私は『METEO』（2017年3月発表
のアルバム）の時にもお話をうかがったん

思っているのかなと、あのアルバムを聴い
て思ったんですよ。
「なんかね…混乱してきていますよ」
ー混乱ですか !?　いいことだと思いま
すけど。
「そうとらえてもらえるのが一番良くて。
長年生きてると部屋にいろんなものが増
えてきてゴチャゴチャになるから、たまに
は整理してあげないとね。音楽活動もそ
うなんだよ。音楽活動というか、人生その
ものが複雑になってくるから、ちゃんと頭
を使って無駄のないように整理整頓しな
くちゃいけないって思うんだけどね。難し
んだよな、それは。しかも、こんなウイル
スとかも出てきちゃうと、それは人類全体
の問題だからね。…これから壮絶なストー
リーが待っていたりして」

取材：宮本英夫

約2年半振りとなるシングル「TOO BLUE」。浅井健一&THE INTERCHANGE KILLSでは初となる浅
井健一（Vo＆Gu）と小林 瞳（Dr）の共作「送る歌」を含む3曲を収録した同作のことをはじめ、新たなスタ
イルを取り入れて変化を続けるバンドの今、そして音楽家としての心境について浅井に語ってもらった。

出し惜しみなくというか、選りすぐりの3曲を出した

「TOO BLUE」

『SPINNING MARGARET』
／SHALLOW WELL

このインタビューの全文を公開中！！▶L → R　小林 瞳（Dr）、浅井健一（Vo＆Gu）、中尾憲太郎（Ba）

■筆ペン
「デザインをする時に英語を筆記体で書くから、筆ペンをよく使うんだよね。これまでいろんなペンを使ってきたけど、『ペンてる』の慶弔サインペンが一番良
くて。お店で見つけては買ってるんだけど、この記事が出て売り切れちゃったりしたら困るな（笑）。ちなみに、買ってダメだったものは、海外製の冷蔵庫。その
冷蔵庫が5年くらいですごい音が出だしたから、この間新しいのを買いに行ったんだけど、それが家に配送されるタイミングで急に直ってさ（笑）。海外製が
悪いってことではないけど、事務所で使ってる日本製の冷蔵庫は上京した時に買って、35年使っていても未だにピンピンしてるからね」

今月のお題：『最近買って良かったもの』

【通常盤】（CD）
BVCL 1068
￥1,200（税込）



Interview … BUCK-TICK、INORAN、GLIM SPANKY、CHiCO with HoneyWorks、三澤紗千香
Editor's Talk Session …『コロナ禍を背景にしたライヴハウスの発展』／music UP’s Q! …『最近買って良かったもの』


